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　頭が焼やけ焦こげるような陽の光で、佐さ嶋じま駿しゆん介すけは目を覚ました。

　ガラス越しに浴びる太陽光線は、春先だというのに汗ばむほどに熱くなっている。

　顔を上げると、太陽はすでに傾いていて、もうすぐ山の向こうに隠れようとしていた。

　寝ねぼけ眼まなこで辺りを見回すと、教室内には生徒の姿はほとんどなかった。

　どうやら、六時間目の授業から眠ってしまい、帰りのホームルームも終わってしまったらしい。

　誰も起こしてくれなかったのかと文句を言いたかったが、それほど親しい友人がいないことに気づいて、ため息をついた。

　クラスメイトとは常に一定の距離を保つようにしてきたのは自分自身なのだ。こうなるのもしかたがない。

　机に突っ伏していた上体を起こし、一つ大きく伸びをする。

　朝からずっと眠気に襲われていたが、まさかこんな時間まで寝過ごしてしまうとは。深夜まで漫画に没ぼつ頭とうしてしまったのが、相当響いたらしい。

「おはよう、佐嶋っち」

　眠りから覚めきらないうちに、声をかけられる。

　クラスメイトの海かい原ばら菜な々な子こが、前の席の机に腰掛けて、意地の悪そうな笑みを浮かべながら、駿介を見下ろしていた。

「ずいぶんグッスリだったね。夜更かしでもしたの？」

「まあ、ちょっとね」

「ホームルームが終わっても起きないから、死んでんじゃないかって心配したんだよ」

「だったら、起こしてくれればよかったじゃないか」

「佐嶋っちの寝起き具合がわからなかったからね。機き嫌げんが悪くなるタイプだったらイヤじゃん」

「俺、機嫌が悪くなるタイプに見える？」

「わかんない。だから起こさなかったんだけど」

　突き放すような言い方をされてしまった。だが、それもしかたがない。

　こうやって普通に会話はするが、二人きりで話をしたのはこれが初めてなのだ。

　菜々子は、剣道少女である。それも、全国レベルらしい。

　この学校には剣道部がないため、街の剣道場に通っている。道場が夕方の六時からしか開かないので、それまでの時間を潰つぶすために、学校に残っていることが多いと言っていた。

　いまも、暇を持てあまして駿介に声をかけてきたのだろう。

　竹刀しないの入った袋を肩から提さげて、快かい活かつそうなポニーテールを揺らしながらニカッと笑う。

「起こして欲しかった？」

「できれば」

「んじゃ、次からはそうするね。うふふ、竹刀の振ふるい甲が斐いがあるわぁ」

「ちょっと待て、なんでそこで竹刀が出てくるんだ？」

「甘いよ佐嶋っち。タダで優しく起こしてもらおうなんて、甘々だよ」

「じゃあ、どうすれば優しく起こしてくれるんだ？」

「えっ？　うーん……、そうだなぁ、放課後、暇潰しに付き合ってくれるとか」

「そんなことでいいのか？」

　放課後、女の子とおしゃべりをするだけで優しく起こしてくれる。

　学生でなければ、お金を払ってでもお願いしたいシチュエーションではなかろうか。

　しかも、菜々子はなかなかの美少女である。

　明るく元気で、会話に困らないタイプの女の子だ。

　人付き合いの苦手な駿介でも、自然に会話ができる貴重なタイプである。

「あれ？　意外に乗り気？」

「…………と思ったけど、起こされるようなシチュエーションがそんなにあるとは思えないからな。やめとくわ」

「なによ。あたしの暇潰しに付き合わされるのがイヤなわけ？」

「イヤなわけじゃないよ」

　むしろ、願ってもないチャンスだ。

　しかし、誰かと親しん睦ぼくを深めたいとは思わなかったし、そもそも、彼女と自分とでは住む世界が違いすぎる。甘あま酸ずっぱい思い出になるのならともかく、自分が惨みじめになるだけならば、交流など最初からしないほうがいい。

「それより、暇潰しなら他の子に持ちかけたほうがいいんじゃないか？」

「できればそうしたいんだけど……、こんな時間まで付き合ってくれる人はいないんだよねぇ」

「そうか？」

　駿介は教室内を見渡す。

　教室にはあと二人、生徒が居残っているのだ。

　一人は高たか山やま萌も絵え。

　読書家らしく、休み時間はおろか、授業中でも本を読んでいるような女の子だ。いまも読書に夢中で、駿介たちのことなど目に入っていないようだった。

　もう一人は野の木ぎ清さや花か。

　かなり明るい茶色の髪に、小こ麦むぎ色いろに焼けた肌が印象的な女の子だ。見た目は美人でスタイルもよいのだが、いわゆるギャルと呼ばれるタイプで、学校の内外でいつも男友だちを引き連れており、昼夜を問わず遊び歩いているらしい。

　そんな清花は、やや癖のある長い髪をいじりながら、イヤホン越しに音楽かなにかを聴いている。佇たたずまいだけを見れば充分な美少女なのだが、ややきつめの目元と不機嫌そうな表情が、いろいろなものを台無しにしていた。

「……ごめん、あの二人じゃ、ムリだな」

「まあ、ねー」

「ところであの二人、なんでこんな時間まで残ってるんだ？」

「そこがわかんないんだよねぇ」

　いつもの清花なら、男子生徒たちを引き連れて、さっさと下校しているはずなのだ。

「萌絵ちんだって、本を読むなら家でもいいのに、なんで残ってるんだろ？」

　確かにその通りだ。

　萌絵と清花、共に興味がそそられたが、自分とは関係ない世界の話だと、関心を打ち切った。明日になれば、駿介は放課後になるや早々に帰宅するだろう。彼女たちとの関係など、これ以上進展するはずがないのだ。

「ちょっと、そこの二人」

　いきなり、清花がトゲを含んだ声をかけてきた。

　イヤホンを外し、音楽プレイヤーを机に置いて、近づいてくる。

「私になにか、言いたいことでもあるの？」

　ケンカ腰の態度に、駿介は冷や汗が流れた。

　声を抑えていたつもりだが、聞こえてしまったらしい。もしくは、チラチラと送っていた視線に気づいたか。

　慌てる駿介をよそに、菜々子は平然と答えた。

「いまいる女の子の中で、誰が一番可か愛わいいかって佐嶋っちに聞いてたんだよ」

「えっ？」

「ちょ!?」

　なにを言い出すんだこの人は。

　しかし、すぐに話を逸そらす方ほう便べんだということに気がつく。だが、駿介にとってはかなりリスクの高い方便だ。

　清花はじっとりとした目を向けてきた。

　こんな冴さえない男の好みなんて興味ない。

　そんな言葉が投げかけられるのではと思ったが、返ってきたのは意外な反応だった。

「へ、へぇ？　それで？　あんたは誰がお好みなのかしら？」

　食いついてきた。

　ありがたいことだが、かなり困ったことになっているのは気のせいだろうか。

「お、気になるんだ？」

「私の周りには、こういう草食系男子っていないから。ちょっと興味があるのよ。ま、私が好みってことは絶対ないだろうけど」

「なるほどね。んじゃ、この際だから、萌絵ちんも呼んじゃおうか。おーい、萌絵ちーん！」

　いきなり呼ばれて、萌絵はビクッと肩を震わせて顔を上げた。

「な、なに？」

「この三人の中で一番可愛いと思う女の子を佐嶋っちが決めるんだけど、興味ない？」

「佐嶋、くんが？」

　絶対に興味などないだろうと思っていたのに、萌絵は机の上に本を置いて、体をこちらに向けてきた。大きな丸い瞳ひとみで、まっすぐこちらを見つめてくる。

　こっちも食いついてきた。

　ちっともありがたくないことだが、かなり困ったことになっているのはもう気のせいではないだろう。

　しかし、萌絵も女の子ということか。文学少女といえども、こういう話には関心があるらしい。

　それより驚いたのは、正面から見た萌絵は、思っていたよりも可愛らしいということだった。

　いつも本に視線を落とし、俯うつむきがちな姿しか見ていなかったせいか、まともに彼女の顔を見るのは初めてだったのだ。

　少々重たそうな髪を短いお下げにしているので、ヘタすれば中学生どころか小学生にも見えかねない童どう顔がんだが、ふっくらとした口元などは妙な色気がある。

　あとこれもいま気づいたことだが、小こ柄がらな体格の割には、胸がある。スタイル抜ばつ群ぐんの清花には及ばないが、制服越しでは膨ふくらみが見て取れない菜々子よりは、確実にある。

「あれ、萌絵ちんも気になる？」

「き、気になるわけじゃないけど……、興味はある、かな？」

　なにがどう違うんだ。

「うーん」菜々子は腕を組んで唸うなった。「自分から切り出しておいてなんだけど、私も気になるな、佐嶋っちの好み」

　言い出しっぺすらも食いついてきやがった。

「で？　実のところ、佐嶋っちは誰が一番好みのタイプなの？」

「ほ、本人たちを前に言えるわけないだろ」

「まあね。一番じゃないって言われたらショックだろうし、好みだって言われても困るだろうし、はぐらかしたらそれはそれで後味悪いし」

　それを俗ぞくに八はつ方ぽう塞ふさがりという。

「だからさ、スパンと男らしく答えてみなよ」

　他ひ人と事ごとだと思って、気楽なものである。

　駿介は改めて、三人の女の子を見比べた。

　見た目だけなら、間違いなく野木清花だろう。

　完かん璧ぺきに近いルックスとスタイルを備えた彼女は、黙ってさえいれば、誰もが振り返る。問題なのは性格、というよりも、生き方だろう。

　趣味と言えるものがゲームと漫画くらいしかない駿介にとって、男友だちと毎日のように遊び歩く清花は、ゲーム画面の中の人物よりも、遙はるかに遠い存在だった。もはや、好みとかいう以前の問題である。

　となると、あとは菜々子か萌絵ということになる。

　性格の面で言えば、海原菜々子だろう。話しやすさや気さくな性格は大変に好ましいが、やや暴走しがちになることが、たったいま判明したばかりだ。

　そして一番判断に困るのが高山萌絵だ。なにしろ、いままで挨あい拶さつすらしたことのない間柄なのだ。物静かな文学少女というイメージは、あくまで本を読んでいる彼女を見ただけのものにすぎない。

　さて、どうしたものか。

　この正直な感想を口にして、なんとかこの場を乗り切るか。

　いっそのこと、意表を突いて清花だと言ってみるか。そのときの彼女の反応が気になったが、後々ややこしいことになりそうだったので、やめておくことにした。

　と、そのときだった。




　──時はきた──




　妙な声が聞こえた。

　声の輪郭がぼやけていて、男か女かもわからない、奇妙な声だった。

　それはみんなにも聞こえたのか、視線があちこちに投げかけられる。しかし、駿介たち以外に、他に人の姿はない。




　──いまこそ、運命の導きを我が手に……──




「誰だ！」

　叫んだ瞬間、教室の床が光った。

　光るどころか、駿介たちを取り囲むように輝きを増していく。

「いや！」

「な、なによ、これ!?」

　光に追い立てられるように、四人は身を寄せ合う。

　そうしている間にも、光は密度を増し、まるで飲み込むように足下から腰の辺りまでせり上がってくる。












　に、逃げろ……！

　叫ぼうとするが、うまく口が回らない。

　光はついに、顔の辺りまでやって来た。

　まばゆい輝きはすべての視界を奪い、なにもかもを白一色に染め上げる。

　三人が、悲鳴を上げながら抱きついてきた。

　なんとかしなければ。

　けれど、駿介にはどうすることもできない。為なす術すべがない。

　その時、駿介は気づいた。

　自分たちの足下に、光よりもさらに輝く、魔方陣のようなものがあることを。

　…………これは、なんだ？

　だが。

　光は、駿介の姿を、そして疑問をも洗い流すかのようにして……、すべてを、飲み込んだ。
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　急速に、光が放つ圧力のようなものが消えていく。

　駿介はゆっくりと、きつく閉じられていた目を開いた。

　光の色が焼きついて、視界はしばらく白に染まったままだった。

　なにが起こったのかわからない不安が、駿介の鼓こ動どうを早くする。かろうじて取り乱さなかったのは、両腕と胸に感じる女の子たちの体温があったからだ。

「みんな、大丈夫か？」

「あっ！」と真っ先に離れたのは、高山萌絵だった。

　胸にしがみついていた彼女は、顔を真まっ赤かにして俯いた。

「わ、私は、平気……」

「私も、へへ、平気よ」

　あまり平気ではない様子で野木清花が呟つぶやく。

　だが、ぎゅっと駿介の右腕にしがみついたまま、離そうとしない。

　意外に女の子らしいところもあるんだなと感心したが、駿介と目が合うと、突き飛ばすように体を離した。

「ど、どさくさに紛まぎれて、なに人の体に触ってるのよ！」

「そっちがしがみついてきたんだろ！」

「あんたが私の行動範囲にいるせいでしょ！」

　凄すさまじい暴ぼう論ろんである。

　こうやって冤えん罪ざいというのは生まれるのかと実感していると、左腕をつかんでいた海原菜々子がゆっくりと身を離した。

「佐嶋っちは、大丈夫？」

「あ、うん、俺も大丈夫だけど……」

　別の脅きよう威いが迫っているのではと思うのは、気のせいだろうか。

　清花の殺気のこもった視線から逃れるように、駿介は辺りを見回した。

　駿介たちがいるのは、見知らぬ薄暗い広間だった。

　教室に整然と並んでいたはずの、机やイスといったものが見当たらない。

　さらに、上履き越しに感じる感触は、リノリウムのものではなく、ゴツゴツとした石のものだ。

　辺りの様子を窺うかがっていると、駿介は人の気配に気がついた。それも、一人や二人ではない。かなりの人数の、ざわめきというかどよめきのようなものが聞こえる。

　そちらに目を向けると、広間の隅すみに固まるようにして、一〇人ほどの人がいた。

　薄汚れた恰かつ好こう、と言っては失礼だろうか。農作業着のような古びた生地の衣服を身に纏まとい、驚きの表情でこちらを見つめている。

「あ、あの……」

　声をかけると、ざわめきが大きくなる。

「なんだ？」「どういうことだ？」と、こちらが聞きたい疑問を次々に口にする。

　そんな中、ただ一人、こぎれいな恰好をした少女が進み出た。

「う、動くな！」

　マントを羽は織おり、軽装の鎧よろいを身に纏った少女は、鋭く誰何すいかの声を上げる。

　その手には鈍い輝きを放つ抜き身の剣が握られており、有無を言わさずに駿介に突きつけてきた。

「妙な動きをしたら即座にたたき切るからな！　おとなしく質問に答えろ！」

　恫どう喝かつしているはずなのに、少女はどこか追い詰められた表情を向けてくる。

「貴様ら、何者だ!?」

「何者って……」

　ただの学生です、という答えが通用しそうな雰ふん囲い気きではなかった。

　黙っていると、少女は矢継ぎ早に質問を重ねてくる。

「どこから来た？　どうやってこの場に入り込んだ？　その奇妙な服装はなんだ？　なんの目的で現れた!?」

　少女の赤い瞳が、燃えるように駿介を睨にらみつける。金色の髪を一つに結わえているその姿は、明らかに外国人だ。しかも、鎧を身につけ、剣を所持している。

　返答に窮きゆうしていると、なにを思ったか、野木清花が前に進み出た。

「ちょっと、ずいぶんな物言いじゃないかしら。人の名前を訊きくときは、まず自分からって学校で習わなかった？」

「お、おい……」

　挑発的な物言いに焦あせるが、目の前の少女は気を落ち着けるように、一つ、息を吐いた。

「……貴様の言う通りだ。少々、礼を欠いたようだ。まずはわたくしの方から名乗らせてもらおう。我が名はマリカ。自由剣士のマリカだ」

　マリカと名乗った少女は、剣を目の前にかざす。それが、彼女なりの儀礼なのだろう。

「さあ、つぎは貴様らの番だ。ちゃんとわたくしの質問に答えてもらおう」

　ここでスッと前に出てきたのは、意外なことに高山萌絵だった。

「あ、あの、私は高山萌絵っていいます」

「タカヤマ・モエ？　おかしな名だな」

「そ、そうですね」

　そうなのか？

「えっと、わ、私たちは、そ、その……、に、日本から来ました」

「ニホン？」

　戸と惑まどうマリカの顔は、思ったよりも幼おさなさが見て取れた。もしかしたら、自分たちと同じ年くらいの少女なのかもしれない。

「あの、こ、ここは、なんていう世界の、なんていう国ですか？」

　萌絵の質問に、マリカではなく駿介が首を傾かしげた。

　だが、マリカは疑問に思う様子もなく、スラスラと答えた。

「フレアルードという世界のランドベルズという国にあるモルカ村だ」

「はっ？」

　思わず声が出た。

　聞いたこともない国の名前だ。それに、フレアルードという「世界」……？

「わ、私たちは、地球っていう、その、異世界からやってきました」

「異世界、だと？」

　マリカはギョッとしたように目を見開いた。

「はい。わ、私たちも突然のことで、どうして、ここにやって来たのか、わかりませんけど……」

　萌絵の言葉に、後ろの群ぐん衆しゆうはにわかにざわめき始めた。

「つ、つまり、貴様らは自分の意思ではなく、なんらかの事情により、強制的にこの世界へ運ばれたということか？」

「たぶん、そうだと思います」

　ざわめきがさらに大きくなる。

　ここに来て、駿介もありえない事態を理解し始めた。まったくついていけないのは菜々子と清花だろう。

「えっと、高山さん？　俺たちって、もしかして……」

「う、うん。私たち、どうやら、異世界に来ちゃったみたい……」

　信じられない思いの駿介をよそに、萌絵とマリカの会話は続く。

「仮に、貴様らの言う異世界とやらから来たとしよう。では、その理由はなんだ？」

「あ、あの、私たちには、なんの力もありません。み、みなさんに、危害を加えるつもりも、ありません」

「その言葉を真に受けることはできんがな」

　言葉に詰まった萌絵は、駿介に助けを求めるような視線を送ってきた。

　よく見れば、足がガクガク震えている。武装した見知らぬ相手と話しているのだ。緊張以上に恐怖もあるだろう。ここから先は、自分が矢面に立つべきだろう。

「いちおう、武器なんかは持ってないけど……」

　言ってから、ふとあることに気づいて、菜々子に目を向ける。

　菜々子はビクンと肩を跳ね上げた。彼女の肩には、竹刀の入った袋がかけられている。

「こ、これは、竹でできたやつだから、よっぽど変なところに当たらない限り、害はない、と、思う！」

「竹……？　なんでそんなものを武器にしているんだ？」

「安全のためです。俺たちの世界では、刀剣類を所持するのは厳しく禁じられているんです」

　女騎士は目を見開いた。

「それでは、どうやって身を守るのだ？」

「武器で身を守る必要のない世界なんです」

「そんな世界が、あるのか……」

　刀剣類などとは比較にならないほどの殺傷兵器があるなどとは、とても口にできるような雰囲気ではなかった。

　マリカは剣を鞘さやに収めた。武器を持っていないことがわかって、警戒を解いたのだろう。しかし、剣の柄つかから手を離さないところを見ると、完全には信用していないようだ。

「まさか、神しん言ごん魔法も？」

「神言魔法？」

　今度は駿介たちが目を見開く番だった。

「本当に知らないのか？」

　駿介たちのウソを暴こうとするかのように、目の奥を覗のぞき込こんでくる。

「ま、マリカさん……」

　村人の一人が、戸惑った様子でマリカに声をかける。

「大丈夫だ。ここはわたくしに任せてくれ」

　そう言って、何事か考え込んだ後、口を開いた。

「……わかった、ついてくるがいい」

　マリカはマントを翻ひるがえして歩き出す。

　その後を追うと、村人たちが飛とび退のくようにして道をあけた。

　警戒する気持ちはわかるが、いくらなんでも大げさな気がする。

　ふと彼らの顔を見回して、駿介は気づいた。

　村人たちの表情に、なぜか怯おびえのようなものが浮かんでいたことに──。
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　マリカを先頭に、建物から出る。

　夕暮れに広がる光景は、半ば予想していたものだった。

　異世界の村。

　それも、住人があまり上等な恰好をしていないことから、寂さびれた農村をイメージしていたのだが、まさにその通りだった。

　見た目からして危なっかしい石造りの家が点在し、その間に小さな畑が隙すき間まなく作られている。

　気になるのは、そんな寂れた村を明るくするはずの、子どもたちの声が聞こえないということだ。

　畑や家の軒のき下したにちらほらと姿は見えるのだが、はしゃぐ様子もなく、ただぼうっとしているか、黙々と畑仕事を手伝っているのだ。

　覇は気きがないという意味では、大人たちにも同じ事が言える。

　疲れ切ったような、やつれた表情で、体を動かしている。

　それは、後をついてくる村人たちも同じだった。少し違うのは、怯えた表情でいることだ。

　駿介たちが連れてこられたのは、村の外れ。すぐ目の前には鬱うつ蒼そうとした森が広がっていた。

「いいか、よく見ていろ」

　マリカはスッと息を吸い込む。

「風よ切り裂け──ウインドカッター！」

　言葉と同時に、風が刃やいばとなって空を切り、目の前にあった木を一本、スッパリと切断した。

「おおー」と、思わず歓声を上げてしまう。どう見てもタネも仕掛けもない、本当に魔法のようだ。

　これに目を輝かせたのは菜々子だ。

「ねぇねぇ、もしかして、私たちも魔法が使えるようになってるんじゃない!?」

　唐突なテンションの上がりっぷりに、駿介はむしろ冷静に対応した。

「いやいや、さすがにムリだろ」

「でもさ、でもさ、この世界ならもしかしたら……！」

「やってみればいいじゃない」

　清花は興味なさげだ。

　そんな反応にもかまわず、菜々子は「んじゃ、ちょっと失礼して」と、なぜか袋から竹刀を取り出して、腰に差すように構える。

「んと、あなたと同じセリフを言えばいいのかな？」

「……ああ」

「では。風よ切り裂け──ウインドカッター！」

　居合抜きの要よう領りようで、竹刀を振り抜く。

　すると、風の刃が出現し、近くの木を三本、真っ二つにした。

「でで、できた！　ホントにできちゃったよ!?」

「マジか……？」

「うそでしょ……」

　絶句する駿介たちの後ろでは、なぜか村人たちがざわめく。感心しているというよりも、どこか不安がさざめいているような雰囲気だ。

「貴様ら、本当に魔法を知らないのか？」

　マリカの表情に、剣けん呑のんなものが生まれる。

「魔法は誰にでも使える代しろ物ものではないのだぞ。見よう見まねでできるはずがない」

「って言われても、できちゃったもんはしょうがないじゃん。それよりさ、あたしにできたってことは、みんなにもできるんじゃない？　ほらほら、萌絵ちんもやってみなよ」

「えっ？　あ、うん」

　勧められるがままに、おどおどしながらも、萌絵は前に出た。

「えっと……。か、風よ切り裂け──ウインドカッターっ」

　口調はそれほど強くなかったが、それでも風の刃が木を一本、切り倒す。再び、村人たちのどよめき。

「うわっ、うわっ。本当にできた！　スゴイ、スゴイよ」

「でしょでしょ!?　んじゃつぎは野木ちゃんの番だよ」

「わ、私も!?」

「当然だよ。ほらほら」

「で、でも、私は別に、やってみたいとも思わないし……」

「そんなこと言って、自分だけできなかったら恥ずかしいと思ってるんでしょ？」

「はぁ!?　そんなわけないでしょ！　だったら見てなさい！　才能の差ってやつを見せつけてあげるから！」

　怒鳴った清花は、チラリとマリカに目を向けてから口を開いた。

「えっと、風よ切り裂け……だっけ？　それから──ウインドカッター？」

　しかし、なにも起こらなかった。

「って、どうして私だけなにも起こらないのよ！」

「神言が成立しなかったからだ」

　マリカが言う。

「魔法は、言葉を連ねていく部分を『神言』といい、最後のいわゆる発動させる魔法の名前を『呪じゆ文もん』と呼ぶ」

「神言って？」

「魔法は神に言葉を届けることによって使用することができる。だから我々は『神言』と呼んでいる。このくらいのことは、子どもでも知っているのだが……。本当に、知らないのだな」

「え、じゃあ、私ができなかったのはなんで……」

「神言の詠えい唱しよう中ちゆうに余計な言葉を挟んだこと。それから、間が空きすぎたことが原因だろう」

「そ、そういうことは、先に言いなさいよ！」

「言うわけないだろう。わたくしはまだ、貴様らを信用していないのだぞ」

　つまり、試されたわけだ。

「しかし、異世界からやってきたというのも、ウソというわけではなさそうだ」

　清花の失敗のおかげで、マリカの警戒心はまた少し解けたらしい。結果オーライだが、清花は納得がいかないようだった。

「わ、私が、嚙かませ犬いぬみたいな扱いを受けるなんて……」

　ぶつぶつ言いながらも、今度は淀よどみなく、間も空けずに呪文を詠唱する。

　すると、清花の不満がそのまま乗り移ったかのように、風の刃が凄まじい勢いで木々を薙なぎ倒たおしていく。

「えらい威力が違うわね？　この差ってなんなの？」

「同じ言葉でも、神に伝えたいという気持ちが強いほど、威力も増すのだ。素質……、生まれ持った魔力にも影響するが、まあ、この程度なら、いわゆる個人差だな」

「ふうん、そうなんだ。それじゃあ佐嶋、最後はあんたの番よ」

「やっぱ、俺もやるのか」

「当然でしょう？　私がかいた以上の恥を、あんたもかきなさいよ」

「やり方がわかってるのに、なんでわざと失敗しなきゃなんないんだよ！」

「うるさいなぁ！　男だったらつべこべ言わずにさっさとやりなさい！」

　言いたいことはいくらでもあったが、この手の女性に口で勝てる気がしないのでやめておいた。

　それよりも、サクッと魔法を使って清花を黙らせたほうが早い。しかし……。

　呪文の詠唱だの神言だのは、どう考えてもファンタジー世界の産物である。それを口にするのは、かなり恥ずかしい。

「か、風よ切り裂け──ウインドカッター」

　やや躓つまずいたが、問題なく、魔法は発動する。

　背後で清花が唸っているが、駿介は恥ずかしさでそれどころではなかった。

「……詠唱する神言って、決まってるのか？」

「ああ、いま使っているのはあくまで基本形だがな。神言と呪文に関連さえあれば、理論上はどんな言葉を使ってもかまわない」

「はいはいはい！」

　菜々子が威勢のいい声で手を挙げる。

「どんな言葉を使ってもかまわないんだね!?」

「……そうだ」

　なぜか、間を置いてからマリカは頷うなずいた。

「よぉーっし、じゃあ、ちょっと試したいことがあるから、やってみるね！」

　マリカは無言で促したが、背後の村人たちは、再び不ふ穏おんにざわめいた。

　菜々子は竹刀を上段に構える。

「あたしの竹刀が真っ赤に燃える！　悪を倒せと轟とどろき叫ぶ！　唸れ！　天を裂き地を割る剛ごう剣けんよ！　──天上天下・サイキックボンバーソード!!」

　竹刀一いつ閃せん。すると……。

　本当に、地が割れた。さすがに天は裂けなかったが、目の前の森が一直線に切り開かれた。凄まじい剣圧が、大地を抉えぐり、木々を根こそぎ吹き飛ばしたのだ。

　その衝撃は森の遙か彼方かなたにある山の麓ふもとまで到達し、そこでようやく、山の一部を削り取って収束した。

　あまりの威力に、駿介はもちろん、菜々子本人も目を丸くして驚いていた。

「あ、あは、あははは……。ちょっと、やり過ぎたかな……？」

「ちょっと、どころじゃないだろ……」

「この森って、誰かの土地だったりしないよね？　これが日本だったら、絶対に訴えられるけど」

「国か、この辺の領主のものじゃないか？」

「うわっ、だとしたらまずいよね。大丈夫かなぁ？」

　マリカに尋たずねるが、その彼女は厳しくも険しい表情で菜々子に目を向けていた。

「貴様、いまなにをやったのか、わかっているのか？」

「あれ、やっぱ、まずかった？」

「まずいどころの話じゃない。最悪だ」

「そ、そんなに!?」

「周りを見ろ」

　視線で指し示したのは、菜々子が盛大にやらかした傷跡ではなく、なぜか村人たちだった。だが、すぐにその理由が判明する。

　村人たちは、ハッキリと怯えていた。そして、まるで見てはいけないものを見てしまったかのように、駿介たちから視線を外している。

「見たかよ、いまの……」

「あんな長い神言、初めて聞いたぞ」

「やっぱり……」

「あいつらは、異い端たん者しやだ……！」

　みな、表情を引きつらせながら、こそこそと囁ささやき合あう。

「え、なに？　どうしたの？」

「ひとまず、集会所へ戻るぞ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　いったい、なにがどうしたっていうの!?」

「説明は後だ。村人たちを敵に回したくなければ、おとなしくついてこい！」

　静かだが、有無を言わせぬ口調に、駿介たちは従わざるを得なかった。
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　集会所に押し込まれると、マリカは一人で外へ出て行った。ほどなくして戻ってきた彼女だったが、その表情は険しいままだった。

「まずいことになったな」

「べ、弁べん償しようとか、そういうことになるのかな？」

「森を切り開いたことに関しては、むしろ開かい墾こんする手間が省けたと喜ばれるだろう。だが問題はそこではない。……流石さすがに想像以上だったな」

　菜々子が助けを求めるように目を向けてくる。残念ながら、駿介にもわからないので、首を振ることしかできなかった。

「貴様のあの魔法は、世界を敵に回す行為だ」

「ええっ!?　そんなに大おお事ごとなの!?」

「大事だ。妙な現れ方もあって、貴様らは異端者として見られているのだ」

「そういえば村の人たちも言ってたけど、異端者って、なんなんだよ」

「簡単に言えば、神の教えに背そむく者のことだ」

　マリカによると、神言魔法は厳しい規制がかけられているのだという。

　その性質上、神に訴えかける時間、つまり詠唱が長いほど威力は上がっていく。それこそ、際限なく、だ。

「しかし、それでは、下へ手たをすれば一個人が国や世界をも滅ぼしかねない。だから、世界全体で統一した規制がかけられているのだ」

　具体的には、一般人の神言魔法は『一〇文字』以内までしか許されていない。

　各国の騎士や教会の聖騎士、神官などでも『二〇文字』以内、国王や近この衛え騎士団長、聖騎士団長や大神官ですら『三〇文字』以内の神言しか扱えないという。

「神言と呪文は、教会が作成した『魔法大全』と呼ばれる書物に書かれたものしか使用することができない。多少の言い回しの違いならともかく、明らかに別の神言や呪文を口にした場合は、それだけで査さ問もんの対象となるのだ」

　これは全世界共通であり、魔法を扱える者にとっては必読の書であるため、もし魔法大全に載っていない神言や呪文を唱えたら、すぐにわかるのだという。

「文字数制限がある魔法って珍しいな……」

「でも、そんなガチガチな規制、ちゃんと守られてるの？」

「守られているのだ」

　フレアルードの人間は、この規制から外れることを酷ひどく恐れている。

　度を超した魔法は、神の不ふ興きようを買い、自身を滅ぼすということもあるのだという。実際、毎年のように新しい魔法を試そうとして、その威力が自分に降りかかって死亡する事例が後を絶たないらしい。

　また、神言魔法を濫用すると、神に背くものとして「異端者」と呼ばれる。中でも、国や世界に重大な影響を及ぼすものを「魔人」と呼び、最重要の悪人として断だん罪ざいされることになるという。

　そうして捕らえられた人々は、北の地へと送られ、厳しい監視の下、幽ゆう閉へい生活を強しいられる。世界全体が、監視者として機能しているというのだ。

「さらに、百年ほど前の話だ。魔人たちを統率し、世界の支配を企たくらんだ人間がいた。彼は魔人の王、『魔王』と呼ばれ、世界を恐怖のどん底にたたき落とした」

　かろうじて魔王を倒すことができたが、いくつかの国は滅ぼされ、大勢の命が奪われたという。

「そのときの爪つめ痕あとが未いまだ世界中に残されている。人々の間には、潜在的な恐怖が刻み込まれているのだ」

　だから、誰しもが神言魔法の扱いには慎しん重ちようになる。規制から外れなくなる。

　もし規制から外れた場合、世界を滅ぼす魔王と同一視されるのだ。それは世界中を敵に回すことになる。

「ってことは、あたしのあの技は……、えっと……、うわ、五〇文字近いよ！　そりゃまずいよねぇ」

「確かに文字数も問題だが、村人たちが一番恐れているのは、それだけの文字数の神言魔法を発動させる魔力があったということだ」

　魔力は、訓練である程度までは伸ばすことができるが、一番大きいのは生まれ持っての素質だという。

「そうした素質を持った者は、国や教会が保護という名目で管理することになる。だから、貴様のように、国にも教会にも属さない異様な魔力の持ち主は珍しいのだ」

　もちろん、国や教会の網の目をかいくぐる者もいないわけではないという。

「そうした者のほとんどは、地下に潜って人の目に触れることはまずない。彼らは秘ひ密みつ裏りに魔法の研究をしているが、その研究は禁きん忌きを犯しているため、俗に暗黒魔法と呼ばれている」

「ってことは、あたしは村の人たちに、魔王予備軍って認識されちゃったってわけ？」

「そういうことだな」

　それは同時に、世界中を敵に回したということでもある。

「世界の敵かぁ。でも、なんかちょっとカッコイイね」

「カッコイイ!?　なにをのんきなことを言っているんだ!?」

「だって、いきなり知らない世界に来てさ、ちょっと試しにやってみた魔法で異端者とか言われても、全然ピンと来ないよ」

　そう、マリカの話で、なにやらまずいことになっているのだということは理解できたが、実感がないため、どうしても深刻に捉えることができないのだ。

「ちなみに、このままだとあたしたちはどうなるの？」

「モルカ村は辺境だ。騎士団よりも、近くにある教会の連中に連行されるだろう」

　騎士団は、主に主要都市や国境に配備されているというが、聖騎士を擁ようする教会は、辺境であってもすぐに駆けつけることができるのだという。

「その後は、よくて一生北の地で監禁生活、悪ければ即刻死罪が言い渡されるだろう」

「マジで!?」

　死罪となれば、さすがにのんきではいられない。ようやく、自分たちの置かれた状況がまずいことを実感し始めた。

「村人たちには、わたくしが対処すると言ってなんとか押しとどめたが、時間の問題だろうな」

「ど、どうすればいいの？」

「すぐにこの場を立ち去るべきだろう。だが、世界中からお尋ね者として追われることになるからな。先行きは暗いぞ」

「そんな……」

　いきなりの絶体絶命である。

「もう一つだけ、別の道があるがな」

「なになに!?」

「この村を跡形もなく消し去ればいい」

　凄まじい暴言に、菜々子は絶句した。駿介も、信じられない思いでマリカを見た。

「どういう、ことだ？」

「簡単な話だ。目撃者を消してしまえばいい。それだけで、貴様らが世界から狙われることはなくなる」

「そんなこと、できるわけないだろ！」

「だが、そうしなければ貴様らはお尋ね者だ」

　なにも言い返せない。見知らぬ世界でお尋ね者になるのはイヤだが、だからといってなんの罪もない人たちを殺してしまうなど、できるはずがない。

　絶体絶命な上に、八方塞がりな状況に、駿介たちは言葉をなくして立ち尽くした。

　そんな中、萌絵がおずおずと切り出した。

「マリカさんは、どうなんです？」

「なにがだ？」

「見たところ、あんまり怖がってる様子もないですし、教会なんかに突き出すつもりもなさそうですけど……」

「ああ、それはな……」

　言いかけたところで、集会所の扉が控えめにノックされた。

　マリカが警戒するように扉を開けると、そこから顔を覗かせたのは、女の子だった。

「どうした？」

「あ、あの……、お、お願いがあって……」

　女の子はおどおどしながら、時折、視線を駿介たちに向けてくる。それでなにかを察したらしいマリカは、体をよけて女の子を中に入れた。

　すると、その後ろから、さらに何人かの女の子がやってくる。みんな、思い詰めたような硬い表情だった。

　歳としは、駿介たちと同じくらいの子から、それよりもいくつか下の子まで様々だ。それぞれの表情に、ハッキリと怯えの色が見て取れたが、それよりも強い意志のようなものを漲みなぎらせていた。

「お願いします」

　代表するように、最初に入ってきた女の子が口を開く。

「私たちを、助けてください！」

　いきなりの要請に、駿介たちは戸惑う。だが、女の子たちはそれを皮切りに、次々と助けを求める言葉を口にし、訴える。

「ちょ、ちょっと待って！　いったい、なにから助けるっていうんだ？」

「実はな」マリカが答える。「この村はいま、ゴブリンの被害に遭っているのだ」

　ゴブリンといえば、ファンタジー世界には定番の生き物だ。作品によって設定はだいぶ違うが、おおむね、低知能な魔物や怪物となっている。

　しかし、先ほど見た感じでは、ゴブリンに襲われたような痕こん跡せきはどこにもなさそうだったが。

　マリカは深いため息をついた。

「奴やつらは律りち儀ぎというか、いわゆる生産性というものがわかっているらしくてな。村人が生活できる最低限を残して、物資や食料を略りやく奪だつしていくんだ」

　生産性のわかるゴブリンってなんだ。

「どうやら、高い知性を持ったゴブリンがいるらしい。そいつは人語も話すことができるらしいからな」

「ゴブリンロード、ってやつか」

「ああ。奴らにしてみれば、すべてを奪うのは簡単だ。しかし、それでは一時的なものにしかならない。村には物資を残すことで生産性も残し、ある程度の成果が見込めた辺りを見計らって、また略奪に来るんだ」

　それがもう、何年も続いているのだという。

「ある意味では良好な関係とも言える。だが、今回ばかりはそうもいかないのだ」

　日照りが続き、村にはゴブリンに渡せるだけの物資も食料もないのだという。

「モノが渡せなければ、次は当然、人的資源を奪うということになっている。真っ先に狙われるのは、若い女性と子どもだろうな」

「生産力の低い人間から狙われるわけか」

「それもあるが……、若い女性はその……、慰なぐさみ者ものになるんだ」

　駿介たちはギョッとなった。

「あいつらは、自分たちと似たような姿をしていれば、種族など関係ないらしい。実際、ゴブリンとの混血児も、この世界ではそれなりに見かけるしな」

「ほ、ほかに、どんな種族がいるんだ」

「数が多いのはドワーフとエルフ、それに獣人族だな。これらは姿形が近いから、異種族間での婚こん姻いんも多い」

　まさにファンタジー世界だ。典型的な、と言ってもいい。

「ゴブリンの奴ら、よくいままで人に手を出さなかったな」

「それだけ、リーダーの知能が高いんだろう。それに、ここランドベルズは小国だ。土地も痩せているところが多く、けして豊かではない。ゴブリンといえども、そのあたりを理解しているのだろう」

　ある意味、理解のあるゴブリンである。物わかりがいい、とも言える。

「ゴブリンは、いつ？」

「二日後だ。今け朝さ方がた、律儀にも予告にやって来た」

　なるほど、切羽詰まっているわけか。

　特に、ゴブリンの慰み者にされる女の子たちにとっては、死活問題というわけだ。異常な力を発揮した駿介たちに救いを求めるのも当然だろう。

　だからといって、その期待に応えられるかどうかは、また別の問題である。

「言っとくけど、俺たちは戦いなんかしたことないんだぞ？　殴り合いのケンカだってしたことないんだ」

「そうよそうよ」賛同するのは清花だ。

「なんでこの私が、危険な目に遭ってまで見ず知らずの人を助けなきゃならないのよ。そもそも、勝手に人のことを異端者だとか言って怖がっておきながら、自分たちの都合で助けてくださいなんて、わがままなんじゃない？」

「でも、困ってる人は助けてあげたいな……」

　控えめに反論するのは萌絵。争いごととは無む縁えんそうな彼女が助力を申し出るのは、かなり意外だった。

「あたしは、やってもいいと思う」

　積極的に参加を申し出たのは菜々子だ。剣道をやっているだけあって、駿介たちよりは戦いを知っている。だが、それだって命のやりとりまでには至らない。戦いの厳しさを知っている分だけ、逆に慎重になりそうなものだが。

「佐嶋っちは？」

「無茶言うなってのが本音かな」

「そうなの？　佐嶋っちなら喜んで参加すると思ったのに」

「なんでだよ」

「え？　あ、いや、なんとなく。そんな気がしただけ」

「佐嶋君も反対か……」

　なぜか萌絵も残念そうに言う。彼女らは自分になにを期待しているんだ。

「意見が割れちゃったね」

「だったら、やりたい人だけでやればいいんじゃない？」

「そうもいかないさ。高山さんと海原だけに押しつけるわけにはいかないよ」

「なによ、反対するくせにそっちの肩を持つわけ？」

「そうじゃなくて、やるなら四人でまとまった方が勝率が上がるだろうって話だよ。賛成か反対かはまた別問題で」

「だから、難しく考えることないじゃない。やりたいならやる、やりたくないならやらない。すべては自己責任。以上。それだけの話でしょ」

「いや、だからな……」

「まあ、そうケンカ腰になるな」

　マリカがなだめるように言う。

「そこで一つ相談というか、取引を持ちかけたいのだが……。きみたちは、元の世界に戻りたいのだろう？」

「そりゃ、まあ」

「なら、帰る方法に心当たりがあると言ったら、どうする？」

「あるのか!?」

「わからん。あくまで心当たりというか、手がかりになるかもしれない、というものだがな」

「帰る方法がわかるなら、なんでもいいわよ！　さあ、教えなさい！」

「その手がかりを知りたければ、ゴブリン退治に協力してもらおう。それが条件だ」

「ぐぬぬ」と清花は唸った。

　この世界のことがまったくわからない駿介たちにとって、マリカの知識は絶対に必要なものだ。一方的な取引ではあるが、妥だ当とうな線ではあった。

「それに、恩を売っておけば、村人は貴様らのことを黙っていてくれるかもしれないぞ」

　お尋ね者になってしまえば、行動が著いちじるしく制限されることになる。それは、マリカが言う帰る方法にも影響が出てくるだろう。この後の展開をスムーズに進めるためにも、ここは引き受けるべきだろう。

「……しかたないか」

「ちょっと待ってよ！　私はまだ協力するなんて言ってないんだから！」

「じゃあ、どうやって帰る方法を見つけるんだよ！」

「そ、それは……」

　口ごもる清花は、渋々ながらも同意した。

「すまない。もちろん、きみたちだけにゴブリン退治を押しつけるつもりはない。わたくしも自由剣士の名にかけて、共に戦うつもりだ」

「自由剣士？」

「ああ、国や教会に属さず、己の腕一本で生業なりわいを立て、各地を放浪する戦士のことだ」

　マリカは、たまたま立ち寄った村でゴブリンの被害があると知り、一宿一飯の礼にとゴブリン退治を申し出たのだが、情報を得るに、その規模と統制に一人では太た刀ち打うちできないと途方に暮れていたところなのだという。

「もしかして、私たちを試しました？」

　萌絵の言葉に、マリカは頷いた。

「異世界からやってきたという情報がなければ、すぐにでも教会に突き出していただろう。それに、魔法に関して本当に無知だということもわかった。ならば、次に考えるのはなにも知らない貴様らを利用することだ」

　マリカはなにも、親切心だけで駿介たちに接していたわけではなかった。正体不明ということで警戒しつつも、駿介たちの力を引き込もうとしていたのだ。

「利害が一致した、ということですね？」

「そういうことだ。だから、妙な縁ではあるが、共に戦ってくれると助かる」

「お手伝いできるならしますけど……。とにかく、明日になったらいろいろ実験してみないと」

「実験？」

「さっき、海原さんが使った魔法なら、すぐに決着がつくと思う。だけど、それだと規制を破った誰かがいることがばれちゃうんじゃないかな？　だから私たちは、そういう痕跡を残さずに、その上でゴブリンを圧倒しなくちゃいけないんだよ」

「けっこう厳しい制約があるってことか……」

「だから、その辺をしっかり考えるべきなんだと思うの」

　やはり、日頃から本をたくさん読んで空想世界に耐性があるからか、異世界への順応は、駿介なんかよりも遙かに早いらしい。この小柄な少女が、なんだか頼もしく見えてきた。

　方針が決まり、駿介たちがゴブリン退治に協力してくれるとわかると、女の子たちの表情が、ようやく柔らかくなった。

　まだ不安の色も濃いが、なんとかなるかもしれないという期待が、表情に出たのだろう。

　駿介と歳が変わらないような少女たちが、身の危険にさらされている。元の世界では、まずあり得ないことだ。

　どこか冷めていた駿介の心に、熱いものがこみ上げてくる。

　これはさすがに、放っておけない。

　幸いにも、自分たちには何とかできるだけの力があるようだ。

　ならば、もう迷いも不安も感じている場合ではない。

　とにかく、まずは、彼女たちを守ることから始めようと心に決めるのだった。





　　　　　５






　駿介たちは、押し込められた集会所がそのまま一泊の宿として提供されることになった。

　集会所は、その名の通り、村人たちが集まる公共の場だが、なんでもこの世界の神様が祀まつられており、村人が祈りを捧げたり、集会を開いたりするときに使われるものだという。確かに、室内の奥の方に、女性を象かたどった小さな像が台座の上に置かれていた。

　いわゆる、礼拝堂みたいなものだろう。

　村人たちは、ゴブリン被害に悩んでいて、ここで神頼みをしていたらしい。そこへ、まばゆい光を伴って駿介たちが現れたのだ。

　警戒するのはわかるが、神様の使いと勘かん違ちがいしてくれてもよさそうなものだが。

　集会所の中は、雑ざ魚こ寝ねであれば二〇人くらいは余裕で収まる広さがあった。

　しかし、年頃の男女が一緒に枕を並べるわけにもいかない。

　というわけで、板を何枚も並べて壁に立てかけ、布をつなぎ合わせて張りめぐらし、簡易的な部屋と仕切りを作ることになった。

　当然、これらを使用するのは女性陣だ。

「仕切りの中に入るのはもちろん、建物の半分からこちらに足を踏み入れちゃダメだからね」

「半分って……、そこまで決めなくてもいいだろ」

「佐嶋っちが女性の気配だけで興奮する変態さんである可能性が排除できない以上、必要不可欠な処置だと思うんだ」

「どんだけ想像力豊かな変態なんだよ！　つーか、そんな可能性は微み塵じんもねぇ！」

　その時、最後の最後で一ひと悶もん着ちやく起こった。

　マリカが、自分は家畜小屋に隣接した納な屋やで寝るというのだ。

「なんで？　あたしたちと一緒に寝ればいいのに」

「すまんが、わたくしは人が側そばにいるとよく眠れない質たちなんだ」

「そっか、残念だなぁ。せっかく女の子たちで内緒話でもしようと思ったのに」

「内緒話？」

「恋バナに決まってるじゃん」

　決まってるのか。

　ひとまず寝床が整えられると、駿介たちは集会所の中央に集まった。電気がない以上、夜はさっさと寝てしまうに限るのだが、すぐに寝られそうな気分ではなかったのだ。マリカも、まだ話したりないことがあるのか、駿介たちの輪に加わってきた。

「なんか、まだ信じられないよ。異世界にやってきただなんて」

「あたしもだよ」

「しかも、魔法を使ってゴブリン退治ときたもんだ」

「その点に関しては、あんたたちの人の良さには、呆あきれてものも言えないけどね」

　清花はぶつぶつと不平を述べる。隔かく離りされるように集会所に押し込まれただけでなく、食事をするにも、マリカを通して村人たちの許可を得なくてはならないのだ。

　マリカがゴブリン退治に協力するという切り札を使って、なんとか寝床を確保することに成功はしたが、トイレ以外の外出は許されていない。

「そのトイレだってあんなのだし、シャワーもないしで、こんなところ、さっさと逃げだしたいわ」

「あんな」トイレとは、いわゆる和式のトイレだ。もちろん、水洗機能などない、ほぼ垂れ流しの場所が、森の中にちょっと入っていったところにあるのだ。

　あまりに原始的なトイレに、女性陣は閉口しているようだった。

「そういえば、お風呂とかはどうしてるの？」

　菜々子がマリカに訊く。女性陣にとって、水回りのことは気にかかるらしい。

「井戸から水を汲くんで、ざっと体を拭く感じだな。あとは、森の中にある湖で水浴びするか……」

「当然、仕切りとかないんだよね？」

「まあな」

「うわぁ、ハードル高いなぁ」

　男性はともかく、女性にとっては死活問題に近い話だ。いかに自分たちが恵まれた環境にいたか、実感していることだろう。

「佐嶋っちはいいよねぇ、その辺でポンポン裸になれて」

「よくねぇよ、なれねぇよ。人を露ろ出しゆつ狂きようみたいに言うな」

「……佐嶋っちって、おとなしいイメージだったけど、もしかしてけっこうなツッコミタイプ？」

「俺も驚いてるよ。つーか、そういう状況に追い込んでる張本人が言うな」

「そ、それより、ゴブリン退治のことだけど……」萌絵が切り出す。「本当に、私たちだけで、なんとかできるのかな？」

「後先考えなければ、先ほどの技で決着がつくだろうな」

　しかし、規制から外れた威力の技では、駿介たちはお尋ね者になってしまうらしい。

「思ったんだけどさ、俺たちがやったってバレなけりゃいいんじゃないのか？」

「そうはいかない。ゴブリンのアジトがある山の近くには街がある。そこには当然、教会もある。あんなハデな技を使ったら、イヤでも見つかるぞ」

「じゃあ、やっぱり別の技を考えないとだね」

　菜々子はなぜか、嬉き々きとしている。剣士としての血が騒ぐのだろうか。

「そういえば、さっきから『教会』って言葉が出てきてるけど、それって宗教的な組織なのか？」

「そうだな。フレアルードには、ジュノーと呼ばれる創そう造ぞう神しんがいる。教会はその神を崇あがめ、奉たてまつるために創設された組織だ」

　本来は「ジュノー神教」というのだが、一般的には「教会」で通用しているらしい。

　一〇〇年ほど前までは、神の教えを説き、ただ敬うだけの組織だった。

　しかし、魔王との戦いの後、教会は規制を盾に武装を強化した。戦いに参加した主な聖騎士を中心に戦力を拡大し、いまでは信仰のせいか非常に統制のとれた、相当な実力者たちがそろっているという。

　また、国がそれぞれ独立して存在するのに対し、教会はすべての国に根付いている。どの国に対しても強い発言力を持っているのだ。

　神言魔法の制約は、こうした教会が各国を主導して定めたものだ。

　教会を良く思わない国もいくつかあるのだが、世界中の人間が監視の目を持っているため、表立った意思表示は行われていないという。

「その騎士団や教会の聖騎士は、助けてくれないのか？」

「騎士団は要所の守りと警備に徹しているからな。よほど大きな事件でもない限りは簡単には動かないだろう。教会はそれよりも身軽に動けるが、やはり限度はある」

「なるほどな……。ところで、教会って信じられる組織なのか？」

「……どういうことだ？」

「いや、俺たちの世界じゃ、神を盲もう信しんするような宗教ってかなり怪しいものなんだよ。神様だって、いるかどうか疑問だし」

　それは、マリカに向けての言葉だった。しかし、返ってきたのはまったく聞き慣れない声だった。

『怪しいとは失礼ね』

　全員、ギョッとして顔を見合わせる。その様子から、この場にいる誰かが発した声でないことは明らかだった。

『それに、ジュノー様の存在を疑う人間なんて初めてだわ』

「だ、誰だ！」

　全員で辺りを見回す。

　マリカなどは、立ち上がって剣を抜いている。

　そんな様子を嘲あざ笑わらうかのように、声の主は飄ひよう々ひようとした口調で続けた。

『いやぁねぇ、すぐ暴力に訴えようとするんだから。これだから人間は、って言われるのよ』

「だから誰だと言っている！　どこにいるんだ、出てこい！」

『えっ？　本当にまだわからないの？　そろそろ気づいてくれてもいいんじゃない？』

　ここでようやく、声は駿介のすぐ側から聞こえてくることに気がついた。いや、すぐ側というよりも、まるで自分から声が発せられているような気がするが……。

『あ、気づいた？　そう、ここよここ！』

　声は、ズボンのポケットにつっこまれた携帯電話から聞こえてきた。

　慌てて取り出してみると、いつもなら、壁紙を設定していないため、時刻が表示されているだけの、真っ黒な画面が……。

　なぜか、人の姿が写し出されていた。

　それも、まったく見覚えのない女性の姿が、だ。

『ヤッホー。みんなとは初めまして、かしら？』

　驚くべきことに、画面の中の女性がしゃべった。駿介たちに、語りかけてきた。

「な、なんだおまえは!?」

『なんだとは失礼ね』

　画面の女性は睨みつけてきた。

『私は──、あれ？　そういえば名前なんかなかったわ。みんなは「大精霊」って呼んでたけど……』

「大精霊だと!?」

　マリカが驚きよう愕がくの声を上げて、画面を覗き込んでくる。

「なっ!?　ほ、本物だ!?」

「知ってるのか？」

「大精霊様を知らない者など、この世界には存在しない！　そこにある像も、大精霊様を象ったものだ！」

「へぇ」

「へぇ、じゃない！　貴様、大精霊様の尊さがわからんのか!?」

「わかるわけないだろ」

「無礼な！　大精霊様はジュノー神の全ぜん権けん大たい使しなのだ。大精霊様の言葉は神の言葉！　大精霊様の意志は神の意志！　時折、人前に現れては我々を導いてくださる尊いお方なのだ！」

『そんな大層なもんじゃないけどね』

「ようするに、神様の遣いってやつか？」

『まあ、そんな感じかな？』

「じゃあ、神様は実在するんだ」

『私も直接会ったことはないけどね。ただ、ジュノー様の意思を感じることはできるわ』

「それって、ただの電波じゃないのか？」

『デンパ？』

　さすがに、意味がわからなかったらしい。

　説明するのも面倒なので、駿介は答えず、改めて画面の中の女性に目を向けた。

　整いすぎるくらいに整った顔立ちは、自分たちはもちろん、マリカたちとも違った神秘的な美しさをたたえている。まばゆい銀色の髪、そして、髪の間から突き出た、ピンと尖とがった長い耳、なによりも、少し角度を変えるだけで様々な色合いに変化する瞳が、人間以外の何者かであることを示していた。

「どれどれ？　ちょっと見せて」

　菜々子たちも近づいてきて、画面を覗き込んでくる。

「わぁ、綺き麗れいな人だね……」

「これなら、信じちゃうかもね」

　感心する菜々子と萌絵に対して、清花は冷めた表情だった。

「佐嶋のいかがわしい変なアプリじゃないの？」

「んなもん、入れてねぇよ！」

　とはいえ、念のために記憶を掘り返してみる。

　──大丈夫、全く心当たりはない。

　ということは、謎の美女が携帯に入り込んでしまったことだけは確かなようだ。

「ところで大精霊様、どうしてこんな場所に？　というか、これはいったいなんだ？」

　マリカは携帯電話を指差す。異世界人にとって、携帯電話は未知の道具だ。

　駿介は携帯を床に置いて、みんなが見えるようにした。

「えっと、魔法を使って、離れた場所にいる人と会話ができる道具、かな？」

「離れた場所？　どれくらいの距離まで話せるんだ？」

「条件さえ整えれば、世界中どこでも」

「世界中だと!?」

「といっても、こっちの世界じゃ使えないんだけどね」

　当然ながら、電波は入っていない。

「で？　大精霊さんはどうして俺の携帯の中にいるんだ？」

『それは私も訊きたいわね』

　携帯の中の美女は、腕を組んで首をひねった。人間っぽい仕草は、あまり偉いお方っぽくはない。

『気がついたら、こんなところに押し込められてたのよ。どうやっても抜け出せないし、途方に暮れてたんだけど、ようやく、声を出せることに気がついてね。こうして挨拶したってわけ』

「気がついたら？」

『それまで私がなにをしてたのか、どこにいたのか、記憶が綺麗さっぱり抜け落ちてるの。昔の記憶はあるのに、ごく最近のことはなにも覚えてないのよねぇ。うーん、まいったな、こりゃ』

　ちっともまいっていない様子で、大精霊は嘆なげいた。

『とはいえ、ある程度の想像はできるかな。あなたたち、異世界から来たんでしょ？　たぶんその拍子に、なんらかの原因でぶつかって、私がこの「けいたいでんわ」とやらに同化しちゃったのよ』

「なにがどうなったらそうなるんだ？」

『さあ？　一〇〇〇年を生きる私でも、わからないことくらいあるわよ。それも、この世界にはない技術が持ち込まれてるんなら、どんなことが起こっても不思議じゃない』

　自分たちの常識が通用しない事態が次々に起こっているのだ。原因は気になるが、いまさら精霊が携帯の中にいるくらいで大騒ぎする必要もないのかもしれない。

　駿介はため息をついた。

　こういった思考が、異なる環境へ適応していく第一歩なのかもしれない。人間というものは案外、図太くできているのだろう。

『しかし、「けいたいでんわ」だったっけ？　これはおもしろい道具よねぇ。あなたたちがいた世界の情報がいろいろ詰まっているみたい』

「携帯の中を見られるのか!?」

『私にはちんぷんかんぷんなのも多いけどね。ああ、声を出せるようになったのは、なんだったかな？　音声を出す機能みたいなのがあったから、それを使わせてもらってるわ』

「音声って……、『sariサリ』のことか？」

　sariとは、人間の言葉に対して、一定の範囲内であれば言葉を返し、会話ができる機能のことだ。一種の人工知能である。

　どうやってその機能を使っているのかはわからないが、おかげで、意思の疎そ通つうができるようになったのだという。

「……めちゃくちゃだ」

『そう言わないでよ。私だって、好きこのんでこの中にいるわけじゃないんだから。ま、それはそれとして、この中は私にとって、いや、フレアルードの住人にとっては、実に興味深いわよ？　特に言語関係はスゴイの一言。いろんな文字やいろんな言語があるのもスゴイし、言葉の意味を並べた、えっと、「じてん」？　「じしょ」？　とかいうのは、これ、間違いなく宝の山よ？』

「そうなのか？」

『あなたたち、証拠を残さずにゴブリンを退治したいんでしょう？』

　そう言うと、なんだか完全犯罪をもくろんでいるように聞こえてしまう。

『この中には、そのためのヒントが隠されてる気がするの。じっくり調べれば、なにかいい魔法が使えるようになるかもね』

「いい魔法って？」

『この世界には存在しない、もしくは、存在しても再現できない現象を、あなたたちなら実現できるっていうこと』

　いまいち、ピンとこない。

『やってみればわかるわよ。いますぐにでも試したいけど、まあ、続きは明日ね』

　マリカも含め、駿介たちは顔を見合わせた。

　いったい、どういうことなのか。

　夜は、まだ始まったばかりだった。
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　目覚めは快適、とはいかなかった。

　異世界に来た緊張と興奮があっただろうし、これからどうなるのだろうという不安もあった。考えることが多すぎて、しっかり眠れた感じがまるでなかった。

　しばらく布団の上で寝返りを繰り返していた駿しゆん介すけだったが、寝直すことができそうにないと見切りをつけて、起き上がった。

　集会所の扉からは、かすかに陽の光が差し込んでいる。夜はもう、すっかり明けているようだ。

　女性陣の寝床に目を向ける。

　仕切りがあって中の様子は窺うかがえないが、いくつかの寝息が聞こえてくるところをみると、まだ誰も目を覚ましていないようだった。

　そういえば、女性陣は寝る前にやたら盛り上がっていた。確か、下着をどうするかということで意見が交わされていたのだと思う。

　まさか制服のままで眠るわけにもいかず、パジャマ用にゆったりとした簡素な服を借りていたのだが、生地が薄いので、いろいろと心こころ許もとなかったらしい。

　ここまでは、声のでかい海かい原ばら菜々子のおかげで聞き取れたのだが、そこから先は、高たか山やま萌も絵えと野の木ぎ清さや花かに注意されて、ほとんど聞こえなくなってしまったのだ。

　みんながどういう結論に至ったかはわからないが、駿介には刺激の強い議論が交わされたのは間違いないだろう。

　下着を身につけたままにせよ、外したにせよ、あの仕切りの向こうにそれらが存在するのは間違いないことで……。

　なんだか妙な気分になってきたので、慌てて頭を振った。

　これでは菜々子の指摘通り、おかしな性癖に目覚めかねない。

　駿介はできるだけ物音を立てないように制服に着替え、そっと集会所を出た。

　村人たちはすでに、畑仕事や家事に精を出していた。電気のないこの世界では、日没と共に眠り、日の出と共に目覚めるのだろう。

　彼らは駿介の姿を認めると、そろって警戒の目を向けてきた。あまりに視線が厳しいので、作り笑いをして「トイレですよ、トイレ」と、独り言のように言い訳を口にした。

　森に入るまでの間、ずっと視線を向けられて、いささかうんざりした気分になる。

　トイレを済ませて帰ろうとしたとき、ふと、森の奥へと向かうマリカに気がついた。

　気になった駿介は、後を追うことにした。

　最初から距離があったので、堂々と後ろをついていく。

　しばらく森の中を歩いていたが、不意にマリカの姿を見失ってしまった。

　慌てて駆け寄ると、その先はちょっとした斜面になっており、そこを降りていったらしい。窪くぼ地ちのような広々とした空間の中心には、小さな湖があった。

　朝日が湖面をキラキラと輝かせ、痛いほどにまぶしい。

　マリカはこんなところになんの用があるのだろうと訝いぶかしんだが、そういえば水浴び用の湖があるという話を思い出した。

　ということは……。

　そこで駿介はギョッとなった。反射的に、身を伏せる。

　湖の畔ほとりに、マリカがいた。それも、裸でだ。

　あの鎧よろいはもちろん、衣服も完全に脱ぎ捨てられた状態で、マリカは立っていたのだ。

　おそるおそる顔を覗のぞかせて、駿介の目は釘くぎ付づけになった。

　鎧のせいで体形がずっと隠れていたのだが、こうして見る彼女のプロポーションは抜ばつ群ぐんだった。胸は形よく膨ふくらみ、腰はキュッと引き締まっている。お尻のラインも女性らしく丸みを帯びており、その白い肌は、湖面に負けないくらい瑞みず々みずしく輝いていた。

　なにより、ほどかれた金色の髪が背中を流れる様は、まるで芸術的な絵画のように美しく、また神々しかった。

　やがて彼女はゆっくりと湖の中に入っていく。

　胸の辺りまで浸つかると、マリカは顔を洗い、髪を洗う。

　そのときの表情がほんとうに気持ちよさそうで、かすかに浮かんだ穏やかな笑顔に、駿介はドキッとした。

　昨日のマリカは、ずっとピリピリしていた。

　得体の知れない駿介たちを警戒し、怪しんでいたのだからしかたがない。

　それに、剣士としての緊張感もあっただろう。

　けれど、こうして見ると、彼女はどこにでもいる少女のようだった。確か、一七歳といっていたから、駿介たちと同年代である。大人おとなびていると思っていたが、どうやらそれは、思い込みだったのかもしれない。












『へぇ、マリカちゃん、意外にいい体してるのね』

　突然の下げ卑びた声に、駿介は血の気が引いた。

　慌てて身を伏せて、ポケットから携帯を取り出す。

　画面には、イヤらしい笑みを浮かべた大精霊の姿があった。

『いたいけな少年が見とれるのもムリはない、か』

「しっ！　うるさい、黙れ！」

『でも、スタイルに関しては私の方が上ね。ほら、見て見て？』

　大精霊が襟えりを引っ張って、胸元を見せびらかそうとする。

　駿介は携帯をひっくり返して見ないようにした。

『なによ、せっかくのサービスを』

「いいからしゃべるな。マリカに聞こえちゃうだろ」

『じゃあ、黙ってるから見てみなさいよ』

「からかうのはやめてくれよ、サリィ」

　サリィとは、この大精霊の名前だ。

「大精霊」では他人行儀だからという女性陣の提案で命名されたのだ。

　マリカは、「大精霊様を名付けるなど畏おそれ多い！」と渋ったのだが、当の本人が名付けられることを喜んだので受け入れるしかないようだった。

　ちなみに由来は、携帯に内蔵された人工知能「sari」からだ。

　女性陣は「可か愛わいい」と気に入ったようだが、駿介としては、意外に俗ぞくっぽくて尊さや威い厳げんのないこの女性には似つかわしくないような気がしてならなかった。

『からかってなんかいないわよ』

「なお悪い」

『私は本気よ？　大精霊が人間なんかに負けたとあっては末代までの恥じゃない。ほらほら、どっちのほうが上か、ちゃんと確認してよ』

「……おまえ、本当に大精霊か？　大精霊ってのは、フレアルードの守り神みたいなものなんだろ？　もっと威厳とか、尊厳みたいなのがあってもいいんじゃないか？」

『そんなの、みんなの勝手なイメージの押しつけでしょ？』

　そう言われると、返す言葉がない。そもそも、大精霊の尊さやすごさが、駿介にはわからないのだ。

「それより、ずっとポケットの中にいたのに、どうしてマリカが見えたんだ？」

『ああ、不思議なことにね、どうやらあなたが見聞きしたものは自動的に私も見聞きすることができるらしいの』

「……どういう原理なんだ？」

『さあ。ただ、こうやって外に出てもらえれば、自分の目と耳で見開きできるから、意外に便利かも。ま、そんなことより。マリカちゃん、ちょっと面おも白しろいところの生まれかもしれないわね』

「……どういうことだ？」

『右肩に入れ墨があるんだけど、見た？』

「いや？」

　駿介は上体を少し起こして、再びマリカを視界に捉えた。確かに、右肩になにか模様か絵のようなものが描かれているが、この距離からでは判別できなかった。

「それがどうした？」

『私の記憶に間違いがなければ、あれは……』

　つい、よく見ようとしたのがいけなかったのかもしれない。

　身を乗り出した拍子に、手が滑った。斜面にあった小石が、いくつか転がり落ちていく。ほんの小さな石ころだったが、静かな森の中では驚くほどよく響いた。

　その気配に、マリカは瞬時に気がついた。

「何者だ!?」

　振り返りザマに、目と目が合う。

「や、やべっ……！」

「き、貴様……!?」

　マリカは水の中から飛びつくように剣を手に取ると、問答無用で攻撃を仕掛けてきた。

「風よ不ふ埒らちな輩やからを八つ裂きにしろ──ソニックブレイド！」

　剣から一いつ閃せん、凄すさまじい衝撃波が放たれる。

　駿介は咄とつ嗟さに身を隠すが、その斜面がざっくりと抉えぐり取とられてしまう。

「げっ!?」

「逃げるな！　おとなしく斬られろ！」

　ムチャを言うな。

　駿介は慌てて立ち上がる。そして、全速力で森を駆け抜けた。

『うふふ、マリカちゃん、けっこうウブな反応するじゃない』

「ウブな女の子は相手を八つ裂きにしようとはしない！」

　とにかく、いまは村まで逃げ戻ることが重要だった。

　謝るにしても言い訳するにしても、少し時間を置く必要があった。







　村に着く頃には、すっかり息が上がっていた。

　水の一杯でも飲みたかったが、村人たちが井い戸ど端ばた会議を繰り広げていたので断念し、集会所に戻る。

　陽がかなり高くなっているから、そろそろみんなも起き出している頃だろう。

　案の定、女の子たちはすでに着替えを済ませて待っていた。

「佐さ嶋じまっち、どこ行ってたの？」

「あ、うん、トイレ……」

「ああ……」

　女性陣がうんざりしたような表情になったのは、水回りの不便さに思い至ったからだろう。こういうとき、男でよかったと心底思う。

　そこへ、血相を変えたマリカが突入してきた。

　呼吸を乱し、髪が濡ぬれたままということは、あの後すぐに衣服を身につけて、駿介を追ってきたらしい。

「おい、シュンスケ、ちょっとこい」

「いや、その……」

「あれ？　どったのマリリン？」

「ま、マリリン……？」

　菜々子の奇妙な呼び方に怪け訝げんな表情をするが、それも一瞬のことだ。鬼のような気迫で、詰め寄ってくる。

「とにかく、来るんだ」

「佐嶋っち、なにかやらかしたの？」

「や、やらかしてないよ」

「もしかして、マリリンのトイレを覗いたとか」

「覗かねぇよ！」

「げっ、佐嶋ってそういう趣味なんだ」

「違ちげぇよ！　たまたま水浴びしてるところを見ちゃっただけで……」

　ハッとして口をつぐむがもう遅い。

　菜々子は「ほうほう」と感心したように頷うなずき、清花はケダモノでも見るような目つきで睨にらみつけ、萌絵はビックリしたような表情で口を開けていた。

「き、貴様……！　二重に恥をかかせる気か!?」

「ぐ、偶然なんだって！　マリカの後を追ったら、たまたま……」

「後を……」

「追った……？」

　なんだかますますドツボにはまっていく気がする。

「その点に関してもキッチリ説明してもらおう。さあ、来るんだ」

　来いと言いつつ、駿介の襟首をつかんで強引に連行する。

　集会所から出たとたん、マリカは振り返り、駿介を追い込む形で壁に手をたたきつけた。まさか異世界に来て壁ドンを経験するとは思わなかったが、マリカの鬼気迫る表情が軽口を封じた。

「だから、ごめんって」

「謝って済むなら死罪はいらない」

　せめて警察とかその程度にしてほしい。

「とにかく、私の問いに答えろ。貴様……、見たのか？」

「あ、うん、その、ごめん」

「それがなんなのか、貴様はわかっているな？」

「の、覗き……」

「違う。貴様が見たものがなにかと訊きいているんだ」

　言わせるのか。なんの拷ごう問もんだ。

「ま、マリカさんの、裸……」

「そんなことじゃない！　いや、それはそれで大問題なのだが違う！　他になにを見た!?」

　他に、何かあっただろうか。あの場にはマリカしかいなかったはずだが……。

「見て、ないのか？」

「えっと、見たかもしれないけど、なにを見たのか、俺にはわからないんだけど……」

　しばし考え込んでいたマリカだったが、おもむろに体を離した。なぜか、ホッとしたように息をつく。

「そうか、なら、いい」

「あそこに、なにか見ちゃいけないものでもあったのか？」

「貴様は知らなくてもいいことだ」

　そう突き放されては、これ以上踏み込むことはできなかった。

　ふと、サリィが言っていた肩の入れ墨のことを思い出す。

　ついでに訊いてみようかとも考えたが、なんとなくはばかられて思いとどまった。

　いまはまだ、触れるべきときではないような気がしたのだ。

　だから、マリカの姿が見えなくなってから、サリィに訊いてみた。

「なあ、あの入れ墨はなんなんだ？」

『あれはね、ランドベルズの王族だけが刻むことを許された紋もん章しようなのよ』

「王族!?　ちょっと待て！　じゃあ、マリカは王女様かなんかってことか!?」

『そうね。確か、第三王女だったかしら？』

「どうしてそこまでわかるんだ？」

『数年前、世界中で話題になったのよ。王宮と街の一部を破壊して国から逃亡した王女がいるってね』

「逃亡？　なんで？」

『そこまでは知らないわよ。よっぽど城にいられない理由があったんじゃない？』

「じゃ、じゃあ、王女様がどうして自由剣士なんかやってるんだよ」

『個人の都合まで知るわけないでしょ？　とにかく、ランドベルズの王族で、現在王宮の外にいる人物は一人しかいない。マリカちゃんに王族ゆかりの紋章が刻まれている以上、あの子が第三王女。それくらいの理屈はわかるわよね？』

　わかるが、だからといってすぐに受け入れられるようなものでもない。

　マリカが、お姫様……？

　どこをどうすれば、あんなすれたような王女様になるのか。

『本人に訊いてみれば？』

「いや、それは……」

　あの剣けん幕まくからすると、正体を知られたくないのかもしれない。

　いまは、そっとしておくのが一番だろう。
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　朝食を終えたあと、駿介たちは村から一〇分ほど歩いたところにある川沿いの岩場にやって来た。

　駿介たちの世界の知識が役に立つということを、サリィが証明するというのだ。

　彼女のいる携帯は、手頃な岩の上に置かれて、全員が姿と声を見聞きできるようになっている。

　ちなみに、駿介たちは全員、制服の上に神官のローブを身につけている。

　集会所の物入れを漁あさったところ、ずいぶん前に滞在した神官たちが残していったものが見つかったのだ。

　異界の装束である制服は目立つので、これを着ることで、少しでもこちらの世界に溶け込もうというわけだ。

「凄すごい埃ほこりっぽい上にかび臭いんだけど……」

　清花は顔をしかめる。これに、マリカが答えた。

「長い間しまわれていたようだからな。今日一日、陽にさらしておけば匂いは取れるだろう」

「近くに川も湖もあるんでしょ？　いっそのこと洗濯しちゃいたいんだけど」

「後ほどそうしよう。とにかくいまは、ゴブリンと戦う方法を考えねば。せっかく、大精霊様が協力してくださるのだからな」

『それはいいんだけど……』

　サリィが一同を見回す。

『なんか雰ふん囲い気きがピリピリしてるみたいだけど、どうしたの？』

　わかっているくせに、そんなことをあえて訊いてくる。

　マリカは剣を抜き身で持ったまま、駿介を威い嚇かくしているし、クラスメイトの女の子たちも、駿介と微妙な距離感を保っている。

　中でも野木清花は、ずっと駿介を睨みつけていた。狂犬のような目は、武器が手元にあったら、間違いなく攻撃を仕掛けてきただろう。

　すっかり、女の敵と認識されてしまったらしい。ただでさえ苦手な種類の女の子なのに、これではとりつく島もない。

『まいっか。じゃあ、いろいろ試す前に確認ね。フレアルードにおける魔法の制限は覚えているかしら？』

「はい」萌絵が答える。「文字数制限です」

『そうね。じゃあ、戦いに不慣れなあなたたちがゴブリンと戦うために必要なものは？　菜々子ちゃんが使った技なら一発だけど、それだとまずいことになる理由は？』

「海原さんの技は、威力がありすぎて目立ちます。アジトの近くには街があるみたいなので、そこにいる教会の人たちに気づかれる恐れがあります」

『うんうん、本当はアジトの山ごと吹っ飛ばしちゃえば話は簡単なんだけど、それだと間違いなく教会の連中に気づかれるからね。あいつら、規制のこととなったら血相変えてすっ飛んでくるから』

「そうならないためにも」萌絵が続ける。「私たちがまず考えなくちゃいけないのは、どうやって目立たずに戦うか、その上で、私たちみたいな素人しろうとでも、いかに有利な状況で戦えるかが必要になってくると思います」

　そう考えると、けっこうムチャな要求のように感じられる。

　そんな萌絵の言葉を、サリィが引き継いだ。

『確かに、難しい話よね。文字数を守っていたら有利に戦えないし、かといって文字数を気にしなかったら恐ろしく目立つ。そもそも、神しん言ごんが長ければ長いほど隙すきも生まれるから、実戦には適さないしね』

「八はつ方ぽう塞ふさがりじゃないか？」

『そこで、あなたたちの知識が生きてくるのよ。ねぇ、駿介くん、ちょっとこれを見て魔法にしてみて』

　画面からサリィの姿が消えて、なにやら文字が映し出される。

　携帯に入った辞書の一部だろうか。それを見て、駿介は首をひねった。

「これが、どうした？」

『まあいいから、やってみてよ』

　仕方なく、言葉を考えて、先ほどよりも大きく前に出る。近くに人がいると危ないと思ったのだ。

「文字数は？」

『できるだけ短いほうがいいわね』

　ならばと、詠えい唱しように入る。

「えっと……、爆発的に燃焼しろ──バックドラフト！」

　呪じゆ文もんと同時に、なにもない空間に、炎が爆発したように燃えさかる。

　だいぶ前方に出たにもかかわらず、まるで自分たちに襲いかかってくるかのような炎に、使用者である駿介すら驚いた。だから、菜々子たちも思わず声を上げたし、サリィは『すごいすごい』と口笛を吹いた。

　そしてマリカに至っては、腰を抜かしたように尻しり餅もちをついていた。

「な、な、な、なんだ、いまのは……？」

「バックドラフト現象。火事なんかで……」

『ちょっと待って』

「なんだよ、いまから説明しようとしたのに」

『説明はあと。それよりマリカちゃん、いまの魔法を使ってみて』

「わ、わたくしがですか？」

『神言も短いし、やってみるくらいならすぐできるでしょう？』

「は、はい。では……」

　マリカが立ち上がり、その場で詠唱に入るので、駿介たちは慌てて距離をとった。

「爆発的に燃焼しろ──バックドラフト！」

　だが、なにも起こらない。

　威勢のいい口調とは裏腹に、言葉が虚むなしく響くだけだった。

『と、いうこと。同じ神言を詠唱して、同じ呪文を使っても、必ずしも魔法が発動するわけじゃないの』

「どうしてだ？」

『魔法は意味の通る言葉を連ねていかなければ発動しない。見方を変えれば、使用者本人が、その言葉の意味をちゃんと理解していないと、いくらマネをしても発動できないってことなの』

「そっか、マリカはバックドラフト現象を見たことも聞いたこともないから、どういったものか、想像もできないんだ」

「なんだか、私をバカにしているように聞こえるが？」

「してないって！」

「どうせ、爆風で女性の服を吹き飛ばせたら、とか考えていたんだろう？」

「あの威力でそんな器用なマネができると思うか!?」

「まあ、そんなことより、だ」

「いや、マリカが持ち出した冤えん罪ざいだろ！」

「『ばっくどらふと』とは、どういうものなんだ？」

「無視された!?」

「えっと……」代わりに、萌絵が答えてくれた。

「たしか、密室内の酸さん素そが食い尽くされたところへ、ドアを開けたりして酸素が一気に流れ込むと、爆発したような炎が発生する現象、だったかな？」

「さ、酸素……？　なんだ、それは」

　なるほど、この世界には「酸素」という認識はまだないらしい。

「空気、って言えばわかる？」

「あ、ああ、それなら……」

「火っていうのは、空気の中に含まれている成分を使って燃えるの。だから、その成分が食い尽くされると、火は燃えることができない。でも、火種自体はまだ残ったままなんだ。そこに新しい空気が一気に流れ込むと……」

「待ってましたとばかりに、燃えさかるんだな」

「それも、人間を吹き飛ばすほどの勢いで。このせいで、助けに入った人が亡くなることも多いみたい」

「そうなのか……。ん？　大精霊様、もしかしてシュンスケたちは、わたくしの知らない知識をたくさん蓄えているということですか？」

『たぶんね。フレアルードの魔法は、地水火風光闇の六つの自然属性と、剣弓槍やりといった武器属性から成り立っているの。風の魔法ならウインドカッター、とか、剣を使った魔法ならソニックブレイド、みたいに、呪文を聞けばなんの属性かすぐにわかる』

　他に、水の魔法ならウオーターショット、火の魔法ならファイアボール、地の魔法ならロックグレイブなどが、「魔法大全」に掲載されている基本的な魔法だという。

　さらに、水の魔法を発展させた氷の魔法アイスウオールや、地の魔法を発展させた金属の魔法アイアンシールドなどもあるらしい。

　確かに、名前を聞けば、どの属性か一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

『だけど、バックドラフトは、どの属性かすぐにはわからない。火属性が基本になっているんだろうけれど、話を聞くと風属性も混じっている気がするのよね』

「ぞ、属性が、組み合わさっていると!?」

『これは、水の魔法を発展させて氷の魔法を使うのとは訳が違う。異なる属性を組み合わせて使うなんて、聞いたことがないわ』

「そういう、我々には想像もつかないような現象を、シュンスケたちは短い神言の詠唱で発動できるということですか？」

『ご名答。いいかな、駿介くん。きみたちはこの世界にはない知識がある。おそらく、破壊力抜群の現象を知っているはず。それを言葉にするだけで、同じだけの威力を持った現象を発動させることができるの』

「言葉に、するだけで……？」

『いまのバックドラフトがそうね。それほど長くもなく、難しい神言を必要とせずに爆発的な燃焼を引き起こすことができる。これはフレアルードにはない、確かな強みなのよ』

　確かに。これならば、大きな隙を作ることもなく、しかも相手にとってまったく想像外の魔法をぶつけることができるのだ。

「あ、あの……」萌絵が遠えん慮りよがちに声をかける。

「それってもしかして、神言の詠唱が短くても、最後の呪文に強い意味があればいいってことですか？」

「強い意味ってどういうことだ？」

「ちょっと説明しにくいから、実際にやってみるね。佐嶋くん、ちょっといいかな？」

　これからやって欲しいことを、二つ伝えてくる。

「わざわざ俺にやらせなくても、高山さんがやればいいのに」

「え、だって、恥ずかしいもん……」

　その恥ずかしい行為を他人に押しつけるわけか。

　釈しやく然ぜんとしないものの、駿介は言われたとおりに魔法を発動させた。

「一、二、三、四……、八文字か。えっと、風よ吹き荒れろ──タイフーン！」

　すると、立っているのがやっとというような風が吹き荒れる。それはまさに、台風が直撃したときのような風だ。

　あまりの強風に、女性陣のスカートが容よう赦しやなくめくれあがる。

「ちょ、佐嶋っち、ちょっと待った！」

「佐嶋！　なにするのよ!?」

「俺のせい!?」

「貴様、やはり意図的に……」

「いやいや、俺はただ高山さんに言われただけだから！　不可抗力だから！　高山さん、なんとか言ってやって！」

「やっぱり、こういう全方向型の魔法は自分たちにも被害が出ちゃう、か……。なんでも使えばいいってワケでもなさそうかな」

「聞いてない!?」

「じゃあ佐嶋くん、次に、もう一つお願い」

「……は、はい」

　結局、誤解は解かれないまま、駿介は二つ目の魔法を発動させる。菜々子と清花は、慌ててしゃがみ込んでスカートを前後から押さえ込んだ。

「風よ吹き荒れろ──トルネード！」

　すると、巨大な竜たつ巻まきが巻き起こり、直撃を受けた巨大な岩がいくつも吹き飛ばされた。

　その様子を見て、萌絵は満足そうに頷いた。

「という感じで、神言が同じでも、呪文が違うだけで、まったく別の魔法になるの」

「なるほど、そういうことか」

「もちろん、同じ呪文を使うなら、神言が長いほうが威力も上がるんだけどね」

　そこまで来ると、あまりに手軽すぎて魔法というより言葉遊びの感覚だ。

「つまり、それってさ！」

　菜々子が、急に身を乗り出してきた。

「ちょっとした前口上のあとに必殺技を叫ぶってのと同じ!?」

「えっ？　それは、その、どうかな……？」

　なぜか助けを求める視線を駿介に向けてくる。

　感覚としては合っていると思われるので、駿介は頷いた。

「おっし！　そっかそっか。じゃあ早速、試させてもらうわ！」

　言うが早いか、菜々子は竹刀しないを取り出して、脇に構える。

「海原、ハデなのはダメだからな！」

「わかってるって！」

「文字数も短くするんだぞ！」

「わかってるよ！」

　そして、すぅっと息を吸い込むと、裂れつ帛ぱくの気合いで魔法を発動させた。

「刃やいばよ大地を切り裂け──菜々子ストラッシュ！」

　竹刀を一閃すると、凄まじい剣圧が大地を抉りながら進んでいく。そして、大岩にぶつかると、それを真っ二つにして弾はじけた。

「うわははは、きたきた、きたよぉ！」

　菜々子は飛び跳ねて喜ぶ。

「夢にまで見た必殺技が、ついにあたしのものになったんだ！」

「夢にまで見た？」

「あたし、子どもの頃からの夢だったんだよ！」

　満面の笑みで、こちらを見る。

「うちには年の離れた兄貴がいるんだけど、一緒にヒーローアニメとか漫画とか見てて、それからずっと必殺技を考えててね！　剣道はじめたのもそれがきっかけだし！」

　菜々子の目はキラキラと輝いていた。子どもがヒーロー、ヒロインに憧れる目だった。

「……ちなみに、夢にまで見た必殺技の名前が、菜々子ストラッシュ？」

「やっぱ、自分の名前を技に入れるとかっこいいでしょ」

「いや、それはキャラの名前がかっこいいから成立するのであって、日本人の名前はあまり馴な染じまないかと……」

「あたしが！　馴染ませてみせる！」

　この前向きな姿し勢せいは見習うべきだろうか。

「よぉーっし、ってことは、あれとかこれとか、実現できちゃうのかぁ」

「どんなだ？」

「できればここぞというところまで取っておきたいけど、ま、いいか。んじゃ、一つ見せてあげるよ」

　よほど嬉うれしいのか、菜々子はスカートがきわどく翻ひるがえるのもかまわず、くるっと回って見せた。それから、目の輝きをキラキラからギラギラに変えて、竹刀を中段に構える。

「九つの閃ひらめきよ舞え──ナインヘッド・ドラゴンソード！」

　駿介たちは仰天した。

　振るった竹刀から、九つの頭を持った龍が出現し、狙った岩を一瞬で嚙かみ砕くだいたのだ。

「で、できた……、できたよ！　あたしの超必殺技ができちゃったよぉぉぉぉぉ！」

　今度は歓喜に打ち震えている。

「りゅ、龍が具体化した……だと!?」

　対照的に、マリカは驚きよう愕がくに戦慄おののいていた。

　それにしても、ナインヘッド・ドラゴンソードだったか？

　直訳すれば、九つの頭を持った龍の剣、となるか。

　確か、なにかの漫画で九く頭ず龍りゆうなんとかという技があったような気がするが、それを元にしているのだろう。だけど、こんな技だったか？

　とにかく、一つハッキリしたことがある。

　菜々子のネーミングセンスはダサい。致命的なまでにセンスがない。それどころか、聞いているこちらが恥ずかしさで悶もだえ死じにそうなセンスである。一種の兵器と言っていいかもしれない。

「どう!?　佐嶋っち！」

「どうって……」

　まさかセンスが壊滅的とは口にできず、無難に「すごかったよ」と言うにとどめた。

　それが、菜々子には不満だったらしい。

「うーん、もっとはしゃいでくれてもいいと思うんだけどなぁ」

「なんでだよ」

「そこは、ほら、昔取った杵きね柄づかとかそういう意味でさ」

「はぁ？」

「いや、うん、まぁ、なんでもない」

　なぜか最後には口を濁される。

　首を傾かしげたくなる思いを抱えたまま、駿介はサリィに訊いてみた。

「呪文は、本当に適当でいいんだな」

『適当ってのは適当じゃないけど、まあ、神言と関係があればなんでもかまわないの。あとは、本人のセンス次第かな』

「個人のセンスが必殺技に反映されるのっていいね」

　菜々子はずっと至福の時間を過ごしているようだ。

　それにしても、ネーミングセンスが必殺技だか魔法だかに反映されるなど聞いたことがない。センスが問われるという意味では、ハードルが著いちじるしく跳ね上がった気がする駿介だった。
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　しかし、菜々子が見せたナインヘッド・ドラ（以下略）という魔法は、マリカやサリィはもちろん、駿介たちにも革命を起こした。

　それを推測し、発見したのは萌絵だった。

　ドラゴンという想像上の生物を出現させることができるということは、この世界には存在しないものも扱えるのではないかと言うのだ。

　相変わらず魔法の使用を駿介に委ゆだねて、萌絵はある提案をする。

　腕を前に伸ばし、人差し指を岩に向かって突きつける。この時点で、駿介は恥ずかしさで逃げ出したくなっていた。せめてもの抵抗で、神言をできるだけ短く設定する。

「えっと……、さ、炸さく裂れつする弾丸──ライフルショット！」

　羞しゆう恥ち心しんに耐えながら詠唱すると、まさに弾丸のような魔力が発射されて、岩を撃ち抜いたのだ。

「いまのは……、なにが起こったんだ？」

　どうやら、マリカには音速で飛んでいく魔力が見えなかったようだ。

「鉄の塊かたまりをものすごい早さで撃ち出す、私たちの世界にある武器を試してみたんです」

「鉄の塊を？　まったく見えなかったぞ」

「ええ、音より速いですから」

「音より、速い？　どういうことだ？」

「えっと、どう説明すれば……。とにかく、目にもとまらぬ速さなんです」

「目で捉えられぬ程か!?　そんなもの、防ぎようがないじゃないか」

「そう。だから、一撃必殺の技になり得るんです」

　もしかしたらこの技は、反則級の必殺技なのかもしれない。

　神言数も一〇文字程度でこの威力というのは、フレアルードの人々にとっては脅きよう威い以外の何物でもないだろう。なにより、目立たずに使用できるというのが大きい。

「これなら、私でも扱えるかな」萌絵がポツリと呟つぶやく。

「足を狙えば、それだけで身動きが取れなくなるからね」

　できるだけ相手を傷つけない心遣いのようにも聞こえるが、楽に敵を倒せるとも受け取れる。なんだかこの子に底知れぬものを感じてしまうのは気のせいだろうか。

「この分なら、ミサイルとか爆弾とかもいけそうだね」

「そう、だな」

　大量殺さつ戮りくを目的とするならそれもありだろうが、さすがにそこまではできない。しかし、可能であるということは、もしもの際に切り札として取っておけるということでもある。

　我ながら物騒な話だが、よくよく考えれば魔法は、ミサイルや爆弾のようなものである。それを自分たちが軽々しく扱っているというのは、なんだか不思議な感じがした。魔法という言葉のオブラートに包まれるせいで、感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。

「それにしても、高山さんはいろんなことに気がつくね」

「そ、そうかな？」

「やっぱり、本をたくさん読んでるから、頭の回転がいいのかな？」

「えっ？」

　ギョッとしたように、萌絵は目を剝むいた。

「そ、そそ、そんなことは、ないと思うけどな……」

　急に落ち着きがなくなって、顔を背そむける。

　いまの会話のどこに、挙きよ動どう不ふ審しんになる所があっただろう。

　しかし、どんな本を読めばこういった発想が出てくるようになるのだろうか。ミステリーなどで頭を鍛えているのかもしれないし、もしかしたらファンタジー小説、あるいはライトノベルなんかも読んでいるのかもしれない。そう考えれば、異世界への順応の早さにも納得がいく。

　もしラノベを読んでいるなら、趣味が合うかもしれない。今度、どんな本を読んでいるのか聞いてみようと思っていると、清花が口を挟んできた。

「よくもまあ、そんなにいろいろと思いつくわね」

　彼女はさっきから、岩の上に腰掛けて、つまらなそうに駿介たちのやりとりを眺めていた。いまも、組んだ足に頰ほお杖づえをついて、萌絵を見下ろしている。

「の、野木さんも、ちょっと考えればなにか思いつくと思うよ？」

「そんなわけないでしょ。あたしと萌絵とじゃ、頭の作りが全然違うんだから」

「そ、そんなことは、ないと思うけどな……」

「いやいや、私にはムリだって。あんなおっかない発想、絶対に出てこないんだから」

「お、おっかない？」

「簡単に人や動物を殺せる技じゃない。あれ？　もしかして気づいてない？　仮に閃いたとしても、おいそれと使えないと思うんだけどなぁ」

　清花は思ったことを口にしているだけで、悪気はないのだろうが、さすがに言い方が悪かった。萌絵の視線が落ちたことを見とがめて、駿介は割って入った。

「おい、そういう言い方はないだろ」

「え、なに？　私なにか言った？」

「ちょっと無神経じゃないか？」

「はぁ？　私のどこが無神経だっていうのよ」

「誰も好きこのんで物騒な技を使うわけないだろ。高山さんは仕方なくやってるんだよ」

「その割には積極的に考えてるみたいだけど？」

「それも仕方なくだよ。ゴブリンを倒すためには、自分たちができることをちゃんと把は握あくしなきゃいけないし、なにがどこまでできるのかを見極めるのも大切なことだろ」

「まあ、そうなんだろうけどさ」

「とにかく、協力する気がないなら黙っていてくれないか？」

「なによ、それこそそういう言い方はないんじゃない？」

「みんな頑張ってるのに、一人だけ高見の見物をしてるんだ。士気にも関わってくるから、じゃましないでくれ」

「私がいつ、みんなのじゃまをしたって言うのよ」

「いま、まさに」

「はぁ？」

　清花が立ち上がる。

　剣けん呑のんなものが含まれた声に、菜々子が慌てて止めに入ろうとするが、一度流れ出した空気は簡単には止められなかった。

「自分だけ安全なところにいて、結果だけはちゃんともらうつもりなんだろ？」

「なに言ってんの？」

「自分ではなにもしないくせに、元の世界に戻る方法がわかったら、普通に便びん乗じようするんだろ？　みんなの苦労を、横取りする気なんだ」

「ええ、そうよ」

　肯定する清花に、駿介は虚を衝つかれた。

「だけど、それのどこが悪いっていうの？　私に言わせりゃ、帰る方法をエサに命をかけて戦うなんてほうがおかしいのよ。そこの剣士さんや大精霊様は楽勝とか何とか言ってるけど、本当にそう？　魔法の才能があるとか言われて、舞い上がってない？　私たちは戦いどころかケンカすらまともにしたことがないのよ？　それで本当に、命のやりとりができると思ってんの？」

「だからと言って、なにもしないわけにはいかないだろ！」

「じゃあ訊くけど、ゴブリンとの戦いで誰かが死んだら、あんたは責任がとれるの？」

「そ、それは……」

「とれないでしょ？　死者は生き返らないもんね。私は死にたくない。死にそうな目に遭うくらいなら、この世界で生きてくことを選ぶわ。だから危険なことに巻き込まないで」

　反論ができないほどに正論だった。

　けれど、だけれども、駿介はそれが許せなかった。

「俺は、許せないんだ」

「なにがよ」

「誰かを助けられる力を持っているのに、それを使いもしないで、安全なところから笑ってるヤツがだよ」

　清花はギョッとしたように目を見開いた。清花だけではない。なぜか菜々子と萌絵も、息をのんでいた。

「力のない意地は、ただの無謀でしかない。でも、誰かを助けられる力があるのなら、俺はその力を使いたい。それが同じ無謀だったとしても、だ」

　苦々しい過去が、駿介の脳のう裏りをよぎる。

　敵かなわなかった勇気。現実を思い知らされ、絶望に沈む自分。

　それが一瞬のうちに過ぎ去り、苦汁をなめさせる。

「な、なによ。私を悪者にしようってわけ？」

「いや……」

　落ち着け、冷静になれと自分に言い聞かせて、首を振る。

　清花に八つ当たりをしたところで、過去が変わるわけではない。

　それに、戦いに身を投じることを強制するのも、本意ではない。

「ゴメン……。ちょっと、頭に血が上って、言い過ぎた」

　素直に謝ったのが意外だったのか、清花は戸と惑まどったように目を泳がせた。

「そうだよな。危険なことには変わりがない。ムリに付き合う必要もない。野木さんの判断は正しいよ」

「で、でしょう？」

　正当性を主張するが、先ほどまでの勢いはなくなっていた。

「わ、わかればいいのよ、わかれば」

「うん。だから、大人おとなしく見ていてくれると、助かる」

「…………」

　なにやらもの言いたげな目を向けてきたが、清花は大人しく、近くの岩に腰を下ろした。

「みんなもゴメン。なんだか、雰囲気悪くしちゃったね」

「い、いやいや、そんなことはないって」

　菜々子は沈んだ空気を吹き飛ばすように、豪快に笑って駿介の背中をたたいた。

「あたしはかえってよかったよ。佐嶋っちの熱いところを見られてさ」

「頭に血が上っただけだって」

「ううん、弱いものを助けたいと思うその心！　あたしは確かに受け取ったよ！　さすがはあたしが見込んだだけのことはある！」

「俺はいつ、海原に見込まれたんだ？」

「あはは、教えないよ。それこそ、乙女おとめの秘密ってやつだね」

　いつの間にか注目されていたということに、戸惑いを覚えずにはいられない。

　そこへ、萌絵がおずおずとやってきた。

「あの、佐嶋くん、さっきは、ありがとう」

「えっ？　俺、なんかしたっけ？」

「私を、かばってくれたでしょ？」

「あ、ああ、あれは……」

　かばったというよりも、衝動的に突き動かされた、というほうが正しいかもしれない。

　誰かがさしたる理由もなく尊厳を踏みにじられる場面は、もう見たくなかったから。

「まあ、たいしたことじゃないよ」

「ううん、そんなことない。きっと、ものすごく勇気のいることだと思う。だから……」

　一瞬、言葉に詰まってから笑顔になる。

「ありがとう」

「あ、ああ……」

　素直な感謝に、萌絵の顔が直視できなかった。

　それだけ、まぶしい笑顔だったのだ。







　それから丸一日かけて、駿介たちは魔法の練れん度どを上げていった。

　回復魔法や防御魔法も、マリカとサリィに教わった。こちらは、攻撃魔法を優先したために、駿介たちが自分たちなりの魔法を編み出すまでには至らなかったのだ。

　最後のほうでは、マリカを相手に模も擬ぎ戦せんも行った。

　敵との距離感を覚えたり、動きながらの詠唱を繰り返すことで、詠唱のミスを減らす目的だ。

　なにしろ、駿介たちにとってケンカも含めて実戦は初めてなのだ。用心に越したことはなかった。

　日が暮れる頃には、戦術も含めて清花を除く全員が、だいたいの戦い方をマスターした。

　先手必勝、一撃必殺。

　ようするに、敵とまともにぶつかり合うことなく、一気に殲せん滅めつする作戦だ。

　臨機応変な戦い方まではできない以上、それしか方法がないというのが実情ではあったが。

　途中から、駿介は体のだるさを覚えていた。

　それはみんなも同じようで、菜々子に至っては歩くのもままならなくなっていた。

「ちょっと、はしゃぎすぎた、かな？」

「子どもかよ」

「あはは、童どう心しんに返りすぎたわ」

『原因は魔法の使いすぎね』

　サリィがしたり顔で言う。

『精神力というか、魔力を大量に消費するから、体が保もたなくなってるのよ』

「そういうのは、先に言ってくれ……」

『だって、あなたたちはこの世界の律りつに縛られないんだもの。魔力の上限があるとも思わないじゃない。それに、立てなくなるほど魔法をバンバン使うなんてこと、滅多にないしね』

　特に菜々子のダメージが大きいのは、必殺級の技を連発したせいだろう。

「まいったね、いわゆるマジックポイント制か……」

　菜々子が嘆なげく。

　せめて、ポイントの消費量がわかればいいのだが、それを立証するには長い年月が必要になるだろう。今日明日でどうにかなるようなものではない。

「どうすれば、治るんだ？」

『体と同じで、少し休めば回復するわ。ま、普通なら一晩眠れば元通りだけどね』

　自分たちは、普通の範はん疇ちゆうには含まれないかもしれないということか。確かに、マジックポイントの上限が高ければ高いほど、完全回復には時間がかかるだろう。自分たちの上限がどの程度か、数値として見えないのがゲームと違って難点だが。

　翌日は、日の出と同時に出発することになった。

　ゴブリンたちが動き出す前に、こちらからアジトに乗り込んで行こうというのだ。

　まさかゴブリンたちも、アジトに乗り込んでくるとは思わないだろうし、万が一の被害を出さないためには、そうする必要があったのだ。
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　今夜もマリカは、菜々子たちの誘いを断って一人で眠るようだった。

　萌絵は「あんまり人といるのが好きじゃないのかな？」と勘ぐっていたが、一日二日でわかるものではない。

　その辺、一日でいろんな側面を見つけることができたクラスメイトたちとは大違いだ。異世界人ということもあって、マリカも、そして自分たちも、お互いに深く踏み込めていないのだろう。

　そんなことを話しながら、次の日は早いからと早速眠ることになった。ここで菜々子がトイレに行って来ると言ったので、それを待つことになったのだが、かなり長い時間が経たっても帰ってこないので、駿介は心配になった。

「ちょっと、見てくるよ」

　そう言って集会所を出ると、なぜか萌絵が後を追ってきた。

「高山さんも一緒に行く？」

「ううん、私は遠慮しとく。夜道は、怖いし……」

「じゃあ、どうしたの？」

「あ、うん。昼間のことなんだけど。野木さんを誤解しないでほしいなって。野木さん、言い方とか無神経なところあるけど……」

　ずいぶんバッサリ言い切る子だ。

「別に、悪気があったわけじゃないと思うんだ」

「無意識だったら、それはそれで問題だと思うけど」

「違うよ。たぶん、あれは善意なんだと思う」

　落ち込まされた張本人からとは思えない言葉が飛び出した。

「確かに、物言いは乱暴だったし、あのときは私も、うってなっちゃって、なにも言えなかったけど……。でも、あれは私たちへの忠告だったんだと思う」

「忠告？」

「その後、ゴブリンと戦うことに否定的だったよね？　本当に大丈夫なのかって。野木さんは、たぶん最悪の事態を想定したんだと思う。浮かれたように魔法を使う私たちに問いかけて、釘を刺して……、心配、してくれたんだと思うの」

「心配、だって……？」

　だが、よくよく考えてみれば、駿介は清花の言葉に反論できなかった。彼女は自分の考えが及ばないところまで、見据えていたことになる。

　あのときは清花のわがままにしか聞こえなかったが、いま思えば、言い方にこそ問題はあれど、忠告してくれたのだと受け取ることもできるのではないか。

「だから、ね？　言葉の選択は悪かったかもしれないけど、私たちのことを気遣ってくれたんじゃないかなって」

「どうだろ」

　素直に頷けないのは、萌絵の言葉を踏まえた上でも、どこか他ひ人と事ごとのような態度をとっているせいだろう。この場合、保身に走るのは決して悪いことではない。けれど、村の女の子たちの姿を見てもなお、態度を変えない神経がわからないのだ。

　もちろん、そのことで憤いきどおりを感じたり、哀れに思うというのは個人差があるだろう。あくまで自分を優先するというのもわからないではない。

　それでも、少しくらい、感情を揺さぶられてもいいのではないかと思うのだ。

「急に、見方は変えられないかもしれないけど……」

　駿介の心の内を見透かすように、萌絵は言った。

「野木さんのこと、穿うがった目で、見ないであげてね？」

「う、うん……」

　そんな風に言われては、頷かないわけにはいかない。

「高山さんは、優しいんだね」

「そんなことは、ないと思う」

　ハッキリとした否定に、少し驚く。

　まっすぐな瞳ひとみは、恥じらいや謙けん遜そんからの否定ではないことを示していた。

「私はただ、寂しいだけなんだと思う。ううん、寂しい思いをしたくないだけなのかも」

「どういうこと？」

「いま、私たちは、すごく孤独な状況に置かれているんだと思う。だから一人じゃないっていうのは、本当に心強いんだと思う。そんなクラスメイトがケンカしたりで仲が悪くなるの、やっぱり寂しいから……」

　そう感じることを、俗に優しいというのではないだろうか。

　違うと首を振られそうだったので口にはしなかったが、駿介はそう思うのだった。

「ねぇ、佐嶋くん」

　萌絵が、焦しよう点てんを少しずらせながらこちらを見つめてくる。

「運命って、信じる？」

「え？」

「本を読んでるとね、運命的な出来事って、実はその辺に転がってるんじゃないかなって気になってくるの。物語の中では、すごく当たり前のように出てくるから。実際はそんなことはないってわかってるんだけど、やっぱり期待しちゃうんだよね。もしかしたら、子どもっぽいだけなのかもしれないけど」

「安心していいよ。俺たちの中で一番子どもっぽいのはたぶん海原だから」

「そうだね」

　そこはあっさり認めるのか。

「海原さんくらい突き抜けてたら、子どもっぽいっていうよりも、清すが々すがしい感じになるんだろうけど」

「うーん、微妙なところだな」

　萌絵はクスクスと笑ってから、続けた。

「じゃあさ、見方を変えてみようか。私たちは、なんで異世界に連れてこられたの？」

　あまりに意外なものの見方に、駿介は絶句した。

　いや、真っ先に考えなくてはいけないことだったのだが、わからないことが多すぎて完全にスルーしていたのだ。

　なぜ、自分たちは異世界に連れてこられたのか。

　なぜ、自分たちでなければならなかったのか。

　偶然なのか、意図的なのか。もし意図的なのであれば、そこには何らかの理由があるはずなのだ。では、その理由とは？

　そういえば、この世界へ連れてこられる寸前、何者かの声が聞こえた。

「時は来た」とか言っていなかったか？　だとすれば、その何者かは、何らかの「時」を待っていたことになる。では、その「時」とはなんなのか。

「なにか、運命的な心当たりでもあるのか？」

「少なくとも、私にはあるよ」

「あるのか!?　どこに!?」

「内緒」

「内緒って……」

「誰にでも、知られたくない秘密はあるよね？」

　突然の問いかけに、駿介はギョッとした。

　自分の過去を見透かされた気がして、動どう悸きが激しくなる。

「海原さん、本当に遅いね」

　急に話題が変わって面食らう。

「佐嶋くん、後はよろしくね」

「う、うん」

　思わせぶりなことを言うだけ言って、萌絵は集会所に戻っていった。

　もしかして、大げさなことを言って、自分をからかっているのだろうか。

　その可能性は否定できないが、それほど悪趣味ではないはずだ。

　萌絵に関しては、人となりの謎が増えていくばかりだ。

　しかし……。

「いくらなんでも、気になるだろ……」

　そう呟いてから、駿介は菜々子を探しに歩き出した。
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　意外なことに、菜々子は村の中心にある広場にいた。

　しかも、村の女の子たちに囲まれて、なにやら談笑している様子だ。

「あ、佐嶋っち、どうしたの」

「こっちの台詞せりふだよ。なかなか帰ってこないから心配したんだ」

「あ、そうなんだ。ごめんね。それじゃあ、今日はもう解散にしよう」

　菜々子が告げると、女の子たちは名残なごり惜しそうにしながらも、パラパラと帰って行った。

「なにやってたんだ？」

「昔話をしてたんだ。みんな、緊張して眠れないっていうから」

　いまいた女の子たちは昨日、駿介たちに懇願してきた子たちだ。

　駿介たちがゴブリン退治を請け負ったとはいえ、不安が完全に消えたわけではないだろう。もしもの事態まで考えれば、眠れないのも当然だった。

「だから、桃太郎とか、必殺仕事人とか、悪者をやっつけるお話をしてあげてたんだ」

「必殺仕事人は刺激が強すぎないか？」

「もちろん、ちゃんとオブラートに包んだよ」

　気の遣い方が少し違うような気がする。

　女の子たちを帰したので、菜々子もすぐに戻るかと思ったが、彼女はなかなかその場から動こうとしなかった。もしかしたらなにか話したいことでもあるのではと、駿介は訊いてみた。

「どうかした？」

「眠れないんだよ」

「えっ？」

「明日のことを思うと、緊張して眠れないんだ」

　思いもよらない言葉に、駿介は二の句が継げなかった。

　ここは、しっかり話を聞いておくべきだと心に決め、菜々子の隣に腰を下ろす。

「海原が、緊張？」

「柄がらじゃないって言いたいんでしょ？」

「まあね」

「ひどいなぁ。女の子が気弱になってるのに。そんなんだからもてないんだよ」

「悪かったな。つーか、本当に緊張してるのか？」

「してるよ、ほら」

　手を差し出されたので、戸惑いながらもおそるおそる触れてみる。

　女の子の手に触れる感慨よりも先に、じっとりと汗ばんだ感触と、ビックリするほどひんやりとした冷たさ、そしてなによりもかすかな震えを認めて、駿介は菜々子の言葉が本当であると実感した。

「おかしいよね、剣道の試合でも、こんなに緊張したことないのに」

「おかしくはないだろ。明日は本当の意味での戦いなんだ。平然としてる方が、どうかしてる」

　そこまで言って、さして緊張していない自分や、そうした素振りを見せない萌絵はどうなのだろうと考えた。見た目にはわからないだけで、緊張や不安を抱えているのだろうか。そして自分も、自覚がないだけで菜々子と同じ気持ちを抱いているのだろうか。

　もしかしたら、武芸の道に身を置いているからこそ感じる緊張なのかもしれない。スポーツにおける試合の経験もない駿介とでは、心持ちが大きく違うのだろう。

「そうなんだけどね。ここまで酷ひどいのは初めてだから、どうやって鎮しずめたらいいかわからないんだ。だから、昔話をして気持ちを落ち着けようとしたんだけど……」

　女の子たち以上に、自分に言い聞かせていたのか。桃太郎や必殺仕事人の話を。

「効果は、なかったんだな」

「うん。困ったなぁ、どうしよう」

　学校では、いつも明るく天てん真しん爛らん漫まんな笑顔を振りまいていた彼女だったから、こんなに気弱な姿を見せるのは意外だった。

「俺でよければ、話し相手くらいにはなるよ。効果があるとは思えないけど」

「ありがとう。じゃあ、早速いじらせてもらうよ」

「いじるのかよ！　俺は話し相手になるって言ったんだけど!?」

「同じようなもんじゃん」

「果てしなく違う！」

「あはは、やっぱ佐嶋っちの反応はいいね。ちょっと楽しくなってきた。この調子で頼むよ」

「どの調子だよ！」

　一通り言い合った後、ポッカリと会話に穴が空く。

　よく考えれば、菜々子と会話を交わすようになったのはつい昨日のことなのだ。それまでは挨あい拶さつ程度しかしたことのない二人の間に、共通の話題など、そうそうあるわけがない。これまでの会話がうまく転がっていたのは、菜々子の性格によるところが大きいのだと、改めて思い知らされた。

　彼女ばかりに頼るわけにはいかない。なんとか、自分にできることはないだろうか。

　必死に話題を探して、ふと、つい先ほどのやりとりを思い出す。

「そういえば、高山さんが言ってたんだけど」

「萌絵ちんが？」

「俺たちが異世界に連れてこられたのは、なにかの運命なんじゃないかって。海原は、信じる？」

「そうだなぁ……」

　言ってから、駿介の顔を覗き込んでくる。

「あたしも、信じられる、かな？」

「マジで？」

「似合わないとか思ってる？」

「いや、そういうわけじゃないけど……」

　まっすぐ見つめられて、気恥ずかしさで逃げ出したい気分だった。けれど、そんなことをしては失礼だと思ったので、駿介は懸命に菜々子の顔を見つめ続けた。

「ちょっと、昔話してもいいかな？」

「桃太郎？」

「あたし自身の昔話。といっても、三年前なんだけどね」

「……どうぞ」

「あたしが剣道を始めた理由は、昼間話したよね？　我ながらものすごく子どもっぽいと思うんだけど、小さい頃の思い込みって、刷り込みみたいなところもあるからね。そりゃあ一生懸命、必殺技の開発に励んだよ。だけど……」

「必殺技なんか、できるわけがなかった？」

「うん。現実を思い知らされたってヤツかな？　それからは、剣道に身が入らなくなった。自分はどうしてこんなことをやってるんだろうって思った。やめたいって思ったことも一度や二度じゃない。でも、剣道の道具ってけっこう高いから、親に買ってもらった手前、簡単にやめるとも言えないし」

　中学への入学を機に、スッパリやめようとも考えたという。

「だけど、他にやりたいことも、特技もなかったし、剣道を通じた友だち付き合いもあったから、ほとんど惰性で続けてたかな、あの頃は。なにもしていないよりは、部活をしていた方が、高校進学には有利だろうって打算もあったし」

「それでも、続けられるってことは凄いことだよ」

「そうかな？」

「俺なんか、これまで続けてきたことなんか、なにもないし」

「でもね、やっぱやる気がないと意味がないんだよ。小学生の頃は試合でもそれなりに勝ててたけど、中学になったらさっぱりで。もう負け続けてたから本気でやめようかって思ったんだよ。だけど……」

　そこで、菜々子の表情が変わった。いや、表情が消えた、と言ったほうが正しいかもしれない。ただ、駿介の顔を、まっすぐに見据えてくるのだけは変わらなかった。

「三年前のある日、遠えん征せい先さきの町中で、女の子が絡まれていたんだ」

　ギクリとして、駿介はつばを飲み込んだ。

「ぶつかっただかなんだかで、大勢の男が女の子を責めていた。周りには、たくさんの人がいたのに、誰も助けようとはしなかった」

「う、うん……」

「あたしも、動けなかった。複数の男相手に飛びかかるのは無謀だったし、怖かった。同じ道場の仲間たちと、身を寄せ合って見ていることしかできなかった。そんなときだったんだ」

　駿介はたまらずに、顔を背けた。

「一人の男の子が、助けに入った。ムチャだと思った。絶対に勝てっこないって思った。案の定、その男の子は見事なまでの返り討ちに遭った。殴られ、蹴られ、投げ飛ばされて、ボロボロになるまでやっつけられた」

「……情けないな」

「そのときはそう思った。だけど、結果的には、その男の子は矛ほこ先さきを変えることで、女の子を助けることに成功した」

「…………」

「あたしはね、そのとき、ものすごく感動したんだ。世の中には、勝てないとわかっていても、正義のために体を張ることができる人がいるんだって。どんなにみっともなくても、全力で誰かを守る人がいるんだって」

「…………」

「同時に悔しかった。自分が情けなかった。恐怖で動けなかったのもそうだけど、一番の理由が『ここで巻き込まれたら剣道ができなくなるかもしれない、内申に響くかもしれない』……そう考えたことなんだ。もう恥ずかしくて、自分をぶん殴ってやりたかった。あたしが目指したものは、憧れたものはなんだったのか、目の前に突きつけられた気分だった」

「海原が目指したものって？」

「あたしは、カッコイイ必殺技を編み出したかったんじゃない。必殺技を使って、強きを挫くじき、弱きを助けるヒーローになりたかったんだって。必殺技というのは、あくまで手段でしかない。そこのところを、あたしは見失っていた。勘かん違ちがいしていた。だからあたしは、そのときに決めたんだ。絶対に自分を曲げない。好きなことを諦めない。憧れを現実のものにするってね」

　それから菜々子は、生まれ変わったように剣道に熱を入れたという。

「現実的なところから技を習得していこうと思ったんだ。回転切りとか居合抜きとか、よく家の鏡の前で練習したなぁ」

「そ、それは……」

「子どもっぽい、とか言うんでしょ？」

「いや、別に……」

「大丈夫、あたしもそう思うから。でもね、どんな志こころざしでも、貫き通せば岩をも砕くんだよ」

　それは、駿介も噂うわさには聞いていた。菜々子の実力は、いまや全国でもトップクラスなのだ。その実力の礎いしずえとなったのが、ヒーローに憧れる心だとすれば、子どもっぽいなどとバカにできるはずがない。

「だからね、いますごく楽しいんだ」

「……そっか」

　チラリと見た菜々子の表情は、本当に楽しそうだった。

　己を貫く姿がまぶしく、また清々しく見えた。

　どうやら、緊張や不安といったものを解消することができたらしい。

　喜ばしいことではあるが、今度は駿介が不安といたたまれなさにさいなまれる番だった。

「あたしは、感謝してるんだよ」誰に言うともなく、菜々子は呟いた。

「自分の進むべき道を示してくれた、あの男の子に。こんな楽しい毎日を過ごせるようにしてくれた、あの少年に」

「…………」

「ずっと、探してたんだ。ありがとうって、伝えたくて。でも、どこの誰かもわからなかったし、半分諦めてたんだけど……、まさか、同じ高校に通うことになるとは思わなかった。同じクラスになるとは思わなかった。まあ、そこから話しかけるまで一年もかかっちゃったんだけどね」

「……なんで？」

「話しかけるなオーラが全開だったから」

「…………」

「あそこまであからさまにバリア張られたら、そりゃ話しかけにくいよ」

「……ごめん」

「どうしたんだろうって思って気にはなったけど、もしかしたら触れられたくないのかもって思ったし、特に、過去のことは、微妙な問題なんだろうなって思った。だから、昨日はチャンスだと思ったんだ。いつもはさっさと帰っちゃうのに、珍しく居眠りして残ってるから。野木ちゃんと萌絵ちんがいるのは気になったけど、話しかけるなら今日しかないって思って、勇気出してみたんだよ」

　そんな素振りはまるでなかった。それだけ強い意志で平静を装っていたということか。

「ありがとう、佐嶋っち」

　菜々子の真しん摯しなまなざしと声は、駿介の心を震わせる。二つの意味で。












「佐嶋っちのおかげで、あたしはいま、とても充実してる。こんな異世界に連れてこられるとは思ってなかったけど、こっちはこっちでなんか楽しめそうだし、ラッキーだったかな、とも考えてる。他の人たちじゃ、絶対に体験できないだろうからね」

「……そうだな」

「ふう、やっと言えたよ」

　菜々子は立ち上がって、大きく伸びをした。

「だいぶ遅くなっちゃったね。そろそろ、戻ろうか」

　菜々子はそう言って、立ち上がった。

「……俺は、もう少し残るよ」

「そっか。じゃあ、あまり遅くならないようにね？」

「ああ」

「ねえ、佐嶋っち」

　立ち上がりながら、菜々子は問いかける。

「うん？」

「あたしの必殺技のネーミングセンス、どう思う？」

　答えにくいことを訊いてくる。しかし、菜々子はいろんな話を打ち明けてくれたのだ。ここは、正直に答えるべきだろう。

「センスないと思う」

「うわっ！　本音言いやがった！」

「仕方ないだろ！　あれは、その……、聞いてるこっちも、恥ずかしくなるんだから」

「酷いなぁ。人の趣味をそこまで言う？　別に佐嶋っちのセンスじゃないのに」

「そりゃ、そうだけど……」

「ま、佐嶋っちの意見なんか関係ないんだけどね。あたしはあたしの好きな道を、好きなように行かせてもらうから」

「だったらなんで訊いたんだよ」

「うーん、佐嶋っちには、聞いてほしかったから、かな？」

　どういう意味なのか、よくわからない。

　なにか言いたげな視線を向けていたが、やがて「んじゃ、先に行くね」と言って帰って行った。

　菜々子が去ってしばらくしてから、サリィが声をかけてきた。

『さっきの、女の子を助けたって話、本当なの？』

「ああ、本当だよ」

『昼間の様子から、けっこう熱いヤツなんだなって思ってたけど、昔からなのね』

「そんな大層なものじゃないよ」

　どちらかといえば、世間知らずのバカ野郎が取った間抜けな行動だ。

　確かに、駿介は三年前、中学二年の時に女の子を助けた。助けようとして、失敗した。

　そのことがいまでもトゲとなって、心の奥底に突き刺さっている。

『でも、勇気がいることじゃない？』

「勇気と無謀は違うよ」

　なんであんなことをしたのか。なんであんな行動に踏み切ってしまったのか。

　いまとなっては、さっぱりわからない。

『菜々子ちゃんは、感謝してたみたいだけど？』

　自分が誰かに影響を与えていたというのは、本当に驚いた。それも、かなりいい方向に影響を与えたともなれば、喜ばしいことだ。

　さらに、本人からも直接感謝の言葉を伝えられたのだ。嬉しくないわけがない。

　けれど。

　その一方で、素直に受け止められない心があるのも事実だった。

　触れられたくない過去。思い出したくない出来事。

　それを、おそらく、菜々子はわかっている。

　わかっているからこそ、あえてその点には触れずに会話をしていたのだ。

　一年間、ずっと駿介の様子を窺っていた彼女だから気づいたのだろう。

　どうして、駿介が人を寄せ付けないバリアを張り巡らせていたのかを。

　感謝するのと同時に、自分が惨みじめになってくる。結局、自分の行動が、菜々子に気を遣わせてしまっている。それもこれも、あのときの自分のバカな行動が招いた結果だ。

「勘弁してくれ……」

　自分の過去を永久に封じるために選んだ、遠い学校だったはずなのに。

　何の因果か、また直視せざるを得ない状況になるとは。

　駿介の悩みを飲み込むように、夜は更けていった。
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　翌日は、夜明けと同時に村を出た。

　時間が時間なだけに、まだ肌寒い。昨日のうちに、神官のローブを見つけておいてよかったかもしれない。

　防寒対策になるし、休憩などで地面に腰を下ろすときは敷しき物ものになる。砂すな埃ぼこりなどから制服を守り、汚れを防ぐこともできる。

　一日着込んでいたとはいえ、ずっと太陽にさらしていたおかげで、匂いのほうはだいぶ抜けたようだった。

　それでも、野の木ぎ清さや花かはまだ不満があるようだ。

「なんかこう、もうちょっと可か愛わいらしさっていうか、そういう装飾を施ほどこそうって気持ちはなかったのかしら」

「神官が可愛らしい恰かつ好こうしてたら、威い厳げんもなにもないだろ」

「素材があれば改造するのになぁ」

　制服も着崩して自分らしさを出している清花のことだ。道具さえあれば、本当にアレンジしそうだ。

　その点、海かい原ばら菜な々な子この感想は率直なものだった。

「本当はマントのほうがよかったんだけど……、魔法剣士としてはこれもありか」

　実際、竹刀しないを脇に差して、ローブを纏まとった菜々子の姿は凜りんとしてかっこよかった。ピンと伸びた背筋とポニーテールが、いっそ風格のようなものを醸かもし出だしている。

　そしてまったく別の意味で似合っているのが高たか山やま萌も絵えだ。

　小こ柄がらな彼女はローブに着られている感が強く、なんだかてるてる坊主のように見えてしまう。袖が長すぎて指先まで隠れてしまっているが、それはそれで可愛らしくて、駿しゆん介すけは頰が緩むのをこらえなければならなかった。

「はあ、眠いわぁ……」

　出発して早々、清花が愚ぐ痴ちりだした。

「まったく、なんで私が早起きしなきゃならないのよ。村の奴やつら、見送りにも来ないし」

「眠いんなら、残って二度寝してもいいんだぞ」

「できるわけないでしょ」

「なんでだよ」

「私たちは異い端たん者しやとか言われて恐れられてるのよ？　一人きりになったらなにをされるかわからないじゃない」

　清花はキッと駿介を睨にらみつけた。

「一緒には行くけど、戦うつもりはないから。危なくなったら、ちゃんと助けなさいよ？」

「余裕があったらな」

　正直、面倒を見ている余裕はないのだが。

　そんなこんなで、朝日が昇る頃にはゴブリンのアジトである山の麓ふもとに到着した。

　鬱うつ蒼そうとした木々に覆い尽くされた山は、人の侵入を拒んでいるかのようだった。

　駿介たちは、最終確認を行った。

　近くにある街の人々に勘づかれるような、ハデな魔法は使わないこと。

　安全な距離を取って戦うこと。ゴブリンを近寄らせないこと。

　文字数制限は、ハデな効果でなければ気にしなくていいことなど。

　この点さえ押さえておけば、少なくとも不利になることはないはずだった。

「魔力のほうは保もつかな？」

『長引くような戦いにはならないはずよ。遠えん慮りよなくどんどん使ってちょうだい』

　サリィに言われて、遠慮や躊ちゆう躇ちよがなくなる。

　戦いの前に、全員が自らに防御魔法をかける。

　マリカから教わった、自身の体を鋼鉄のような頑がん丈じようさに変える魔法だ。

「固く我が身を守れ──アイアンシールド」

　これで、準備は整った。

　山の中腹には洞どう窟くつがある。その出入り口を、何体かのゴブリンが守っていた。

　ゴブリンといっても、物語によってイメージは様々だ。醜しゆう悪あくな妖精であったり、不気味な怪物だったりと様々だが、この世界のゴブリンは、豚とブルドッグを掛け合わせたような顔に、ずんぐりとした体格の魔物だった。

　軽装の鎧よろいを身にまとい、手には槍やりや剣、小型のナイフなどが握られている。

「予想はしていたけど、不細工な奴らね」

　清花がため息をつく。

「イケメンのゴブリンがいたらどうするんだ？」

「ぶっ倒して調教して下僕にする」

　こういうお嬢様気質なところが、本気で実行に移しそうで怖い。

「で、どうするの？」

「向こうはこっちに気づいてないみたいだしな。先手必勝だ」

　木陰に隠れながら、駿介と萌絵がゴブリンに狙いを定める。

「炸さく裂れつする弾丸よ──ライフルショット！」

　目にもとまらぬ魔力が、二体のゴブリンの足を撃ち抜いた。

　耳障りな嬌きよう声せいをあげて倒れるゴブリン。仲間のゴブリンが駆け寄ろうとするところを、立て続けの魔法で、次々に行動不能にしていく。

「これくらいで、大丈夫か？」

「動きが止められれば充分だ」

　マリカが答える。とどめを刺す必要はない、ということだ。

　撃ち漏らした一体が、洞窟の中に駆け込んでいく。すぐに、新あら手てが大挙して飛び出してきた。あちこちに視線を巡らせ、不気味な瞳ひとみが、駿介たちの姿を捉える。

　ゴブリンは、怒気をはらんだ雄お叫たけびを上げて山道を駆け下りてきた。

「さて、一気に決めるぞ！」

　本格的な戦いの口火は、マリカによって切って落とされた。

「剣よ、閃ひらめき逬ほとばしれ──ブラストソード！」

　剣から放たれた光の刃やいばが、駆け下りてきたゴブリンを薙なぎ払はらう。

　流石さすがに一人で世界を放浪しているだけあって、マリカの実力もそれなりのようだ。

　そんなマリカを横目に見ながら、菜々子はスラリと竹刀を抜く。

「では、あたしも行かせてもらおうか。百ひやく獣じゆうの王よ、邪魔者たちを退しりぞけろ──ライオン・バトルシャウト！」

　竹刀の先から、何頭ものライオンが凄すさまじい咆ほう哮こうを上げながら飛び出し、ゴブリンたちに襲いかかる。これを受けたゴブリンは、猛烈な勢いで吹き飛ばされ、地面にたたきつけられた。

「ふふん、どうだい、あたしの必殺技は」

　獅子が戦う叫び……、いや、この場合は咆哮か。なんかいろいろまずい名前のような気がするが、いまさら彼女にネーミングセンスを期待するのは間違っているだろう。

　清花は首を傾かしげた。

「それは、胸を張るほど、かっこいい、の……？」

「言ってやるな」

　駿介はむず痒がゆい思いをこらえるのに必死だった。

　思わぬ先制攻撃に、ゴブリンたちは一気に浮き足立ったようだ。

　マリカと菜々子の剣技に圧倒され、逃げようとしたところで萌絵と駿介のライフルショットで足を撃ち抜かれる。

　もはや、一方的な戦いとなった。

「これは、余裕かな？」

「かもな」

「だったら、早く決着をつけたいな」

　早くも戦闘狂の名をほしいままにしそうな菜々子はともかく、萌絵はゴブリンを傷つけることに抵抗があるようだ。青い顔をして、どこか気だるそうだった。

　それは駿介も同じだったから、このまま無事に終わって欲しいと願った。

　ところが、敵かなわないと悟ったのか、ゴブリンは急に方針を転換した。

　一斉に退却して、洞窟の中に閉じこもってしまったのだ。

　こうなると、駿介たちとしては手が出しにくくなってしまう。

　中の様子がわからない以上、うかつに飛び込むことはできないし、なにより、待ち伏せやトラップといった臨機応変さを求められる事態に、駿介たちが対応できない。

　様子を窺うかがっていると、不意に背後からゴブリンが襲いかかってきた。

「危ない！」

　マリカの声に、駿介は慌てて身を翻ひるがえした。

　人の頭ほどもある太さのこん棒が、目の前で空を切り、地面にめり込む。

「シュンスケ、下がっていろ！」

　すかさず、マリカが斬りかかるが、ゴブリンはサッと後退すると、脇目もふらずに逃げ出した。

「にゃろう、逃がすか！」

　菜々子が後を追う。しかし、木々が密生する道なき道を身軽に飛び回るゴブリンに対し、足場の悪さに思うように進めない菜々子では勝負にならなかった。

　ゴブリンの姿を見失った菜々子は、悔しそうに地面を蹴りつけた。だが、次の瞬間、切迫した声で叫ぶ。

「みんな、後ろ！」

　反射的に振り向くと、いつのまにか接近していたゴブリンが、鉈なたのようなものを大きく振り上げ、萌絵に狙いを定めていた。

「伏せろ！」

　マリカの声に、萌絵はその場にしゃがみこむ。

　振り下ろされた鉈を、マリカの剣が間一髪のところで受け止めた。

　そのまま剣で押し返し、さらに切り返そうとするが、またもゴブリンは一目散に逃げ出してしまう。

「待て！」

　後を追うマリカの成果を、駿介たちは見届けることができなかった。

　また別な方向から、ゴブリンが襲いかかってきたのだ。

　マリカと菜々子が側にいないため、接近戦のできる者がいない。こうなると、駿介たちとしては逃げ回るしかなかった。

　幸いにというべきか、攻撃を一度かわせば、ゴブリンは追撃することなく、すぐに退却してしまう。

　しかし、それが四方八方から、間断なく、それも的確に背後を突いて襲ってくるのだ。

　逃げ惑う駿介たちは、自分の身を守ることで精一杯だった。だから、他人のことまで気にかけている余裕がなかった。

　気がついたときには、駿介の周りには誰もいなかった。

　みんな、バラバラになってしまったようだった。
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　一人きりになってしまうと、心細さよりも駿介は不安を覚えた。いまゴブリンに襲われたら、うまく対処できる自信がない。

　あちこちで、みんなが戦っているらしい音や声が聞こえる。しかし、あまりにもバラバラで、どこへ向かうのが正解なのかがわからなかった。

　いつまでもじっとしているわけにもいかず、かといって考えなしに動くのも危険だ。

　迷いながら立ち尽くしていると、誰かの悲鳴が耳をつんざくように響き渡った。

　こうなると、迷っている場合ではない。慌てて声のした方へ向かうと、尻しり餅もちをついた清花が、いままさにゴブリンに襲われるところだった。

「くっ！　爆はぜろ──ボンバー！」

　長々と詠えい唱しようする暇がなかったので、かなり間抜けな呪じゆ文もんになってしまったが、恰好を気にしている場合ではなかった。

　幸いにも、眼前で爆ばく竹ちくのような破裂音がして、ゴブリンはのけぞり、駿介の姿を認めるときびすを返して逃げ出した。

「野木さん、大丈夫か!?」

「く、来るのが遅い！」

　文句を言うが、涙目なのでよほど怖かったに違いない。あるいは、一人で心細かったのか。

「他の人は？」

「わ、わかんない。気づいたら私だけだったし……」

　みんな、相当浮き足立っているらしい。

　ムリもない。初めての戦いで、これだけ戦略的にこられては、うまく対処しろという方が酷こくである。

「つ、つーか、あんたは私を守るのが役目でしょ!?　勝手にどっか行かないでよ！」

「仕方ないだろ！　俺だっていっぱいいっぱいなんだ！」

「そこをどうにかするのが男でしょ!?　もし私に傷の一つでもつけたら、絶対に許さないんだから！」

「わかったよ！　どうにかするから、いまはとにかく大人おとなしくしてくれ！」

「なんでよ！　声を張り上げて、みんなに私たちの位置を知らせた方がいいんじゃないの!?」

「みんなだけじゃなく、ゴブリンも俺たちの位置がわかるだろ！」

　ギョッとして、清花は口をつぐんだ。不安そうに、辺りを見回す。

「い、いまの会話も、まずいかな？」

「どうだろうな」

　自分たちの声が、敵に場所を知らせている可能性はある。しかし、的確に背後を突いたり、仲間を分断するような襲撃の仕方は、音だけではなしえないはずだ。

　そこを突き止めない限り、駿介たちは翻ほん弄ろうされ続けるだろう。

「いったん、山を下りた方がいいかもしれないな。みんなと合流するにしても、出直すにしても、山の中じゃ思うように動けない」

「さ、賛成……」

「じゃあ野木さん、先に行ってくれ」

「はぁ!?　女の子を先頭に立たせるわけ!?」

「やつらは不意打ちしか仕掛けてこない。狙われるとしたら後ろの人間だぞ？」

「わ、わかったわよ」

　渋々ながらも、前に立って歩き出す。

　山道をすっかり外れてしまっているので、足下は不安定だ。それなりの傾斜があり、雑草も生い茂っている。枯れた木の枝なども至る所に散乱しており、一歩進むのも容易ではなかった。

「まったく、私はなんでこんな足場の悪いところにいるのよ……」

「それだけ混乱してたってことさ」

　少しだけ気が楽なのは、移動に苦労するのはゴブリンも同じだということだ。これならば、近づくのも容易ではないだろう。

　駿介は、ときおり背後を確認しながら清花の後を追った。念のために、木の上などにも目を向けてみる。こちらの動きを把は握あくしているとなれば、高所に観測係のようなゴブリンがいるかもしれないのだ。

「あっ」と、清花が声を上げた。

「いま、萌絵が！」

「えっ、どこ!?」

「下のほうに！　ねえ、ちょっと待ってよ！」

　声をかけ、駆け出す。

「おい、こら！　走るな！　危ないぞ！」

　慌てて追いかけようとした駿介自身が、足を取られて転んでしまう。顔を上げたときには、清花もまた、バランスを崩してつんのめっているところだった。

　肩から木にぶつかって、転倒は免まぬかれる。しかし、したたか打ち付けたのか、肩を抱くようにしてその場にうずくまってしまった。

「言わんこっちゃない……、って、野木さん、横！」

　駿介は叫んだ。

　清花の右手側にあった藪やぶの中から、ゴブリンが姿を現したのだ。

「横？」

　清花は左側に目を向ける。

「違う！　逆だ！」

　反対側に顔を向け、そこで固まってしまった。

　手を伸ばせば届く距離に、ゴブリンは迫っていた。

　ゆっくりと鉈のようなものを振り上げる。

「野木さん！」

　逃げろと祈るが、突然の危機に体が反応しないらしい。

　立ち上がることもできずに、呆ぼう然ぜんとゴブリンを見上げるだけだった。

　駿介は咄とつ嗟さに地面を蹴っていた。魔法を使うという考えに至らないほどの、反射的な行動だった。

「うおおおおおお！」

　最初の二歩で助走をつけて、三歩目で思い切り踏み切る。斜面の角度も利用して、全身でゴブリンに体当たりした。

　駿介はゴブリンと絡み合うように斜面を転がった。何度目かの回転で背中から木にぶつかり、息が止まる。おかげでゴブリンと離れることができたが、背中に受けた衝撃で呼吸ができず、声もなく呻うめいた。

「さ、佐さ嶋じま！」

　清花が駆け寄ってくる。ダメージを受けているのは駿介なのに、清花のほうが死にそうな表情をしていた。

「大丈夫!?　ちょっと、しっかりして！」

「ご、ゴブリンは!?」

　呼吸もままならない中、なんとかその一言を絞り出す。自分の身よりも、敵がどうなったのか把握すべきなのだ。

「な、なんか、ずっと下まで転がっていって、見えなくなっちゃったけど……」

「そ、そうか……」

　少しずつ、空気が肺に届くようになった。

　背中はまだ痛むが、どこかが折れたという感じはない。

「ね、ねぇ、どこか痛いの？　怪け我がは？」

「たぶん、平気だ。でも、ちょっと、少し、このままでいさせてくれ……」

　痛みが和やわらぐまで、起き上がることもできない。

　地面にうつぶせになってこらえている間、清花はうろたえるばかりだった。

「佐嶋、血が、血が出てるよ……」

「えっ？」

　慌てて、口元をぬぐってみる。吐血しているとなれば、内臓がやられている可能性がある。そうなると、かなり危険な状態だ。

「そこじゃない、左腕」

　違うとわかって安あん堵どするが、場所を指摘されたとたんに、刺すような痛みが肩からやってきた。

　見ると、左腕のあたりがパックリと切り裂かれている。黒いローブがさらに赤黒く染まっているので、そこそこの出血があるようだ。

　どうやら、ゴブリンの持っていた鉈で斬られたらしい。斜面を転がっているときにたまたま切れたのだろうが、少しずれていたらこの傷が首になっていたかもしれないと思うと、ゾッとした。

「どれくらい深い？」

　自分のいまの状態では、傷口までは確認できない。

　清花はおそるおそるローブと制服をつまんで、切り口を覗き込んだ。

「け、けっこう深いと思う……。血が、どんどん出てきてるし……」

「まずいな、止血だけでもしないと」

「ど、どうすればいいの？」

「なにか、縛るものがあれば」

「縛るもの？　そ、それじゃあ……！」

　清花はスカートのポケットに手を突っ込み、なにかを取り出した。

　それは花柄の、きれいなハンカチだった。

　震える指で端をつかみ、大きく振って一気に広げると、ぎこちない動きで駿介の腕にきつく巻き付けた。

「こ、これで、大丈夫かな？」

「ん、あ、ああ……」

「な、なけなしの、大事なハンカチなんだからね。ありがたく思いなさいよ」

「あ、ありがとう。いや、でも……」

「でも、なによ」

「いま思ったんだけど、こんなことしなくても、魔法で回復してみれば良かったんじゃ……」

「…………」

「…………」

「そ、そういうことはもっと早く言いなさいよね！」

「だから、いま思いついたんだって！」

「損した！　私の親切心もハンカチも、盛大にムダにしたわ！」

「と、いうわけだから、なにか回復魔法を使ってくれないか？」

「回復魔法の使い方なんかわからないわよ！　自分でなんとかしなさい！」

　拒否されたので、自分でなんとかした。

　回復魔法は、攻撃系の魔法よりも万能ではないとマリカが言っていた。

　昨日試したところでは、擦すり傷きず程度なら痕あとも残さずに回復できたのだが、ここまで傷口が大きくなると、完全な治ち癒ゆはできないらしい。

　駿介にしても、もっと人体の仕組みなんかを知っていれば、高度な治療もできるのだろうが、現状では切り傷をかろうじて塞ふさぐのがやっとだった。困ったことに、回復魔法では痛みが取れないらしい。これも痛みのメカニズムを理解していれば違うのだろうが、できないのであれば耐えるしかないようだった。

「そうだ、これ、返すよ」

　体を起こした駿介は、ハンカチを解いて、清花に差し出す。

「そんな血だらけのハンカチ、渡されても……」

「じゃあ、そのうち洗って返すよ」

「いいわよ、自分で洗うから」

　ひったくるように奪って、几き帳ちよう面めんにたたんでから、無造作にポケットへと突っ込む。そうして、じっとりとした目でこちらを睨んできた。

「な、なんだよ」

「あんた、バカでしょ」

「助けてもらった結果がその言いぐさか!?」

「助けてなんて頼んでないし」

「助けなかったら死んでたぞ!?」

「だからバカだって言うのよ！」

「はぁ？」

「なんで助けたの？」

「なんでって……」

「あんた、私のこと、嫌いでしょ？」

「えっ？」

　思いもかけない言葉に、駿介は耳を疑った。

「学校にいるときから、なんとなく感じてた。あんたは私を避けてる、嫌ってるって。この世界に来てからも、いろいろわがまま言ったでしょ？　いまじゃ、ただの足手まといでしかないもんね。そんな私なんか、嫌いになって当然よね？　気持ちはわかるわ。でも、だから、なんで助けたの？」

「…………」

「自分が死にそうな目に遭ってまで、どうして私を助けたのよ！　私はあんたを傷つけた。今回だけじゃない！　あのときもそう！」

「あのとき？」

「三年前のことよ！」

　突然の不意打ちに、心臓が跳ね上がる。

「三年前、あんたは女の子を助けようとして返り討ちに遭った。あのとき、あんたをボコボコにした男子は、私がつるんでいたメンバーだったから」

　確かに、駿介をボコボコにした男連中を、一人の少女が引き連れていた。あれが、清花だったというのか。

「私はメチャクチャにやられるあんたのことをずっと見てた！　止めることもできたのにしなかった！　あんたはそんな私のことを睨みつけていた！　悔しかったんでしょう!?　腸はらわたが煮え繰り返ってたんでしょう!?」

　激げつ昂こうする清花とは対照的に、駿介は驚きで頭がいっぱいだった。

　まさか、菜々子に続いて清花までが、あの件に関わっていたとは……。

「あのときの、子だったのか？」

「そうよ！　って、知らなかったの!?」

　あのときの少女の髪は金色で、あどけなさを残していた。いまの茶髪で、すっかり大人びた清花とでは、印象がすぐには結びつかない。言われてみれば面影がある、くらいのものだ。気づくはずがない。

「じゃあなんで、学校では顔を合わせるたびに避けたりしてたのよ！」

「いや、まあ、あのときのことが原因で、不良っぽい女の子が苦手になったから……」

「ほらみなさい！　やっぱり私のこと、嫌いなんじゃない！」

「だから、野木さんのことが嫌いなわけじゃないって。だいたい、俺はあのことで誰も恨んでないし怒ってもいない。悔しかったのは事実だけど、それは無力な自分に対してなんだ。野木さんを睨んだつもりもない」

　もし本気で恨んで、その顔を忘れまいと誓っていたなら、さすがにクラスメイトになった時点で察していただろう。

「それに、野木さんのことに気づいたとしても、結果は変わらないよ。俺は全力で、野木さんを守ったと思う」

「だから、なんで！」

「野木さんがどんな人だろうと、俺たちはクラスメイトだろ？　それも、こんな異世界に飛ばされた数少ない仲間なんだ。放っておけるわけがない」

　清花は魚のように口をパクパクさせて言葉に詰まった。そして、ようやく出てきたのが「あんた、やっぱバカ？」だった。

「なんでそうなるんだよ！」

「だって、そんな理由で、それだけの理由で、命がけで体を張るなんて、どう考えてもバカじゃない！」

「じゃあ、他にどんな理由があれば納得するんだよ！」

「だって、そんな、だって……」

　清花の中で、うまく消化しきれないのだろう。頭を抱え、身み悶もだえしながら「だって」を繰り返す。

　やがて、チラリと上目遣いで、駿介の様子を窺うようにして尋たずねてきた。

「………ほ、本当に、それだけ？」












「本当だって」

「……そっか」

　なぜか、安堵したような息を吐く。

「それじゃあ、あんたは、私のこと、嫌ったりしてるわけじゃないんだ」

「ああ」

「そっか……。そっかぁ」

　最後のほうは、少し嬉うれしそうにほほえんでいた。

「やっぱり、正義感のなせる業わざなのかな？」

「そんなかっこいいものじゃないよ」

「三年前と、変わらないのね」

　変わっているはずだ、と答えたかった。変わっていなければ困るのだが、いまの自分の行動を顧みるに、やはり変わっていないのかもしれない。それが、正義感だけで成り立っているなら良かったのだが。

「そ、それはそうと、野木さん。三年前のことだけど……、あそこにいたっていうことは、その……、見てるんだよね？」

「なにを？」

「だから、その、俺の……、あれを」

　清花は戸と惑まどうように駿介を見据えた。

「あれって、あのこと？」

　具体的な言葉はなにもない。けれど、駿介の全身から血の気が引くには充分だった。

　その様子に気づいたのか、清花は腫はれ物ものに触るように訊きいてきた。

「やっぱり、あのことは、忘れようとしてる──」

「野木さん！」

　駿介は叫んでいた。自分でも驚くほどの強さだった。

　ビクッと体を震わせた清花に、落ち着けと言い聞かせながら、静かに言う。

「頼む、そのことは、誰にも言わないでくれ」

「う、うん……。別に、言うつもりはなかったし……」

「それならいいんだ。驚かせちゃって、ごめん」

「それはいいんだけど……。あ、でもね、私、あのことで──」

「野木ちゃん！　佐嶋っち！　大丈夫!?」

　いきなり、菜々子の声が割り込んできた。

　息を切らせて駆け寄ってくる彼女の後ろには、萌絵とマリカの姿もある。

　どうやら、みんなと無事に合流できたらしい。

　なにかを言いかけた清花も気になるが、それよりまずはゴブリン退治だ。

　駿介たちは、状況を報告し合った。
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「いくらなんでもおかしい」

　話し合いの結果、マリカはそういう結論に至った。

　この山がゴブリンの根城である以上、地の利があるのは確かだ。しかし、それにしても、的確に駿介たちの背後を突いてくるのは不可能に近いはずだ。

　また、ゴブリンがどこに潜んでいるのかという問題もある。

　いくら見通しの悪い山中とはいえ、ずんぐりとした体形のゴブリンが、誰の目にもとまらずに身を隠せるとは思えないのだ。

　先ほど、清花を襲ったゴブリンのことを思い返してみる。

　あのゴブリンは、急に現れた。清花はともかく、警戒しながら歩いていた駿介の目を逃れて、いきなりあそこまで接近できるものだろうか。

　どこかに身を潜めていたと考えるのが妥だ当とうだが、では、どこにいたのかというのが問題になる。

「ちょっと、上のほうに行ってみていいかな」

　ゴブリンが出現した辺りを探ってみる必要がありそうだった。

　来た道を戻り、清花が襲われた辺りを探索してみる。すると、斜面の少し出っ張ったところに、大きな横穴があいているのを発見した。

　それは、駿介たちでもかがめば入れそうな横穴だった。枯れ木などで大部分を覆っているため、ぱっと見では穴があるとはわからないようになっている。

「これは、洞窟の一部か？」

「おそらくな。上のほうの洞窟と繋つながっているのだろう。もしかしたら、こうした出入り口が、あちこちにあるのかもしれない」

　そうなると、神出鬼没の謎が解ける。

　ここに潜んで不意を打ち、一撃を見舞ったら即座に逃げ込む。深追いのできなかった駿介たちは、こんな単純な罠わなを見抜けなかったわけだ。

　それでも、疑問は残る。

　ここに隠れていては、駿介たちの動向が把握できない。ゴブリンたちはどうやって、様子を窺っていたのだろう。

「リーダーが指示を出しているのは間違いない。だが、私たちに気づかれないように合図を出すのは難しいだろう」

「どこかから見ていて、そいつが伝令役に伝えてるんじゃないか？」

「伝令は洞窟の中を走って知らせるわけか？　内部がどうなっているかは知らんが、時間がかかりすぎるだろう」

　それもそうだ。

　では、どうすれば即座に、的確な指示が出せるのだろう。

『ねぇ、あなたたち、さっきからなにを悩んでるの？』

　サリィが口を挟んできた。

　ポケットから出すと、サリィは不思議そうな目で駿介を見つめてきた。

『合図らしいものなら、最初からずっと出てるじゃない』

「合図が出てる？　どこでどうやって？」

『どこでまではわからないけど、ハッキリと笛みたいな音がするでしょ』

「笛？」

　全員の顔を見回してみるが、誰もピンと来ていないようだった。

「そんな音、一度も聞こえなかったぞ？」

『うそぉ。私には聞こえたわよ』

　サリィの言葉が本当なら、駿介たちには聞こえないなにかが鳴り響いていることになる。そんなことがあり得るのだろうか。

「もしかして、犬笛かな？」

　萌絵が心当たりを口にする。

　犬笛は、人の耳では聞き取れないが、犬にはちゃんと聞こえる周波数を出す笛だ。それと同じようなもので、人間には聞こえず、ゴブリンには聞こえる音を出す笛を使っている可能性はある。

「俺たちには聞こえなくても、大精霊のサリィには聞こえたのか」

　ここで初めて、サリィが人間以外の「何者か」であることを実感した。

「笛を使っているなら、多様な合図が可能だな」

「あとは、どこで指示を出しているか、か」

「それならさ」と菜々子が手を挙げる。「頂上の手前に、大きな岩が迫せり出だしたところがあったよ。あそこなら、山のこっち側全体を見下ろせると思うんだ」

　おそらく、そこだ。

　駿介たちは顔を見合わせて頷うなずいた。

　仕掛けがわかれば、不意打ちもそれほど怖くない。冷静に対応できれば、充分に撃退が可能なのだ。

　できれば、そのまま最後の一匹まで迎撃したいところだったが、ゴブリンがどれほどの数を揃そろえているかわからなかったし、なにより、消耗戦に陥ったら、人数も経験も少ない駿介たちのほうが不利なのだ。

　だから、一匹ずつ退治するよりも、大おお本もとをたたく必要があった。

　頂上付近になると、樹木がまばらになり、見通しが良くなる。見上げた先には、菜々子の言うように巨大な岩が迫り出しており、その上で、何者かがこちらを見下ろしていた。

　そいつは、背恰好こそゴブリンと同じだったが、やたらとジャラジャラとした装飾品を身に纏い、頭には王おう冠かんのようなものまで載っけた、いかにも偉そうなゴブリンだった。

「あれが、ゴブリンのリーダーか？」

　通称、ゴブリンロード。そいつの手には、案の定、手の中に収まりそうな、小さな笛のようなものが握られていた。

「あいつが親分なんだね。だったら、さっさと決めちゃおう！」

　菜々子が先手必勝とばかりに、ライフルショットをお見舞いする。だが、ゴブリンロードの手前で、魔力の弾丸が壁にぶち当たったかのように弾はじかれた。

「えっ、なにっ!?」

「魔力障壁だ。それも、かなり強力なのを張り巡らせているぞ」

「そんなのもあるの!?」

　試しに、菜々子は必殺技を一つ、放ってみせる。だが、必殺の一撃をもってしても、魔力の壁を打ち破ることはできなかった。

「オ、愚かなル、人間どもヨ……」

「げっ、しゃべった!?」

　ゴブリンロードともなれば、人語を解することもできる。村人を脅していたのだから、それぐらいの芸当は朝飯前なのだろうが、実際に耳にすると、やはり異様な感覚はぬぐえない。

「ヨ、よくも、やってくれたナ……。我らガ住すみ処かを荒らしタ、その報いヲ、受けるがいイ……。森の精霊ヨ、その身に怒りを宿シ、我らが聖地を汚す無法者を退けヨ──ワームズバインド！」

　しかし、なにも起こらない。拍子抜けする駿介だったが、マリカは気を抜かなかった。

「長文の詠唱だ！　油断するな！」

「そういえば、ゴブリンにも文字数の規制は適用されるのか？」

「魔物のような信仰心のない連中には関係のない話だ。魔力を持たないヤツも多いしな」

「じゃあ、なんであいつは魔法を使えるんだよ！」

「例外はどの世界にもいるものさ」

「つーか、神様はこんなヤツらの言葉も聞き入れるのかよ！」

「神は万物に対して平等なのだ」

「なんて迷惑な博愛精神だ！」

　そのとき、駿介たちの近くに、なにかがドサリと落ちてきた。

「ぎ、ぎゃぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　凄まじい悲鳴を上げたのは菜々子と清花だ。

　落ちてきたのは、一抱えもあるような、巨大な芋虫だった。それが何体も、地面でうごめいている。

　さらに反対側からは、これまた小型の車くらいの蟻ありのようような虫が、わらわらとやってくる。

「ちょ、ダメ！　私、虫はダメ！」

「佐嶋！　は、早く、なんとかしなさい！」

「まずいぞ、シュンスケ」

　マリカが焦あせりの声を出す。

「芋虫はともかく、あの黒い虫は素早く皮ひ膚ふも硬い。おまけに何でも嚙み砕く強きよう靱じんなあごを持っている。嚙かみつかれたら、あの大きさだ。肉どころか骨まで持って行かれるぞ！」

　忠告された先から、蟻もどきが襲いかかってくる。

　なんとか躱かわすが、その先にあった樹木が一嚙みで食いちぎられた。もし体のどこかに食いつかれていたらと思うと、ゾッとする光景だった。

　さらに、菜々子と清花は戦力にならない。萌絵も、悲鳴こそ上げないが、青い顔で腰が引けている。まともに戦えそうなのは、駿介とマリカだけだった。

　試しにライフルショットを撃ってみるが、マリカの言葉通り、皮膚の表面を傷つけることなく、あっさりと弾かれてしまった。

「魔力の銃弾が効かないのかよ!?　ど、どうするんだ!?」

「それはこっちが訊きたい！」

　いきなりの、大ピンチだった。

　そもそも、この虫たちをどうにか撃退できても、ゴブリンロードにはなんの被害も及ばないのだ。

　仮にあの魔力障壁を破ったとしても、ゴブリンロードは洞窟内に引きこもってしまうだろう。そうなると、洞窟内を攻略しなくてはならないのだ。それは駿介たちにとって、至難の業である。

　駿介たちに求められるのは、この苦境を脱し、魔力障壁を破りつつ、洞窟を攻略する以外の方法で、ゴブリンロードを倒すということだ。しかも、なるべく目立たないように。そんなこと、できるはずがない。

「……一度、撤退するべきだな」

「そんな！　逃げるの!?」

　マリカの提案に、清花が難色を示す。

「しかし他に方法はない！　それとも、なにか有効な手があるのか!?」

「そ、それは……」

　虫たちをまともに見ることすらできない清花なのだ。どうにかできるくらいなら、とっくにどうにかしているだろう。

　虫たちはジリジリと距離を詰めてくる。完全に、駿介たちを獲物として狙いを定めているようだ。

「だったら、俺が殿しんがりを務める！　みんなはとにかく山を下りるんだ！」

「ちょっと待ってよ！」

　この提案にも、清花が口を挟んできた。

「あんた、また自分を犠牲にするようなことをするつもりなの!?」

「しかたないだろ！　俺にはこれくらいしかできないんだから！」

　その言葉に、清花はなぜか傷ついたような表情になった。次いで、なにかを決意したような、いかめしい顔つきになる。

「……だったら、私がなんとかしてみせる」

「できるのか!?」

「わからない。でも、佐嶋にだけ、ムリはさせられないから……。だからみんな、少しだけ時間を稼いで！」

　戦うことを渋っていた清花が決意を固めたのだ。どんな心境の変化があったのかはわからないが、その気持ちを無下にはできなかった。

「……わかった！」

　そう答えて、マリカと二人で清花の前後を挟み込み、襲いかかってくる虫たちを払いのける。

　菜々子と萌絵も、涙目になりながらも、よろよろと攻撃を躱し、矛ほこ先さきが清花に向かないように奮闘していた。

　だが、そう長いこと続けられるものでもない。足場が悪いこともあって、いつ態勢が崩れるかわかったものではないのだ。

「野木ちゃん、まだなの!?」

　菜々子が悲痛な叫びを上げる。しかし、清花は答えない。何事かを、一心不乱に呟つぶやいている。

　ゴブリンロードが、再び魔法を使う。数を増やした虫たちが、駿介たちを取り囲むようにして立ちふさがった。

　退路を断たれ、駿介たちは自然に身を寄せ合う。もはや、時間を稼ぐのも限界だった。こうなれば、自分が突破口を開くしかない。そう決意したときだった。

「Heiaha! Heiaha!」

　清花の鮮烈な声が、突き刺すように鼓こ膜まくを震わせた。

　そのあまりに直接的な威厳に溢あふれた声は、駿介たちだけでなく、虫たちの動きまでも止める。

　大きく息を吸い込むと、清花は力強く、朗ろう々ろうと歌い出した。

「Nur Todgeweihten taugt mein Anblick; wer mich erschaut, der scheidet vom Lebenslicht. Auf der Walstatt allein erschein' ich Edlen: wer mich gewahrt, zur Wal kor ich ihn mir!」

「……え、英語？」

「たぶんドイツ語、のような気がする」

　戦場であることも忘れて、駿介と萌絵はその歌声に聞き入ってしまった。二人だけではない。菜々子も、マリカも、虫たちも、そしてゴブリンロードさえもが、攻撃の手を休め、清花の歌声に聞き入っているようだった。

　それだけ、彼女の歌声は力強く、それでいて清らかで、耳に心地よかった。

「Drum rüstig und rasch, reite zur Wal──Walküre!」

　一瞬の間を置いて語気を強めた瞬間だった。

　突如として、駿介たちの周囲に。天てん馬まに乗った女性が現れた。それも、九人。

　彼女たちは鎧で完全武装し、手にはそれぞれ、剣や槍が握られている。

　なにが起こったんだと問いただす前に、清花は叫んだ。

「ワルキューレ！　力を見せつけなさい！」

　清花の声を合図に、ワルキューレと呼ばれた少女たちは、手にした武器を突き出すように虫たちへと突進していく。

　芋虫は剣で真っ二つに切り裂き、巨大蟻は一人が突進して体を浮かせ、がら空きになった柔らかい部分を槍でぶち抜いていく。

　攻撃力もさることながら、その見事な連携に、虫たちは次々に数を減らしていった。

　最後の一匹を仕留めると、清花の視線はゴブリンロードに向けられる。

「最後の獲物はあいつよ！」

　指示通りに、ワルキューレは岩場の上に立つゴブリンロードに向かっていく。

　だが、魔力障壁が邪魔をして近づけない。

　ニタリと笑うゴブリンロードだったが、次の瞬間にその表情は愕がく然ぜんとしたものに変わっていた。

　ワルキューレが、その身に炎をまとって、寄り集まる。

　一つ一つは小さな火でも、九人も集まれば巨大な炎となる。

　全員で一気に突進し、これまでびくともしなかった魔力障壁を、あっさりと貫いた。

　難攻不落の要よう塞さいを落とされ、ゴブリンロードは驚きよう愕がくの表情を浮かべたまま、その場にへたり込んだ。周りをワルキューレが取り囲み、武器を突きつけて動きを封じる。

　あまりに唐突な決着に、駿介たちは言葉もなく立ち尽くすことしかできなかった。

　やがて、清花がふっと息をついたことで、ようやく呪じゆ縛ばくが解ける。

「か、勝った、のか？」

「……だろう、な。リーダーを抑えてしまえば、あとは烏う合ごうの衆しゆうだ。統制のないゴブリンなら、村人たちだけでも対処できるだろう」

　そうとわかれば、次に気になるのは当然、あの武装した少女たちだ。

「の、野木さん？　彼女たちはいったい、何者なんだ？」

「なにって、北ほく欧おう神しん話わに出てくるワルキューレよ」

　聞いたことがある。確か、勇者の魂をヴァルハラへと導く戦いくさ乙女おとめだったか。

「さっきの外国語は？」

「ドイツ語。というか、オペラの一節ね」

「お、オペラ？」

　清花は少し照れたように頰ほおを染めた。

「佐嶋が体を張って頑張ってるんだから、私も私なりに、この世界で自分ができることをしてみようって思ったの。じゃあ、なにができるのかなって考えたら、自分の趣味が生かせそうかなって」

「趣味って？」

「歌うこと。なかでもオペラは神話とかを題材にしてるから、いろいろ使えるかなって」

「い、意外だな……」

「そう？　小さい頃から、ずっと声楽を学んでたんだけど」

　毎日のように遊び歩いているというから、カラオケが趣味でもおかしくはないが、オペラとなると印象がまるで違ってくる。しかも、声楽を学んでいたということは、もはや趣味の範はん疇ちゆうを超えているのではないだろうか。

　清花はワルキューレたちを仰ぎ見た。

「うまくいくかは半信半疑だったけどね。ドイツ語だったし、歌っちゃったし。でも、神しん言ごんの詠唱と最後の呪文さえあればなにかしらは起こってくれるとは思ったけど」

「そ、そうか、あのドイツ語部分は神言の詠唱だったのか……。ちなみに、なんて言ってたんだ？」

「意訳すると、『行くぞ、ワルキューレ！』みたいな感じかな？」

　意訳しすぎではなかろうか。

「ちょ、ちょっと待ってくれ……」

　マリカが、呆ぼう然ぜんとした面持ちで声をかけてきた。

「さっき、貴様が口にした言葉はなんだ？　古代語かなにかか？」

「えっ？　うーんと、私たちとは違う国の言葉よ」

「国ごとに言葉が違うのか!?」

「だいたいそんな感じかしら」

「ま、まぁ、そういうこともあるのだろう。しかし……、あの天馬にまたがった彼女たちは、何者なんだ？」

「だから、北欧神話の……、って言っても、マリカにはわからないか。えっと、地球の神様たちが出てくるお話の戦乙女で……」

「そ、そういうことではなく！　その……、彼女たちは、魔法なのか？」

「えっ？　ええ、まあ、そうなるかしら？」

「魔力が、人の形をとるだと!?」

　目を剝むくマリカの驚きっぷりに、駿介たちも興味をそそられる。

「そんなに凄すごいことなのか？」

「凄いというか、聞いたこともないぞ！　だいたい、あれは貴様らの世界の神なのだろう？」

「神様の娘たちだけどね」

「些さ細さいなことはどうでもいい！　なぜ異世界の神を、こちらの世界に呼び出すことができるんだ!?」

「そんなの、知らないわよ。別に、本物を呼び出してるわけじゃないし」

『イメージができてれば、異世界の産物だろうが関係ないんじゃない？』

　答えたのはサリィだ。駿介はポケットから携帯を出してやる。

「し、しかし、ジュノー様が異世界の神を容認するようなマネをするとは……」

『私だったら会ってみたいけどね、異世界の神様にも。ジュノー様だって、同じ立場の神様がいたら嬉しいんじゃない？』

　友だちがいたら嬉しいんじゃない、くらいのノリで言う。

『それに、清花ちゃんの歌声は私の心にもちゃんと響いたわ。そこに込められた想いは、ジュノー様にも届いたはずよ』

　神言は神に言葉を伝えることが基本だ。それがただの台詞せりふだろうが歌声だろうが、かまわないらしい。

『それどころか、歌のほうが感情がこもる分、より伝わりやすいかもね。あんな綺き麗れいな歌を聴かされたら、ジュノー様だって贔ひい屓きしたくなるんじゃない？』

「贔屓!?」

　マリカは目を剝いた。先ほど、神は万物に対して平等だと言い切っただけに、その言葉は衝撃以外の何物でもなかっただろう。

『だって、神言はジュノー様に言葉を伝えるのよ？　気持ちが乗っていたほうが、どういうことを伝えたいのかわかりやすいじゃない』

「そ、それは、その通りかもしれませんが……」

『私だったら、九人とは言わず、ワルキューレちゃんの一〇〇人や二〇〇人、どどーんとサービスしちゃうんだけどなぁ』

「さ、サービス……」

　もはや二の句が継げない状態だ。

『それより……』サリィは物珍しげにワルキューレを見上げた。

『普通、魔法っていうのは発動したら一定の効果を発揮した時点で自動的に消滅するのよねぇ。そうでなければ、火も水も風も、ずっとそこにあり続けたら危険でしょ。なのにあなたの魔法はどういうことなの？　なんでいつまでも消えないの？』

「さあ？　というか、逆にどうやったら消えるんだろ？」

　マリカとサリィは目を合わせて、盛大なため息をついた。

「どうしよう。えっと、みんな、そいつを連れてきて」

　言われるがままに、ワルキューレはゴブリンロードを抱えて降りてくる。

「ありがとね。じゃあ、もう帰っていいわよ」

　清花が声をかけると、それが合図だったかのように、ワルキューレたちは姿を消した。マリカとサリィはあごが落っこちるのではないかというくらい口を開けて驚いた。

「発動した魔法に、命令を与えることができるだと……!?」

『もしかして、発動した魔法を自由に操ることができるの……!?』

「……さあ？」

　なにやら、清花はとんでもないことをしでかしたらしい。

　マリカはともかく、世界を統括するという大精霊までが仰天しているのだ。いかに現実離れしているかがよくわかる。

　しかし、駿介たちにとっては、それほど大仰には感じられないのだ。

　いちおう、漫画やゲームなどで、「招喚」という概がい念ねんがあるせいだろう。魔力が人の形をするというのは、多少、驚かなくもないが、天地がひっくり返るほどの騒ぎではない。

「き、貴様ラ……」

　ゴブリンロードが、震える声で口を開く。駿介たちに囲まれ、もはや抵抗の意思はないようだった。

「いったい、何者ダ……？　あの力ハ、いったい、なんダ……？」

「正直、俺たちにもよくわからないんだよな」

「こんなにうまくいくとは思わなかったしね」

　まともな答えが返ってこないとわかると、ゴブリンロードは悔しそうに口元をゆがめた。

「このままデ、済むと思うなヨ……？」

「なんて強がり言ってるけど、こいつどうするの？」

「本来なら、さっさと首を落とすところだが……」

　菜々子と清花が、全力で首を振った。

「ならば、近くの町まで送り届けて教会の聖騎士にゆだねるしかないな」

「お、モルカ村以外の人たちと会えるんだね」

　菜々子が嬉き々きとした声を上げる。戦いが終わったことで、緊張が解けたらしい。

「できれば、人目に触れるのは避けたいんだがな」

「なんで？」

「神言魔法を使うゴブリンを倒したとなれば、顔も名前もそこそこ知られてしまうからな。貴様らにとっても、あまり好ましくはあるまい」

「うーん、でも他に方法はないし、この世界のことを知る、いい機会だと思うんだけどなぁ」

　それもそうかもしれない。

　いつまでフレアルードにいるかはわからないが、当面はこちらで生活しなければならないのなら、少しでも世界の様子を知っておいたほうがいい。

　マリカはなぜかあまり乗り気ではなさそうだったが、全員で近くの街まで行くことになった。





　　　　　４






　ずいぶん長いこと戦っていたような気がしたが、実際はそれほどでもなかったようだ。

　陽の高さがまだそれほどでもなかったので、いわゆる午前中の時間帯だった。

　街までは近いとは言っても、移動手段は徒歩なので、一時間くらいかかった。

　途中、村の女の子たちが密ひそかに渡してくれたというパンを平らげて空腹を満たした。その際に、駿介は気になったことをサリィに尋ねてみた。

「そういえば、携帯の電池、まったく減らないけどどうしてなんだ？」

　ずっと電源が入りっぱなしなのに、減る様子が見られないのだ。一昨日おとといから内蔵された機能で、いろいろと調べたりしていたし、いまもこのおかげで時間の概念を知ることができたのだ。減らないに越したことはないが、不思議なのも確かだ。

『私に訊かれても困るわよ』

　サリィは迷惑そうに答えた。

『まあ、私の魔力がそのデンチ？　とやらの代わりになってるんじゃない？』

「ってことは、サリィがいる限り、電池切れの心配はしなくていいってことか」

　自分の携帯が魔道具と化してしまったようで、なんだか複雑な気分である。

　ちなみに、菜々子たちの携帯や持ち物は、元の世界に置き去りにされてしまったらしい。あのとき、身につけていた物だけが、フレアルードに持ち込まれたのだ。

　そうしてたどり着いた街は、期待していたよりもずっと小さな街だった。地球で言うところのシャッター商店街程度の人通りしかないのだ。

　それでも、モルカ村に比べれば遙はるかに人出は多く、商店などもいくつか軒を連ねていて、久しぶりに人々の喧けん噪そうを聞いた。

「わたくしは、ここで待とう」

　街に入る寸前になって、マリカがそんなことを言い出す。

「なんでだよ、マリカが案内してくれないと困るだろ」

「教会は街の中心にあるあの建物だ。迷うことはない。それに、こいつを連れて街中を歩くわけにも行くまい」

　縛り上げたゴブリンロードに目をやる。

　確かに、こいつを連れて行ったらパニックになるだろう。しかたなく、駿介たちだけで教会を目指すことになった。

「街の様子からするに、まだあの山で戦いがあったことには気づかれていないようだな」

「気づかれていたら、俺たちの努力が水の泡だもんな」

「いいか、街中でも教会でも、余計なことはしゃべるなよ。どうやってゴブリンを倒したのかも、できるだけ曖あい昧まいにするんだ」

「そんな忠告をするくらいなら、一緒に行ってくれればいいのに」

「まあ、そうなのだが、な……」

　妙に煮え切らない態度を不審に思う。

「それから、全員ローブを脱いでいけ。神官の格好をしていったら、どこの所属か問われるぞ」

　それはまずいと、みんな慌ててローブを脱ぎ、マリカに渡す。

「制服姿じゃ、まずいんじゃないか？」

「東方からの旅人だと言えばいい。それで妙な恰好も納得してくれるはずだ」

　半ば強引に押し切られる形で、駿介たちは教会へと向かうことになった。

　教会は、街の中心部にある一番高い建物だった。見た目は地球にある教会と似たようなものだが、街の規模から考えると少し大きすぎるような気もした。それだけ、人々から教会への寄進が行われているということなのだろう。こういうところからも、教会への信頼が見て取れた。

　教会の中も、漫画やゲームで見た教会とそっくりだった。

　いくつもの長イスが整然と並べられ、一番奥には祭さい壇だんと大精霊であるところのサリィの像が祀まつられている。神の像ではないところが不思議ではあるが、実際に人前に姿を現すだけ、サリィのほうが人々にとって親しみのある存在なのだろう。

　長イスには、七、八人が思い思いの場所に座って、雑談したり祈りを捧げたりしている。

　祭壇の前で、町の人と話し込んでいた神官らしき男が、駿介たちに気がついた。

　笑顔で近づいてきた神官は、駿介たちの恰好に気づいて不審な表情を見せたが、マリカに言われたとおり、「東方から来ました」と伝えると、すぐに納得して笑顔を取り戻した。こうなると、一言で納得させる東方人とやらを拝んでみたくなる。

　駿介が一通り事情を説明すると、神官は「ちょうどよかった」と相好を崩した。

「いま、グスマン様がいらっしゃっているんです。あの方に対応をお願いしましょう」

「グスマン？」

「あ、知りませんか。そうですよね、東方からいらっしゃってるわけですし。グスマン様は、ここランドベルズで最強の呼び声も高い聖騎士なんです」

　最強、という言葉に、菜々子は目を輝かせ、駿介は一歩引いた。まずいことにならなければいいのだが。

　神官は我がことのように、説明を続ける。

「グスマン様は、元は王国の近この衛え騎士でしたが、人々のためにより力を使いたいと教会に下り、聖騎士となったのです。そのままいけば近衛騎士団長に上り詰めることもできただけに、人々からは驚きと賞賛を持って迎えられました」

「相当な、人格者みたいですね」

「もちろんです！　その特殊な経歴と人脈を生かし、『特任聖騎士』という国内唯一の役職を与えられ、教会だけでなく、いまもって王宮にも強い影響力を持つお方なんですよ！　グスマン様は我々神官や聖騎士だけでなく、国民全員の憧れの存在なんです！」

「でも、どうしてそんなすごい人が、えっと……、この小さな街に？」

「ははは、気持ちはわかります。我々も驚いているくらいですから。まあ、一言で言ってしまえば視察ですよ。いまは国中の教会を見て回っているようで。それとは別に、なにか密命を帯びている気もしますがね」

「密命？」

「いえ、これは私のただの勘ですから。気にしないでください。ただ、私が想像するに、グスマン様は……」

「なんの話だ？」

　いきなり、腹に響くような低い声が割って入った。

　ギョッとして声のした方を向くと、一人の大男がこちらへやってくるところだった。

「ぐ、グスマン様……！」

　神官が慌てたように居住まいを正す。

　神官だけではない。町の人たちは全員立ち上がり、背筋を伸ばしてグスマンに視線を向けている。その目には、憧れと陶とう酔すい、そして畏い敬けいの念が含まれていた。

「グスマン様だ……」

「おお、グスマン様のお姿を間近に見られるとは……」

　偶像のサリィより身近な聖騎士、らしい。サリィが『なによ、私のほうが偉いのに』とぼやくのを黙殺して、駿介たちはグスマンと対面した。

「いったい、なにを話していたんだ？」

「あ、その、この者たちが、ゴブリンを退治して捕らえたということでして……」

「ほう？」

　大柄な体に見合った野太い声である。無骨ではあるが、意外に整った顔立ちは、いかにも騎士といった風格だ。

　駿介たちから話を聞くと、グスマンは感心したように頷いた。

「貴様らだけで、ゴブリンを退治したのか？」

「は、はい」

「なるほどな。しかし、見たところそれほど修羅場をくぐり抜けてきたようには見えないが……、よほど優秀な指揮官がいるらしいな」

「は、はい」

「誰が、その役目を担っているのだ？」

「こ、ここには、来ていません」

　本当は、外で待機していると答えても良かったのだが、咄嗟にウソをついてしまった。

　自分でもよくわからないが、自分たち以上に、マリカ自身が人目に触れたくないのだと感じていたからだ。

「残念だ。ぜひ、話を聞いてみたかったのだが……」

　それほど強い口調ではないのに、体格のせいでかなり圧迫感がある。騎士という性質もあって、威圧感も強めだ。

　挫くじけそうになりながらも、彼の前に女の子は立たせられないと自分を鼓こ舞ぶし、会話を続ける。

「お、俺たちは、ゴブリンのリーダーを連れて行けといわれただけなので……」

「まあ、しかたがない。それより、モルカ村といえば最近、あの辺りをレドンという大型モンスターが飛び回っているらしい。いくつかの街や村で被害が出ているようだが、大丈夫なのか？」

「え、えっと……」

　いきなり、聞いたことのない単語が出てきて戸惑う。

　レドンとかいうモンスター？　なんのことだ。

「モルカ村に隣接する森が、いつの間にか切り開かれていたらしい」

　ギクリとして、駿介は息をのんだ。内心の動揺を悟られないように注意しながら、ゆっくりと頷く。

「あれは、レドンの仕し業わざではないのか？」

「そ、そうです」

「ならばなぜ、我々に伝えてこないのだ」

「そ、それよりも、ゴブリンたちのほうが、差し迫った危機だったので……」

　ウソにウソを重ねていく。これでいいのかと心配になってくるが、本当のことは言えない。

「そうか。まあいい。どのみち、我々も近いうちに調査に向かう予定だったからな」

　ドッと冷や汗が流れる。このままでは駿介たちの仕業だと発覚してしまうのも時間の問題だ。

　ゴブリン退治の報ほう酬しゆうに、村人に駿介たちのことを黙っていてもらうか、グスマンが来る前にモルカ村を出発する必要があるだろう。

「も、もしかして、グスマンさんはそのモンスターを討とう伐ばつするために？」

「それもある。しかし、本来の目的は人捜しなのだ」

「人捜し？」

「誰かは明かせぬがな。まあ、貴様らには関係のないことだ。とにかく、そのうちモルカ村には立ち寄らせてもらう。その際にはまた協力してもらうことになるだろう。優秀な指揮官に、よろしく伝えておいてほしい」

「は、はい……」

　グスマンの指示で、神官が二人、街の外にいるゴブリンを引き取りに向かった。そこでようやく、駿介たちは解放されることとなった。

　教会を出る寸前、駿介は何気なく振り返った。

　グスマンが、じっとこちらを見つめていた。

　まるで、駿介のウソなど最初から見透かしていたように感じられ、薄ら寒いものが全身を撫なでる。

　駿介は精一杯冷静さを取り繕い、一礼して教会を出た。

　外気に触れたとたん、盛大なため息が漏れた。それはみんなも同じようで、ドッと疲れが出たようだった。

「なんか、すごい圧迫感だったね」

「プロレスラーが目の前にいたら、あんな感じなのかしら」

「あれが、戦士の風格ってやつなんだろうな」

　口々に感想を述べていると、ゴブリンを連れて戻る神官たちとすれ違った。その先にいるはずのマリカの姿が見えなくて不安になったが、街の外に出ると、まるで門の影に隠れるようにして待っていた。

「マリカ、なにやってんだよ」

　そう訊いたのは、隠れていたことよりも、神官のローブを身に纏っていたせいだ。しかも、フードを目深にかぶって、一見するとマリカとは判別できない姿になっている。

「いや、別に……。日差しが強くなってきたからな。それより、問題はなかったか？」

「たぶん。ただ、もしかしたら、なにか怪しまれてるかもしれない」

「なんだと？」

「この街に、グスマンってヤツが滞在してるんだ」

「グスマンだと!?」

「知ってるのか？」

「ランドベルズだけでなく、近隣諸国にも名の知れた男だからな。そうか、ヤツがここにいるのか……」

　なにやら、難しい表情になって考え込む。

「……マリカ？」

「あ、ああ、すまん。とにかく、わたくしたちの役目は終わったのだ。村に帰って、早く報告してやろう」

「そう、だな」

　なんとなく腑ふに落ちないながらも、駿介はそう答えるしかなかった。
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　村に戻り、マリカがゴブリンを退治したことを報告すると、待ち構えていた女の子たちは歓声を上げて喜んだ。その喜びの輪は、家族へと伝わり、親類、隣近所を経て、村中に広がっていった。

　しかし、駿介たちの姿を認めると、潮が引くように収まってしまう。ゴブリンを退治したくらいでは、警戒は解けなかったらしい。

　それでも、村が救われたことには変わりがない。

　村人たちは、ささやかながらも広場で歓待の宴うたげを催してくれた。

　どこかぎこちなくもてなす大人たちとは対照的に、子どもたちは大はしゃぎだ。久しぶりに明るい話題ができたことで、これまで溜たまっていた鬱うつ憤ぷんを晴らすかのようだった。

　いつしか、広場の中心ではマリカの独演会が始まっていた。ゴブリン退治の様子を、意外なほどの臨場感で語ってみせたのだ。

　子どもたちは目を輝かせながら聞き入っていた。こうした様子に、少しでも村の人たちの警戒が解けるといいなと、駿介は思った。

　マリカの語りが終わると、次なる人気者は清花となった。

　ゴブリン退治の一番の功こう労ろう者しやということもあるが、子どもたちの興味はもっぱら彼女の歌声にあるようだった。

　しかし、子どもたちに囲まれた清花は、なぜか困ったような、戸惑ったような表情で佇たたずんでいた。駿介と目が合うと、それが救いの手でもあったかのように、ホッとした様子で子どもたちの輪をかき分けて近づいてきた。

「どうしたんだよ。みんな期待してるんだから、歌ってあげればいいじゃないか」

「簡単に言わないでよ。私の歌なんて、人に聴かせられるような物じゃないし」

「そんなことはないだろ。俺は野木さんの歌を聴いてハッとさせられたし、ゴブリンでさえ耳を傾けてたんだから」

　清花はどこか恨めしげな視線を駿介に向けてきた。

「本当？」

「本当だって。おいおい、いつものふてぶてしさはどうしたんだよ。そんなに自信がないのか？」

「自信もなくなるわよ……。だって、凄い久しぶりに歌ったんだから。自分の中でも、あまり満足のいく出来じゃなかったし」

「久しぶり？」

「そう、三年ぶりね。あ、私ね、これでもいいところのお嬢様だったのよ」

　意外ではあるが、口調やときおり見せる仕草に納得できるものがあった。

「習い事も一通りこなしたかな？　ヴァイオリンに、ピアノに、声楽に」

　本当にお嬢様な習い事である。

「なるほど、だからあんなにうまかったんだ」

「そうでもないわよ。三年もブランクがあるせいで、声は上ずるし、息は続かないし、散々だったわ」

　ずいぶんと、自己評価が低いようだ。いや、理想が高い、と言うべきか。

「でも、三年のブランクって？」

　唇を嚙みしめる清花に、駿介は地雷を踏んだと自覚した。

「いまも、音楽をちゃんとやってるように見える？」

「いや、申し訳ないけど……」

　毎日のように男子たちと遊び歩いている様子からは、とても音楽をやっているようには見えなかった。

「なんで、やめちゃったの？」

「父の経営する会社が倒産したのよ」

　いきなりハードな展開に、駿介の心は挫けそうになる。しかし、ここで脱落するわけにはいかない。

「ある日突然、借金持ちの極貧生活に突入よ。当然、音楽なんかやってる場合じゃない。ああいうのって、ものすごくお金がかかるから」

　プロのレッスンを受けるとなれば、一回で何万もするのだという。

　遊びで楽器を続けるのならともかく、ある程度のレベルでやっていこうとすると、どうしても高額なお金が必要になるのだ。

「だから、それから音楽はやってない。楽器も売っちゃったしね」

「う、うん」

「それからは、毎日がつまらなくて、おもしろいことを探そうと必死になって、柄の悪い友だちとも付き合うようになって、ちょっと危険なことにも手を出したりもした。何かがくすぶったまま、半年くらいが過ぎて、それで、あの日、佐嶋に出会ったの」

　核心に迫り、思わず背筋が伸びる。

「あのときの佐嶋は、正直に言って、かっこ悪かった。絶対に勝てそうもないのに恰好つけて、その……頭がおかしいんじゃないかって思った」

「安心してくれ。その辺は自覚してるから」

「ごめんね。でも、徐々に違う面が見えてきた」

「違う面？」

「普通はやらないこと、できないことを、佐嶋はやってのけた。じゃあ、なんで彼はそんなことをしたんだろうって興味がわいた。そんな行動に走らせた理由が知りたくなった」

「…………」

「いろいろ考えて、推測したら、実はものすごく意志の強い人なんじゃないかって結論になった。理由はともかく、自分のやりたいことを、まっすぐに実行できる人なんじゃないか、自分のやることを、全力で楽しめる人なんじゃないかって」

　真剣な表情のまま、告げてくる。

「それで、その男の子と無性に話がしたくなった。もしかしたら、この人なら、鬱々とした日々を変えてくれるんじゃないかって。だから、高校に入って同じクラスにあのときの男の子の姿を見たとき、胸が弾んだわ。でも、あなたは人を寄せ付けない雰ふん囲い気きを纏ってたし、全然、話しかけるきっかけがつかめなかった」

「……ごめん」

「謝ることなんてないわよ。三年前のことを思えば、そうなっても当然だろうから。私も、そう言い聞かせて、それでも、ずっとタイミングを見計らってた。そして……」

　あの日の放課後に繋がるわけだ。

「もしかして、あの日、思い切って話しかけようとしてた？」

「してた。だから残ってたのに、菜々子に先を越されちゃったせいで、変な風に絡んじゃったわ」

　なるほど、駿介の好みのタイプを気にしたのは、本当に純粋な好奇心からだったのか。

「……残念だったな」

「なにが？」

「俺は、野木さんが思うような人間じゃないよ。三年前のことをいつまでも引きずって、海原や野木さんに気を遣わせて、迷惑かけて……。とても、なにかを変えられるような力を持ってるとは思えない」

「佐嶋って変に卑屈よね。これだけ感謝されたら、少しくらい舞い上がってもいいんじゃない？」

「舞い上がれるようなことがないからだよ」

「そんなことないわよ。私、佐嶋の意外な面を見て感動したし」

「意外な面？」

「むしろ、変わってないところかな？　正義感の強いところとか」

「…………」

「自分の身を挺ていしてでも、誰かを守ろうとするところとか」

「…………」

「あれはね、ちょっとだけ、かっこ良かった」

　清花はいたずらっぽくほほえむ。

「ま、ちょっとだけだけどね。私が惚ほれ込こむようになるには、まだまだレベルが足りないけど」

「そ、そうか……」

　残念なような、ホッとしたような、複雑な気分だった。

　言われっぱなしも癪しやくなので、駿介は反撃に出ることにした。

「だったら、野木さんも、もう少し舞い上がってもいいじゃないか？」

「は？　なんのこと？」

「歌についての評価。ずいぶん卑屈になってるみたいだけど、俺は凄いって思う。もうちょっとこの言葉を受け容れてくれてもいいんじゃないか？」

「そうは、言われても……」

「野木さんの理想が高いことはなんとなくわかるよ。でも、ブランクがあるなら、いまからでも埋めていけばいい。少しずつ、理想に近づいていけばいいんだよ」

「だから、簡単に言わないでよ」

「歌が、好きなんだろ？」

　その言葉に、清花は虚を衝つかれたような表情になる。

「ただ言葉を詠唱すればいいだけなのに、わざわざ歌っちゃうくらい、歌うことが好きなんだろ？」

　清花がどんな表情で歌っていたのかまでは、思い出せない。けれど、駿介の耳には清花の歌声がハッキリと残っていた。

　その声は、押さえきれない喜びに溢れていた。隠しきれない、歌うことへの渇かつ望ぼうを感じ取ることができた。

　ド素人しろうとの駿介にでさえ伝わったのだ。その感情が、清花の強い想いであることは間違いないはずだった。

　清花は俯うつむいた。

「好きよ、悪い？」

「悪いなんて言ってないだろ」

「そうね。でも、好きなだけじゃ、世の中はどうにもならないのよ」

　諦めているのか、不満を抱えているのか、よくわからない口調で清花は言った。

　でも、諦めてほしくない、というのが正直な思いだった。

　あれだけの素晴らしい独唱ができるのだ。このまま埋もれさせてしまうのは、多くの人にとって損失ではないだろうか。

　駿介にできることなど、おそらくほとんどない。けれど、自分の生いき甲が斐いを、簡単に諦めてほしくなかった。

「元の世界じゃ、どうにもならないんだな」

「そう言ってるでしょ？」

「じゃあ、この世界なら？」

「えっ？」

「この世界なら、好きなだけ音楽ができるんじゃないか？」

「そ、それこそ簡単に言わないでくれる？　この先どうなるかまったくわかってないし、そもそも、生活するだけで精一杯かもしれないじゃない」

「だからこそだよ。生きていくためにはお金がいる。野木さんの歌は、きっと、いいお金になる」

「お、お金？」

「行く先々で歌って、お金を稼ぐ。旅芸人……、いや、吟ぎん遊ゆう詩し人じんって言えばいいかな？　野木さん、楽器もできるんだよね？」

「で、できるけど……」

「やっぱり吟遊詩人なんか向いてるよ。そうやって知名度を上げていけば、いつかは偉い人の前で演奏できるかもしれない。そうなれば、少なくとも生活の心配はなくなるんじゃないかな？」

　自分で言っていて、名案ではないかと思った。

　いまのいままで、目の前のことに精一杯で、先のことなど考える余裕がなかった。けれど、ここから先は、自分たちが生きていく方法を探っていかなければならないのだ。

「もし実現できるなら、こんな世界に来たことも、ムダじゃなかったのかもしれないわね」

「ムダじゃないと言えば、この三年間も、きっとムダじゃないんだよ」

「……どういうこと？」

「野木さんは、自分の歌が散々だって言ってた。でも、俺は、その散々な歌にも心を打たれたんだ。それは技術的なことじゃなくて、心に訴えかける、別の何かがあったんだと思う」

「別の、なにか？」

「それが、三年のブランクなんだよ。やりたいことができない、諦めることしかできなかった、積もりに積もった三年間があったから、溜まりに溜まった想いがあったから、心に響くような歌が歌えたんじゃないか？」

　清花の目に、強い光が宿る。

「そういう見方も、あるか……」

「ごめん、なんか偉そうに言ったね。ホント、素人考えなんだけど……」

「ううん、佐嶋の言うことには一理ある。この三年間を生かすも殺すも、結局、私自身なんだ」

　静かだが、言葉にも力がこもる。

　急に、清花の背後に後光が差した気がした。

　人は、明確な生きる道を見つけたとき、こうやって輝くのかもしれない。

　気がつくと、清花はじっと駿介を見つめていた。

「……なに？」

「えっ？　う、ううん、なんでもない。なんでもないけど、その……、やっぱり、私の目に狂いはなかったんだなって」

「なにが？」

「佐嶋が、私を変えてくれる人だってことが」

「別に、変えた気はしないけどな。単純に、俺が野木さんの才能を惜しんだだけのような気がするけど」

「私の才能を惜しんでくれた。それだけでも充分なのよ」

「ふぅん」

　そういうものなのだろうか。

「だったらさ、いまここで歌ってみてよ」

「はあっ!?」

「なにかを変えたいなら、俺なんかに頼るより、自分の力を信じたほうがいいと思う。だから、いま、歌ってみるんだよ」

「で、でも、私の力なんて……」

「やってみなけりゃわからないこともあるだろ？　これからどうするにせよ、進む道が見えたなら、自分の力がどんなものか、試してみるべきなんじゃないか？」

　清花はなにか言いたげに体を揺すっていたが、やがて諦めたようにため息をついた。

「あんたって、口先がうまいわね」

「せめて言葉が巧たくみと言ってくれ」

「ま、今回だけは、あんたの口車に乗ってあげるわ」

　言って、清花は広場の中心へと向かう。

　そこで、村人たちの訝いぶかしげな視線を浴びながらも、清花は歌い出した。

　舞台慣れしている。駿介はそう思った。

　なんの前置きもなく、いきなり歌い始めるなど、並みの度胸ではできない芸当だ。

　本人は多くを語らなかったが、ステージなどでかなりの場数を踏んでいるのかもしれない。

　清花の歌声は、またしても駿介の胸に、深く染みこんでいった。

　音楽の善し悪しはわからないが、ずっとこの歌声に包まれていたいと思わせるだけの力があることだけは確かだった。

　それは村人たちも同じだったに違いない。

　子どもだけでなく、大人たちも、清花の歌声に聞き入っていた。異端者であるという警戒心を忘れたかのように、じっと耳を傾けている。

　ほらみろ。

　駿介は内心、ほくそ笑んだ。

　やっぱり、人の心を動かすだけの力が、清花にはあるのだ。

　そのことを、清花自身が実感しているかどうかはわからない。ただ、とても楽しそうに、歌えることの喜びを一杯に表現した清花の姿を見ているだけで、駿介は満足なのだった。
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　清花が歌い終わると、広場は爆発的な歓声に包まれた。それがすぐに収まったのは、夢から覚めたように、警戒心を思い出したからだろう。

　それでも、先ほどよりも、村人たちの雰囲気が柔らかくなった気がする。警戒心と同じくらいには、清花への興味がわいてきたのだろう。

「野木さん、凄くかっこいいな……」

　いつの間にか側そばにいた萌絵が呟く。

　確かに、ギャルっぽい見た目にもかかわらず、堂々とした佇まいは、まるで舞台女優のように見えてしまうから不思議なものだ。

　余よ韻いんに浸ひたるかのような萌絵に対し、菜々子はもっと直接的に感情を表していた。

「いやぁ、凄いなぁ。これならお金も取れるんじゃない？」

　下世話なことこの上ないが、自分も同じ発想をしていたので、あえてなにも言わなかった。

「それよりさ、あたしたちって、けっこういいパーティーなんじゃない？」

「パーティー？」

「うん。すごくバランスの取れたパーティー。マリリンがリーダーで、あたしが切り込み隊長で、萌絵ちんが作戦参謀で、野木ちゃんが、ちょっと分類が難しいけど、後方支援兼、収入源」

「ゲームでいうなら勇者、戦士、賢者、商人ってとこか。ん？　俺は？」

「みんなの盾」

「役職ですらねぇ！」

「それか、みんなのいじられ役」

「遊び人ポジションかよ！」

「いやいや、大事なポジションだよ。佐嶋っちのおかげで、このパーティーがうまくいってるようなものなんだから」

「どの辺がだよ」

「どの辺だろうね」

「わかってねぇのかよ！」

　早速いじられていると思うのは気のせいだろうか。

　そのとき、スッとマリカが輪から外れるのが目にとまった。

　はしゃぐ菜々子に対して、なぜか複雑そうな、思い詰めたような表情で離れる姿が気になった。

　そのまま、駿介は後を追いかけ、人ひと気けのないところで、マリカに声をかける。

「あんまり、楽しそうじゃないな」

　声をかけると、マリカはどこか醒さめた表情で頷いた。

「野木さんの歌、お気に召さなかったのか？」

「いや、充分に感動したよ。ただ……その感動を、どう表現していいのかわからなくてな」

「わからない？」

「ずっと一人で生きてきたからな。表現の仕方がわからないんだ」

「子どもの頃とかはどうしてたんだよ」

「周りに人はいた。けれど、心を許せる人はいなかった。それだけだ」

「両親や、家族は？」

「家族と呼べるものは、わたくしにはいない」

　まずいことを聞いてしまっただろうか。

　ぶっきらぼうな返答は、この話題を拒否しているのだと悟る。

　そういえば、サリィの言葉を信じるなら、マリカはランドベルズのお姫様だ。第三王女というからには、少なくとも両親と兄弟がいるはずだ。それは城から出たマリカの中でどのような扱いになっているのだろうか。

「それより、せっかくだから少し時間をもらおう。最初に確認しておきたいんだが……、シュンスケたちは、やはり元の世界に帰るつもりなのか？」

「まあ、方法があるなら、帰るだろうな」

「そうか……。なら、あたくしも約束を守らねばな」

「約束？」

「元の世界に戻る方法に心当たりがあると言っただろう？　ゴブリン退治と引き替えに教える約束だ」

「あ、ああ、そんなこともあったな。なんだか、ずっと昔に交わした約束のような気がするよ」

「密度の濃い三日間だったからな」

「充実した、とも言えるな」

　少しの沈黙のあとで、マリカは続けた。

「最初に言っておくが、あくまで元の世界に戻る手がかりになるかもしれない、その程度の心当たりだからな」

「なんの当てもないよりはマシさ。で？　なにを知っているんだ？」

「事実かどうかはわからないが、遙か昔に、異世界から人がやってきたという話は、聞いたことがある。ただ、昔話程度の話だから、信しん憑ぴよう性せいは低い。とはいえ、まったくのデタラメということもないだろうからな。とにかく、その昔話をたどっていけば、なにかしらの手がかりになると思うのだ」

「そんなもの、どうやってたどるんだ？」

「どこの国にも、古こ文もん書じよ館かんというものがあってだな。そこには太古の昔からの貴重な文ぶん献けんや情報、歴史が収められているんだ」

「なるほど、そこなら、なにがしかの手がかりがあるかもしれないってことか」

「ただ、古文書館に入るには国からの許可が必要になる。それが厄介なんだ」

「どうすれば許可がもらえるんだ？」

「一般市民なら、身辺調査に通れば、時間がかかってもいつかは許可が出るだろう。しかし、シュンスケたちには身元を保証するものがなにもない。流る浪ろうの民に許可が出るほど甘くはないはずだ」

「じゃあ、ダメじゃないか」

「もう一つだけ、可能性がある。国内でなんらかの功績を立てて、報酬に古文書館への入館を申し立てれば、あるいは」

「功績、ねぇ」

「シュンスケたちなら簡単だろう。この世界は、山賊や盗賊も多い。そいつらを捕まえて大量に突き出せば、国も放ってはおけないだろう。なんなら、強力なモンスターを狩ってもいいしな」

　そういえば、グスマンが言っていた。最近、この辺りに大型のモンスターが出没している、と。

「もっとも、教会や国に目をつけられないように魔法に制限をかけつつ、という条件付きだがな。シュンスケたちは一般人扱いになるだろうから、文字数は十文字以内、魔法自体も、フレアルードの住人が理解できるものでなくてはならないだろう」

「ちっとも簡単じゃないだろ、それ」

「しかし、異端者として追われるようになっては意味がない。まあ、方法はいくつかあるということだ。それより明日だがな、できるだけ早く村を発たつぞ」

「えっ、なんで？」

「忘れたのか。グスマンが率いる教会連中が、近いうちにやってくるのだろう？」

　そういえば、すっかり忘れていた。

「だから、できるだけ早く出発したいと思うのだが、シュンスケたちはどうする？」

「どうするって……」

「わたくしと一緒に行くか、それとも行動を別にするか、だ」

「いや、俺たちは右も左もわからない異世界人なんだぞ？　マリカに案内してもらわなきゃ困るよ」

「そうか。ならば、明日の朝は早い。あまり遅くならないうちに切り上げるんだな」

　言うと、まるで逃げるようにしてその場を後にしようとした。ところが、その足が縫い止められたように止まる。

　広場の中心では、清花がアンコールに応える形で、再び独唱を始めていた。

　先ほどとはうって変わって、甘く切ない曲調だった。

　一つ一つの音を、繊細に、けれどたっぷり豊かに響かせ、心の奥底にある感情を引き寄せるように、朗々と歌う。

　この歌声は、厳しい年月を過ごしてきた村人たちの琴きん線せんに触れるものがあったらしい。

　あちこちですすり泣く声が聞こえ、中には涙を流していることにすら気づかないまま聴き入っている者もいるほどだ。

　そして、マリカは背を向けたまま、じっと動かない。

「マリカ？」

　声をかけるが、返事はない。もしかしたら清花の声に聴き入っているのかもしれないと思い、そっとしておこうとした。

　しかし、体が小刻みに震えているのに気づき、慌てて回りこんでマリカの様子を窺う。

　そこで、駿介は目を見張った。

　マリカは泣いていた。けれど、涙をこらえる様子もなく、どこか呆然とした面持ちで、泣いていたのだ。

「ど、どうしたんだ？」

「えっ？」

　言われて、初めて自分が泣いていることに気づいたらしい。ビックリした様子を見せた後、取り繕うように涙をぬぐう。しかし、溢れ出てくるものを抑えきれないのか、ぬぐってもぬぐっても、涙は止まらない。

「あ、あれ？　ど、どうしたんだ、これは……」

　清花の曲に感動しているという感じではない。だが、マリカは振り返って清花に目を向けた。

「大丈夫か？」

「あ、ああ……。心配ない。ただ、ちょっと、懐かしかっただけだ」

「懐かしい？」

「この曲、昔、聞いたことがある気がする」

「ええっ!?」

「いや、もちろん、雰囲気が似ているというだけで、違う曲だろう。それでも、心に訴えかけるものが、似ているんだ。母が歌っていた、子守り歌に」

　王女であるマリカは、ずっと一人で生きてきたという。そんな彼女が、母親との思い出に涙する理由とはなんだろうか。

　清花が歌い終える。今度は、誰も手をたたかなかった。声も上げなかった。

　ただただ、静かにその余韻に身を浸し、この場にいられた幸福を嚙みしめているようだった。マリカも、遠い日に思いをはせるように、じっと佇んでいた。

「驚かせて、すまんな」

「いや、別に……」

　どう気遣えばいいのかわからず、言葉に詰まる。

　どうしたものかと戸惑っていると、「あーっ!?」という素すっ頓とん狂きような声が割り込んできた。

「佐嶋っち、マリリンを泣かせてる!?」

　駿介はギョッとした。菜々子の言いがかりに、狼ろう狽ばいする。

「ち、違う、これは……！」

「あんた、人がいいムードの曲を歌っている隙に女の子を泣かせるなんて、なんて根性してるのよ……！」

　清花までが、額に青筋を浮かべてやってくる。

「い、いや、だからこれは誤解で……」

「問答無用！　ワルキューレ、この不ふ埒らちな男にお仕置きしてあげなさい！」

「持て！　待ってくれ！　ワルキューレはまずいって！　つーかマリカ！　何か言ってやってくれよ！」

　だが、マリカは誤解を解こうとしない。冤えん罪ざいを助長するようなことも口にしない。

　彼女はそれどころではなかった。体をくの字に折って、笑い転げていたのだ。

「って、なんで笑ってるんだよ!?」

「い、いや、すまん。貴様らはどこまでいっても変わらないなと思ったら、おかしくて……」

「へー、マリリンもちゃんと笑えるんだ」

「そういえば、初めて見たわね」

　言われてみれば、駿介も初めてだった。

　これまでずっと、凜り々りしい表情しか見てこなかったのだ。そんなマリカの笑顔は、やはり年相応のものだった。孤独な影を感じさせない、屈くつ託たくのない笑顔だ。

「いや、なんていうか、マリリン可愛いよ！」

「か、可愛い!?」

「普段の凜とした姿もいいけど、やっぱり女は愛あい嬌きようだって！　その可愛い笑顔なら、佐嶋っちも一発で落とせるよ！」

「なんで俺なんだよ！」

「なんでシュンスケなんだ！」

　二人の声がハモって、マリカはさらに笑いのドツボにはまってしまう。

　どうにか笑いを収めたマリカは、息も絶え絶えになりながら呟いた。

「こ、こんなに笑ったのは、生まれて初めてだ」

「生まれて初めてって、どれだけ寂しい人生を送ってきたんだよ」

　そうぼやくと、萌絵が袖を引っ張って、フルフルと首を振った。

「佐嶋くん、マリカさんを泣かせちゃダメだよ？」

「いや、だから、俺は……」

「もう、マリカさんを泣かせるようなことをしちゃ、ダメなんだよ？」

　ようやく、言いたいことがわかった。

　笑うということは当たり前のことだ。しかし、マリカにとってはきっと特別なことなのだろう。マリカの笑顔が駿介たちにとっても珍しいように、彼女にとっても貴重な体験なはずだ。

　笑うことが貴重になる生活に思いをはせる。音楽一つで涙を流すほどに、過酷な毎日を過ごしてきたということなのだ。

「任せてよ、萌絵ちん！」と菜々子がウインクしてみせる。「あたしもマリリンを絶対泣かせないって約束する！　マリリンも安心して！　これからいくらでも笑えるから！　佐嶋っちを使って！」

「俺かよ！　つーか、使うってなんだよ！」

　そのやりとりに、また吹き出すマリカ。

「私も協力するわ」清花も名乗りを上げる。「これだけウケてくれるなら、佐嶋をいじる甲斐があるというものだわ」

「俺をいじって笑いを取りにいくのやめてくれませんかね!?」

　こらえきれなくなったのか、マリカは遂に声を上げて笑い始めた。

　どこに笑える要素があるのか不明だが、一度ツボに入るとなかなか抜け出せないのだろう。もしくは、こんなどうでもいいようなやりとりが楽しく感じられるほど、心が渇いていたということなのか。

　自分が使われるのは癪だが、マリカが笑ってくれるのならそれもいいかという気になってくる。

　この世界に来てから、マリカには世話になりっぱなしなのだ。これくらいの恩返しは、してもバチは当たらないはずだった。
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　宴うたげの翌日、駿しゆん介すけたちは夜明けと同時に起き出した。

　出発の準備は、ほとんどしていない。

　元から持ち物などなかったし、食料や旅に必要な最低限のものは、村の人たちが徹てつ夜やで用意してくれたのだ。

　村人たちとしては、ようやく出て行ってくれるのかという安あん堵どと、感謝の気持ちとで複雑なところなのだろう。準備はしてくれたが、それらを受け渡したのはマリカを通してだった。異端者に対する風当たりは、なかなかに根深いようだ。

　そうして、後は軽く食事をとって出発を待つだけとなっていた。

　トイレの帰り、駿介は森の入り口で待ち構えていた萌も絵えに呼び止められた。

「佐さ嶋じまくん、ちょっといいかな？」

「どうしたんだ？」

「うん、ちょっと、内緒の話があるから、二人きりになりたいんだ。この先、人目のないところで二人きりになれることはないかもしれないから」

　しかも、サリィも置いてきてほしいと言う。

「でも、俺が見聞きしたことは、あいつにも情報として伝わってるみたいだけど？」

「わかってる。でも、なんていうかな、気分の問題」

　それだけ、二人きりになりたいということか。

　駿介は目印になりそうな岩と岩の隙すき間まに携帯を隠した。サリィが気を利かせたつもりか、『ごゆっくり～』などと声をかけてきたが、余計なお世話だった。

　それでも、ちょっとドキドキしながら、駿介は萌絵と一緒に森の奥へと向かった。

　五分ほど行ったところで萌絵は立ち止まり、辺りに人の気配がないことを確認してから、駿介と向き合った。

「私なりにね、神しん言ごん魔法について考えてみたの」

　どうやら、色っぽい話ではなく、真ま面じ目めな話のようだ。

「神言魔法って、私たちの世界で言う、言こと霊だまなんじゃないかな？」

「言霊？」

「うん。声に出したことが、力を持って実際になんらかの影響を及ぼす、みたいな感じだったかな？　結婚式とかの忌み言葉も似たようなものだよね。切れる、とか、別れる、とか」

「受験生に滑る、落ちる、が御ご法はつ度となのもそうか」

　確かに、そう考えるとわかりやすいかもしれない。

「言霊は、強く念じれば念じるほど、強く影響が出るみたい。よくある怖い話で、大切にしていた人形が動き出すっていうのも、一種の言霊かな？」

「それはまたちょっと違うんじゃないか？」

「でも、この世界ではたぶん、同じカテゴリーなんだよ。たとえば、野の木ぎさんのワルキューレが、これに当てはまると思うの。実はね、ワルキューレって、一人一人に名前があるんだって」

「そうなのか!?」

「野木さんが昨日、教えてくれたんだけどね。だから、野木さん的には、ワルキューレにかなり愛あい着ちやくがあるみたい。それって、愛着のある人形が動き出す話と同じじゃないかな？」

「た、確かに……」

「元々、ワルキューレが出てくる曲が好きだったっていうのもあるかな？　愛着があるということは、それだけ強い想いがあるということ。神様に言葉を伝えるだけなら誰でもできるけど、そこに強い想いを乗せるっていうのは、普通の人はなかなかできないんじゃないかな？　サリィさんも言ってたけど、この世界の魔法は、いかに神様に言葉や想いを伝えるかが重要なの。だとしたら、歌うっていうのは、表現方法としては正しいのかもしれない」

　もちろん、表現できるだけの技術があることが前ぜん提ていではあるが。

「それが、ワルキューレの強さに繋つながっているってことか？」

「たぶんね。そう考えると、海かい原ばらさんの魔法もちょっと特殊なのかも。海原さんの魔法は、神言にはそれほど特徴がない。だけど、呪じゆ文もんのほうに、独特なセンスがあるよね？」

「独特すぎるのにも程があるけどな」

「その分、思い入れも強い。この世界では魔法が規制で縛られている分、どの魔法もありきたりで、ありふれたものなんだと思う。だけど、海原さんは自分で魔法を考えて、自分で技の名前をつけている。それだけに、神言に込められた気持ちは強いんじゃないかな？」

　だからこそ、それほど長い神言でなくとも、常じよう軌きを逸いつした力を発揮しているのではないかということか。

「最初があまりに威力が強すぎて、その後は少し気持ちを抑えてるみたいだけど」

「なるほどなぁ……」

「ところで佐嶋くん。私たちっていま、何語を話してるんだろ？」

　あまりに不意打ちすぎて、すぐには言葉の意味が理解できなかった。

「……何語って、日本語に決まってるじゃないか」

「そうかな？　じゃあ、マリカさんや村の人たちも、日本語をしゃべってるの？」

「あっ……」

「マリカさんたちは、私たちとは違う世界の人だよね？　仮に元の世界と同じ言語体系だったとしても、見た目が少なくとも日本を含めた東洋系でもないし、西洋の人たちなら外国語になるはずだよね？　だとしたら、私たちは何語をしゃべって、何語を聞いてるの？」

　わからない。考えもしなかっただけに、その指し摘てきには衝撃を受けた。

「この世界に来たと同時に、言葉が通じるように調整されたんじゃないか？」

「その可能性は高いけど、それだと少しおかしなこともあるの。この世界の人たち、日本語と英語を混ぜて使ってる。神言の詠えい唱しようは日本語だけど、呪文は英語のことがほとんどだよね？」

　そういえば、ウインドカッターはカタカナで表記すれば日本語っぽいが、よくよく考えれば英語である。

「海原さんにいたっては、一つの技の名前に、日本語と英語を混ぜて使っていたよね？　野木さんはドイツ語で歌ってた。これって、フレアルードの人たちには、どういうふうに聞こえてるんだろ？」

「さ、さあ……」

「私たちがドイツ語を外国語と認識するように、マリカさんたちも外国語、というより、未知の言語として聞いていたのかも。だから、あれだけ長い詠唱にもかかわらず、なにも指摘がなかったんじゃないかな」

「そう、かもな」

「でもね、そう考えると次の疑問が出てくるの。じゃあ、未知の言語による神言の文字数はどうやってカウントされるんだろうって。アルファベットの一つ一つを一文字としてカウントするのか、それとも、単語ごとにカウントするのか……」

「文字数っていうくらいだから、アルファベットごとじゃないか？」

「私も最初はそう思ってた。でも、マリカさんが使った魔法を思い出してみると、話はそう簡単じゃない気がするの。自由剣士は、戦士ではあるけど、扱いは一般人と一緒なんだって。だから、神言の規制は一○文字以内が適用される。でも、私が教えた限りでは、マリカさんは一○文字を超える神言を詠唱しているの。おかしいなって思ったけど、ある条件を満たせば、ちゃんと一○文字になるって気づいた」

「ある条件？」

「漢字を使うこと」

　あまりの意外な条件に、駿介の頭は混乱した。

「えっ？　ちょ、ちょっと待って。か、漢字？」

「例えば『爆発的に燃焼しろ』。これは何文字？」

「そりゃ『ば・く・は・つ・て・き・に・ね・ん・し・ょ・う・し・ろ』で一四文字じゃ……」

「じゃあ、漢字に変換して数えると？」

「……八文字」

「そういうことなんだよ」

「え、で、でも……」

「その辺の原理がどうなっているのか、私にもわからない。でも、村で文字も見たけど、普通に読めたよね。もちろん、自分の目には日本語として表記されてるけど、漢字と平仮名と片仮名がちゃんと入り交じって読みやすいようになってた。こうなると、やっぱりこの世界が、私たちにわかりやすいように日本語風に変換している、っていうのが理解しやすいんだけど……」

「だったら、そういうことじゃないのか？」

「でもね、別な見方もできるの。本当に些さ細さいな見方の違いなんだけど」

「どんな？」

「私たちが、この世界を変えている」

　得体の知れない感覚が、駿介を襲った。

「この前提が変わることで、いろんな見方も変わってくるはず。なにがどうとはうまく言えないけど、もしかしたら、私たちがこの世界に呼ばれた理由にもかかわってくるのかもしれないし」

　そういえば、駿介たちがどうしてこの世界に呼ばれたのかがわかっていないし、どうやって招喚されたのかも不明のままだ。

　駿介たちがやってきたから、世界が変わったのか、それとも、駿介たちのほうがこの世界にあわせて変わっているのか。

　似ているようでいて、意味するところの違いは大きい。

　不安、というほどではないが、不気味な不安定さがまとわりついてくるようで、駿介は身震いした。

「それと、昨日のうちに、なんとなく気づいていたんだけど……、私たちの知識って、もしかしたらとんでもなく危険なものなのかも。私たちは、この世界にない知識を持ってるよね？　例えば、核かく兵へい器き」

　いきなりの最終兵器に、駿介は絶句した。

「核兵器がどんなものか、私たちはよく知っている。どんな威力で、どれだけの被害を出して、後々までどんな影響を及ぼすのか。だから、神言魔法を使えば、その威力は再現できるんだと思う」

　一瞬のうちに、数万もの人命を奪う、人類史上最凶最悪の力が、すべて再現できるというのだ。ただ、口にするだけで。

「そしてもう一つ。風の魔法を試したときにわかったんだけど、広い範囲に及ぶ魔法は、私たちも影響を免まぬかれない」

　確かに、ハリケーンの魔法を使ったときは、自分たちにも強い風が吹きつけた。

「仮に核の魔法を使った場合、その影響は当然、私たちにも降りかかる」

　ゾッとして、駿介の背中に冷や汗が流れる。

「爆風はもちろん、放射能の影響も、モロに受けるってことか……」

「そうだね。だから、この世界の魔法は、ものすごく自由度が高いように見えて、実は逆に制約が多いんじゃないかなって思うの。かなり気をつけないと、自分たちはもちろん、世界そのものを壊しかねない。もしかしたら、フレアルードで魔法に規制がかけられているのは、そういうことがわかっていたからなんじゃないかな？」

　いかに強力な魔法を扱っても、それで自分たちまで被害を受けては意味がない。また、すべてを灰にして、人の住めない場所になっては意味がない。だから、魔法を強力にしようという発想が生まれなかったとも考えられる。

　そういえば、度を超した魔法は神の不ふ興きようを買って術者に返ってくるとマリカは言っていた。それはつまり、あまりにも威力が強すぎて、術者が巻き込まれてしまったものではないのだろうか。

「もしかしたら、属性が設定されているのも、自主的な縛りなのかな。例えば、風属性の魔法を使おうとする。そのためには、『風』にまつわるワードを使って神言を詠唱するよね？　そして、呪文も『風』にまつわるワードを使う」

　なるほど。その代表例はウインドカッターだろう。

「こういう思考をすると、どうしても属性に縛られる。海原さんと野木さんの魔法は、属性なんてあってないようなものだよね？　だから、実は属性とかそういうのは、あくまで魔法を分類するためだけのもので、魔法を使うに際しては、なんの制約にもならないんじゃないかな？」

　確かに、属性があることは教えられていたが、それを制約に感じたことは一度もない。

「私たちは、この世界の規制には縛られない。だから属性も制約にはならない。けれど、この世界の人たちは、魔王という存在を恐れるがあまりに、自主的にいろんな制限をかけている」

　それが、文字数だったり、属性だったりするわけだ。

「自じ縄じよう自じ縛ばくってヤツだな？」

「もちろん、誰もそんなことは思ってないだろうけど。そのほうが平和なら、なんの問題もないんだけどね」

　ここで、萌絵は苦笑した。

「なんだか、おかしいよね。使用者の自制心と良識が制約になる魔法なんて、聞いたことない」

　まったくだ。

「いちおう、みんなにも言っておいたほうがいいかな？」

「そうだね。うっかりで自爆するなんて、かっこ悪いし」

「……さすがだな、高たか山やまさんは」

「えっ？　どうして？」

「魔法もそうだけど、いろいろと考えて、新しい方法とか疑問を見つけるじゃないか。俺にはできない芸当だよ」

「そ、そうかな？」

「そうだよ。やっぱり、本をたくさん読んでるおかげなのかな？」

「ほ、本……!?」

　急に、焦あせったように視線がさまよう。

「どうしたの？」

「えっ、あ、うん……」

　そういえば、何度かこんな姿を見た気がする。いずれも、なにが原因なのかさっぱりわからなかったが。

「あ、あの、あのね、佐嶋くん。それで、実は、ここからが本題なんだけど」

「いままでの話は前置きだったの!?」

「前置きというか、それはそれで大切なことなんだけど、その、ちょっと、試したいことがあるの」

「試したい？　なにを？」

「いまから、佐嶋くんに魔法をかけたいんだけど、いいかな？」

「……攻撃魔法じゃ、ないよね？」

「うん、痛いとか、そういうことにはならない、はず……」

　心こころ許もとない返事である。

「まあ、いいけど」

「ありがとう。それと、あの、いまからすることは、二人だけの秘密にしてくれるかな？」

「ああ、約束する」

　あまり深く考えずに答えたが、秘密となるとただごとではない。魔法を試すというからには、みんなにとっても有益な情報になるはずなのだが……。

「それじゃあ、えっと、ちょっとかがんでくれるかな？」

　言われるままに膝を曲げてかがむと、萌絵は意を決したような表情で、なぜか近寄ってきた。その顔は、ビックリするくらいに硬く、真まっ赤かだった。

　近寄るどころか、体が密着するほど側に立ち、肩に手を置いて顔を耳元に寄せるに至って、駿介は狼ろう狽ばいした。

　思わず体を離そうとしたが、萌絵の吐息が首筋をくすぐって、甘美な衝動に身動きが取れなくなる。

「少しだけ、我慢してね」

　なにが始まるのかと、いろんな意味でドキドキする。

　そうして、萌絵は言った。

「リップサービス」












　なんのことだ、と考える間もなく、萌絵の言葉は続く。

「少女の体が、覆いかぶさるように少年に絡みついた」

　とたん、誰かが駿介に覆いかぶさるようにして抱きつく感覚がする。

「甘い匂いと柔らかな肢体の感触、そして滑らかな髪の毛先が、少年の奥深いところを刺激する」

　萌絵の言葉通り、甘い匂いがしてきた。これまでに経験したことのないような、柔らかい感触もする。髪の毛が首筋を撫なでるような、くすぐったくもむず痒がゆい複雑な感情がやってくる。

　ちょっと待て。

　なんなんだ、これは。

　だが、言葉にならない。

　なおも、萌絵の言葉は続く。

「少女は少年に口づける」

　誰かの息づかいと共に、プリンのような感触が唇を刺激する。

「額を、頰ほおを、首筋を」

　額に、頰に、首筋に、形容しがたいゾクリとする感触が通り過ぎる。

「少女は、焦じれたように少年の手を取り、自らの胸へとあてがう」

　想像を絶する柔らかい感触が、手のひらに伝わってくる。

「もう一つの手も握りしめ、その指先をそっと口に含む」

「ふぁっ!?」

　思わず声が出た。

　暖かさと、粘ねん膜まくを伴った柔らかいなにかが、駿介の指に絡みつく。

　得体の知れないゾクゾクとした快感が、全身を駆け抜けた。

「ちょ、ちょっと待った！」

　なんだかわからないが、とにかく駿介はかつてない危機感を覚え、慌てて体を離した。

「ど、どうしたの？」

「それはこっちの台詞せりふだって！　なな、なんなんだよ、これは！」

「もしかして、ちゃんと感じた？」

「感じたよ！　いや、その、イヤらしい意味ではなくて、なんというか、高山さんの言葉通りの感触がしっかり伝わってきたよ！」

「よかったぁ。じゃあ、成功したんだね」

「せ、成功だって？」

「いまのが、試してみたかった魔法なの。防御魔法が直接人体に作用するなら、こういう、五感に直接訴えかける魔法もありなのかなって思って」

　それが、「リップサービス」という魔法というワケか。

　駿介は先ほどの感覚を思い出して、全身が熱くなった。

　リップサービス。まさに、唇による奉ほう仕しだった。

　誰かが目の前にいて、駿介に覆いかぶさって、唇を這はわせる。そんな気配が、感触が、本当に伝わってきたのだ。

　混乱する頭の中でも、先ほどの余よ韻いんが残っているのか、萌絵の細くてなめらかな指先が、ふっくらとした唇が、いやでも目についてしまう。

「これを試して、どうするつもりなんだ？」

「うん、その……、私に、使ってほしいの」

「はぁ!?」

「いまの詠唱の、男女を逆転させるだけでいいから」

「いいから、じゃない！　高山さん、自分がなにを言っているのかわかってる!?」

「わかってるよ」

　力強く言い返されて、駿介は絶句した。

「だから、お願いしてるんだけど」

「いやいやいや、おかしいって！　それ以上にまずいって！　ハタから見たら、どうあがいても新手のセクハラにしか見えないだろ！」

「同意の上なら、セクハラじゃないよね？」

「周りがどう見るかって話だよ！」

「ここには、私と佐嶋くんしかいないよ？」

　おかしい。ちゃんと会話をしているのに、この嚙かみ合わなさはなんだ。

「そもそも、どうしてそんなことされたいんだよ！」

「えっ？　そ、それは……」

　急に恥ずかしがって、モジモジする。恥じらう場所が果てしなく違うように思われるのは気のせいだろうか。

「わ、私、本をたくさん読んでるよね？　た、確かに、本自体も好きなんだけど、その、一般文芸とか純文学とかって、えっと、い、いわゆる、過激なシーンが多くて……、そ、そういう行為にスゴイ興味があって……、だ、だから……」

　だから、自分でも実際に体験してみたかったというわけか。

「放課後に残ることが多かったのも、本屋さんでそういうのが多そうな本を選んでるところをクラスの人たちに見られたくなかったからで……」

　なるほど、放課後に萌絵が残っていた理由はわかった。しかし、なんとも意外すぎる理由だが。

「なんで、俺なんだ？　せめて同性の子のほうが、まだ波風たたないだろ」

「そうなんだけど……、やっぱり、誰に打ち明けようかって考えたとき、佐嶋くんしかいないって思って……」

「口が軽いつもりはないけど……、そんなに信用されるようなことあったっけ？」

「あった」

「いつ？」

「三年前」

「ええっ!?」

　まさかと思った。

　いくらなんでも冗談じゃないかと疑った。

　けれど、萌絵の目は真剣で、まっすぐ駿介を見据えて離さない。

「あ、あのとき、高山さんも、いたの？」

「いたっていうか、当事者だったの」

　当事者。あの場の当事者となれば限られる。

　自分と、絡まれていた女の子と、絡んでいた男。ということは……。

「もしかして、あの絡まれてた女の子？」

「うん」

　なんということだ。駿介は思わず天を仰いだ。

　菜な々な子こと清さや花かに続いて、萌絵までもが関わっているとは。

　ここまでくると、いくらなんでも出来過ぎな気がして、逆に気味が悪くなってくる。

「小学校六年生の時だったかな？　友だちも、そういうことに興味があるだろうと思って話したら、どん引きされちゃったんだ」

　それはされるだろう。

　駿介ですら仰天するレベルなのだ。小学生の、思春期に突入するかどうかの女の子たちにとっては、好奇心よりも嫌悪感のほうが強かったのかもしれない。

「そんなことがあったから、私はこのことをずっと秘密にしてきた」

　賢けん明めいな判断である。これで同意を得るために触れ回っていたら、立派な痴女のできあがりだ。

「中学になって、もしかしたら、私ってものすごくおかしいんじゃないかって考えるようになった。変態なんじゃないかって、気が気じゃなかった」

　本は読みたい。でも、読むと自分の変態度に磨きがかかってしまう。そんなジレンマに陥って、悶もん々もんとした日々を送っていたという。

「そんなときに、あの出来事が起きたんだ」

　本を買いに行った先で、柄がらの悪い連中に「ぶつかってきた」という言いがかりをつけられた。

　その連中は、萌絵が持っていた本屋の紙袋に気がついた。

　人目がある中で、中身を取り出そうとした。よりにもよって、その日に買ったのは過激な描写と展開でベストセラーになった本だった。

　自分の性癖が、願望が、人前にさらされるようで、萌絵は絶望した。

　だが。

　そこへ、いきなり割り込んできた少年がいた。

　ヒロインのピンチに現れる正義のヒーロー。

　そんな光景に、萌絵の胸は高鳴った。

　しかし、現実は残ざん酷こくだった。

　少年は見事なまでの返り討ちに遭い、その間に、萌絵は本を奪い返して人混みに紛まぎれて逃げ出した。

　ほとぼりが冷めた頃、現場に戻ってみたが、当然、その少年の姿はなかったという。

「だから、高校の入学式で見つけたとき、思わず頰をつねっちゃったよ。ずっとお礼を言いたかったその人がすぐ側そばにいたから」

　萌絵は、柔らかい笑顔で言う。

「話しかけるまで、一年もかかっちゃったけどね」

「やっぱり、話しかけづらかった？」

「うん。それに、なんとなく、あのときのことは、触れられたくないんだろうなって思ったからね」

　知らずしらずのうちに、三人もの女の子に気を遣わせていたらしい。そう思うと、自分が情けなくなってくる。

「だから、迷ったんだけど、私も思い切って自分のことを話してみることにしたんだ。佐嶋くんなら、私のことを知っても、どん引きしないだろうなって思ったから」

「な、なんで……？」

「佐嶋くんには、人に知られたくない過去がある。私も、人には言えない趣味がある。きっと、二人は対等な関係になれる。佐嶋くんなら、私のことを受け容れてくれる。だから、ね？」

「で、でもさ。わざわざ魔法を使って体験しなくても、実際に経験してみればいいんじゃないか？」

「実際に？」

「誰か、好きな人でも作ってさ。そうすれば、言い方は変だけど、堂々といろんなことができるじゃないか」

「そうは思うんだけど……、男の人って、なんか怖くて……」

　もしかしたら、絡まれたことが一種のトラウマになっているのかもしれない。

「それに、人を好きになるっていうのも、よくわからないし……」

「いや、そこ大事だから！　愛のないそういうことはいろいろと危険だから！」

「でも、この魔法はあくまで疑ぎ似じ恋愛と疑似行為を堪たん能のうするためのものだから」

「疑似だったら、俺を巻き込まないで、自分でやったらどうなんだ!?」

「うーん、一人でやるのって、ちょっと虚むなしいかなって思うの」

「その意見には大いに賛さん同どうするが同意はしない！」

「ダメ、なの……？」

　シュンと項うな垂だれてしまう。

　期待値が高かっただけに、拒絶されたことのショックは大きいのだろう。

　しょんぼりする姿を見ると、なんとかしてやりたくなってしまう。本当なら心を鬼にして断固たる態度を貫くところだろうが、駿介は鬼になりきれなかった。

「……こっちにも、心の準備が必要だから、そのうち、な？」

「ホントに!?」

　一転して、明るい笑顔になる。

　こんなに満面の笑みを浮かべる萌絵は初めて見た。

　うっかり見とれた駿介は、慌てて咳せき払ばらいをして自制をかけた。

「ああ、約束、する」

「ありがとう、佐嶋くん！　それじゃあ、そのときが来るまで、私もこの魔法に磨きをかけておくね！」

　あれ以上、なにがどう磨きがかかるのか。

　考えただけでも恐ろしく、モヤモヤした気分になる。

「じゃあ、これは二人きりの秘密ということで」

　右手の小指を立てて、差し出してくる。

「誓いの、約束」

「……ああ」

　小さな指に自分の指を絡ませる。

　萌絵はクスリと笑った。

「やっぱり、運命だった」

「えっ？」

「私たちがこの世界に来たのは、意味があることだったと思う」

「そういえば、野木さんも海原も、三年前のあのとき、あの場所にいたらしいんだ」

「そうなの？」

「高山さんと同じで、二人とも」

「……なんか、すごいね。本当に運命って感じ」

　自分のことはさておき、彼女たちとの出会いは、さすがに運命という言葉を使わなくては説明ができなくなってくる。

　こうして繋がれた指が、なにか大きな力によって導かれ、結ばれていると考えると、この小さくムチャな約束すら、世界の行く末を左右するような、とてつもない出来事に感じられてしまう。

　約束をし、互いの指が離れると、気恥ずかしいような、大げさなような、不思議な感覚に苦笑してしまう。

　萌絵も同じらしく、頰を赤らめてはにかんでいた。

　そんな表情が、ふと真顔になる。

「そういえば、佐嶋くんはなにかないの？」

「えっ？　な、なにが？」

「海原さんは奇き抜ばつなセンスの必殺技、野木さんは綺き麗れいな歌の詠唱、私は、リップサービスみたいな言葉の魔法。みんな自分の趣味や特技を生かして魔法を生み出してるよね？　佐嶋くんは、なにかないの？」

　それは、まるでなにかがあることを見越しての問いかけのようだった。

　あるわけがない。そう断じるのは簡単なことだった。けれど、すぐに断じることはできない。

　心の奥底では、わかっているのだ。

　自分には、自分なりの魔法を生み出す素養があることを。

　だが、それを披ひ露ろうすることはできない。できるはずがない。

　なにしろ、それは……。

　そのときだった。

　なにか巨大なものの影が、駿介たちの頭上を通り過ぎていった。

　直後。

　村のほうから悲鳴が上がった。
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　携帯を回収して慌てて駆け戻ると、大人おとなたちは怯おびえたように頭を抱え、子どもたちは空を見上げて、どこか彼方かなたを指さしていた。

「どうしたんだ？」

　子どもたちと一緒に空を見上げていたマリカが、青い顔で答えた。

「まずいぞ、モンスターに目をつけられた」

「モンスター？」

「あそこを見ろ」

　さし示す遠くの空に、なにやら翼を持った、鳥のようなものが飛んでいた。

　最初はトンビやタカのような、大型の猛もう禽きん類るいかと思った。だが、その姿が近づくにつれ、どんどん大きくなっていく。

　駿介たちの頭上を通り過ぎる頃には、それがとてつもなく巨大な生物であることが判明した。

　にび色の体長は、翼を広げた状態で一〇メートルを超えるだろうか。

　巨大な鎌を二枚合わせたような鋭いくちばしと、人間をわしづかみにできそうなかぎ爪をギラリと輝かせながら、村の上空を何度も旋せん回かいし始める。

「って、モンスターっていうより怪かい獣じゆうじゃねぇか！」

「怪鳥レドンだ！」

　その名前には聞き覚えがあった。確か、グスマンが最近、この辺で見かけたと言っていたか。

「気をつけろ！　ヤツの羽ばたきはウインドカッターと同じような効果がある！」

「自前で魔法も使えるのかよ!?」

「ついでに火も吐く！」

「やっぱり怪獣だ！」

「みんな急げ！　早く家の中に入るんだ！」

　マリカが叫ぶ。子どもたちは物珍しげにレドンを見上げるが、大人たちがかっさらうようにして抱き上げ、手近な家に逃げ込む。

　子どもと一緒にいた萌絵と清花が、何事かと駆け寄ってきた。

「な、なんなのよ、あれは!?」

「怪獣……、じゃなくって、モンスターだ！」

　もうどっちでもいいような気がしてきた。

「まずい、獲物を狙う態勢になった。そろそろ来るぞ！」

　駿介たちの頭上でホバリングを始めたレドンは、次の瞬間には一気に急降下して、鋭いくちばしで襲いかかってきた。

「うわわわわ！」

　地面を転がって、間一髪のところで避ける。だが、攻撃はそれで終わりではなかった。

　上空で一回転して停止したレドンは、口を大きく開けたと思ったら、そこから真っ赤な火炎弾を吐き出したのだ。

　これは、逃げられない。

　咄とつ嗟さに判断した駿介は、魔法で対抗することにした。考えている暇はないので、マリカたちに教わった、この世界の基本的な魔法を使用する。

「氷の壁よ守れ──アイスウオール！」

　直撃寸前に氷の壁が立ちはだかり、火炎弾を防ぐ。

　しかし、超高温の炎と超低温の氷が衝突したせいで、水蒸気爆発が発生してしまった。

　さすがに、二次被害までは防げない。

　爆風に吹き飛ばされながら、駿介は地面を転がった。

「みんな、大丈夫か!?」

「こら佐嶋！　私たちを殺す気!?」

「ごめん！　さすがに予想できなかった！」

「しゃべっている暇はない！　次が来るぞ！」

　マリカの注意が飛ぶ。

　上空を見上げると、レドンが再び、猛烈な勢いで突進してくるところだった。

　全員、身を伏せてやり過ごそうとするが、清花が足をもつれさせてバランスを崩す。

　へたにバランスを保とうとしたせいで、動作に決定的な遅れが生じていた。

「危ない！」

　駿介は清花に飛びついて、頭を抱えるようにして押し倒す。

　そのすぐ側を、レドンのくちばしがかすめていった。文字通りの、間一髪だ。

「げほっ、げほっ！　砂嚙んだ……！　ちょっと佐嶋、もう少しスマートな助け方はなかったの!?」

「スマートに死んでもいいなら、いくらでもエレガントに助けてやるさ！」

　意味不明な言葉で言い返す。それほどまでに、焦っているのだ。

「にゃろう、鳥の分際で生意気な……」

　菜々子は竹刀しないを取り出して構える。

「くらえ、絶対零度の輝きよ、悪あしき獣に冷たき裁きを──」

「うわ、ちょっと待った！」

　駿介は慌てて、菜々子の詠唱を遮さえぎった。

「なにすんだよ佐嶋っち！」

「威力のありすぎる技は目立つだろうが！　近くまで教会の連中が来てたら言い訳できないぞ！」

「ああ、そうだった！」

「それに、村の人たちのこともある」

　せっかく気持ちよく、とまではいかないものの、駿介たちを送りだそうとしてくれているのだ。ここで再び規制から外れた魔法を駆使しては、元の木もく阿あ弥みだ。

「ええと、どうしよう！　と、とりあえず、風よ切り裂け──ウインドカッター！」

　風の刃やいばがレドンめがけて飛んでいく。しかし、そこは空を高速で自由に飛び回れる怪鳥だ。わずかな差で、スルリと逃げられてしまう。

「ああ、くそ、よけるな！」

　地じ団たん駄だを踏んで悔しがる菜々子。

　魔法は、発動してから対象へ向かうまでにどうしても一定の時間がかかる。距離があればあるほどだ。しかも、レドンは高速での移動が可能。となると、通常の魔法ではまず捉えられない。一瞬での発動でなくてはレドンには通用しないことになる。

　あの怪鳥にダメージを与えるには、同等かもしくはそれ以上の早さを有し、かつ、巨体に傷を負わせるだけの強力な魔法が必要なのだ。

　そんなもの、咄嗟に思いつくわけがない。

「行きなさい、ワルキューレ！」

　清花がワルキューレを招喚する。

　駿介はハッとして怒鳴った。

「野木さん、ワルキューレはまずい！」

　大精霊であるサリィでさえ驚きよう愕がくした人ひと形がたの魔法なのだ。フレアルードの人たちにどう映るのか、火を見るよりも明らかである。

「わかってるわよ！　でも、そんなこと気にしてる場合じゃないでしょ!?」

　反論できずに、駿介はワルキューレの戦いを見守った。

　スピードでは、レドンとワルキューレは互角のようだった。しかし、攻撃力に関しては、ワルキューレは決定的な力を持っておらず、なかなかレドンを傷つけられない。

「なにか、なにかヤツを倒す方法はないか……!?」

　ワルキューレが時間を稼いでいる間に、頭をフル回転させる。だが、焦れば焦るほど、思考は空回りするばかりだ。

　レドンが咆ほう哮こうする。その音圧は側にいたワルキューレたちを直撃したらしく、まるで蚊かが落ちていくように力を失う。

「ああ、ワルキューレが……！」

「まずい、来るぞ！」

　邪魔者がいなくなり、レドンの矛ほこ先さきが駿介たちに向けられる。

　どうする？　これは本当に、対処のしようがない。

「風よ渦巻き吹き荒れろ──サイクロン！」

　萌絵が、魔法を発動させた。同時に、凄すさまじい暴風が吹きつける。それはレドンだけでなく、駿介たちにも吹きつける。

「みんな、手を繋いで風上の家の陰に隠れて！」

　言われるがままに、誰の手かも確認しないまま腕をつかみ、風で飛ばされないように手近な家の陰に転がり込む。

　誰かの下敷きになりながら上空を見上げると、激しい風にレドンは翻ほん弄ろうされ、もがいていた。

「佐嶋くん、追い打ちをかけて！」

「追い打ち!?」

「もっと強い風で吹き飛ばすの！」

「わ、わかった！」

　考えている暇はなかった。頭に浮かんだ言葉をそのまま、口にする。

「神の息吹よ、逬ほとばしれ──ゴッドブレス！」

　レドンのような怪獣を吹き飛ばすにはどうすればいいか。余裕のなかった駿介は、とにかくレドンより強い存在を想定し、神の名を持ちだした。それがなんとか、功こうを奏そうしたらしい。

　まるで大砲の発射音のような爆音が響き渡る。

　同時に、まるで見えない巨大な拳こぶしが殴りつけたかのように、レドンが吹き飛んだ。大砲の弾たまのように、山の遙か彼方まで飛んでいき、姿を消した。
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「た、助かった……？」

　風が収まっても、怪鳥が戻ってくる気配はなかった。

　それだけ遠くへ飛ばされたのか、風の衝撃で倒してしまったのかはわからないが、とりあえずの危機は脱したようだった。

　みんなで折り重なるようにして家の壁にへばりついていたので、押しくらまんじゅうをしながら立ち上がる。

「さすがだね、佐嶋くん」

　突然投げかけられた萌絵の言葉に、駿介は首を傾かしげる。

「あんな魔法を思いつくなんて、流石さすがだよ」

「いや、あれは……」

　思い出したとたんに、恥ずかしさがこみ上げてくる。咄嗟のこととはいえ、ずいぶんと大層なネーミングの技を編み出してしまったものだ。

　駿介は内心の焦りを悟られないように、わざと話題を変えた。

「ま、まったく、とんでもない怪獣が生息してるな……」

「安心してくれ、あれほど巨大で凶暴な魔物はそれほどいない。しかし……」

　マリカは首をひねった。

「レドンの生息域はもっと北のはずだ。この辺りでの目撃例はいままでなかったはずだが……」

　縄張り争いに敗れて追い出された、はぐれ者かもしれないという。

「なんにせよ、ここにエサとなる人間がいることを知られてしまった。すぐにまた……、襲って来るぞ」

「げっ」と、菜々子と清花は渋い声を出した。

「今回は撃退できたからいいけど、追い払うだけじゃ、根本的な解決にはならないな」

「どうにかして、ぶっ倒す方法を考えないとね」

　そうこうしているうちに、村人たちがおそるおそる家から出てくる。

　調べてみると、みんな無事で、怪鳥の襲しゆう撃げきがあったわりには被害はなかったようだ。

　だが、次はどうなるかわからない。早急な対策が必要だった。

　結局、駿介たちの出発は見送られ、レドンへの対処を話し合うことになった。

「とにかく、あのスピードをどうにかしないといけないね」

　自分の技をかわされたのが余程悔しかったのか、菜々子は気合いを入れて話し合いに臨のぞんでいた。

「あのスピードに対抗できそうな技はなんだろう」

「まずはライフルショットかな。さすがに音速の弾を避けられるとは思えない」

　ただ、ライフルショットは威力に問題がある。

　一〇メートルを超える怪鳥にどれだけ有効かはわからなかった。

「速さだけなら、ワルキューレも互角じゃない？」

　攻撃が通用しないとはいえ、ワルキューレはレドンの動きについていくことができたのだ。そこをうまく活用できないかというのだ。

「活用って？」

「うーん、たとえば、ワルキューレの天てん馬まに乗って攻撃するとか？」

「いや、それはムリだろう」

　マリカが少し憐あわれむような表情で否定する。

「魔力体に触れるどころか乗るなどと、聞いたこともない」

「む……、き、聞いたことがないということは、やったことがないということじゃないの!?　なにも試さないうちから、ムリだと決めつけないでくれる!?」

　ならば試しにやってみようということになって、ワルキューレが招喚される。

「じゃあ佐嶋、後はよろしく」

「俺がやるのかよ!?」

「他に誰がいるの？　まさか、女の子に危ないマネをさせるつもりじゃないわよね？」

「結局、自分で危ないって決めつけてるじゃねぇか！」

　仕方なく、駿介は一人のワルキューレに近寄る。

　がっちりと武装した戦いくさ乙女おとめは、感情の窺うかがえない瞳ひとみで駿介を見つめていた。

　顔立ちや体つきは非常に整っており、間違いなく美少女であるのだが、表情を見るとやはり人間以外のなにかなのだなと納得させられる。

　とはいえ、肌の艶つやや髪の滑らかさなどは、最近のＣＧ映像よりも遙かに人間味があった。とても、魔力だけで作られているとは思えない造形美だ。

　駿介はまず、そっと天馬に触れてみた。

　じんわりとした温かさと、毛並みの感触がしっかりと伝わってくる。

『さ、触った!?』

「触れられる、だと!?」

　これだけで、サリィとマリカはこの世の終わりのような悲鳴を上げた。

　次に、ワルキューレに触れてみる。

　魔力体とはいえ、女の子であることに変わりはない。どこに触れるか一瞬迷ったが、無難に小手で覆われた腕をつかんでみた。

　冷たい金属と、他人の腕に触れたときの確かな存在感が、そこにはあった。

　続いて、ワルキューレの手を借りながら、思い切って天馬にまたがってみる。

　思いの外、あっさりと騎き乗じようすることができた。

『またがった……』

「手を貸した……」

　フレアルードの二人は、もはや放心状態だ。

「じゃあ、頼むよ」

「ワルキューレ、ひとっ飛びお願いするわね」

　清花の指示に、ワルキューレはこくりと頷うなずいて、手た綱づなを取る。

　瞬間、天馬の羽ばたきと同時に駿介たちは宙に浮いた。そして、ワルキューレの合図で天馬は一気に駆け出す。

　あまりの急加速に、駿介の体は投げ出されそうになった。慌ててワルキューレの腰につかまろうとして目測を誤り、胸に腕を回して抱きつく恰かつ好こうになってしまった。












　振り返った戦乙女が、ギロリと睨にらみつけてくる。

「わ、わざとじゃない……」

　言い訳をする間もなく、天馬が大きく円を描いて宙返りをした。強烈なＧに意識が吹き飛ばされそうになりながらも、振り落とされまいとさらにがっしりと体を抱きしめる。

　なんとか耐えきったと思ったら、今度は急上昇、急降下、さらに急転回を繰り返し、まるで駿介を振り落とそうとするかのように、暴れまくる。

　時間にすれば、一分も経たたなかっただろう。

　しかし、天馬が地面に降り立ったあとも、駿介は足腰が立たず、ずっと力を入れていた両腕はかたまってしまってちっとも動かない。

　その腕を、ワルキューレが強引に剝はぎ取とって、まるで毛虫を振り払うように突き落とす。腰から地面に落ちた駿介は、受け身をとることもできず、みっともなくひっくり返った。

「情けないわね……」

「ムチャ言うなよ……」

　ジェットコースターに連続で三〇回乗った以上かもしれない。

「どうだ？　行けそうか？」

　マリカが訊きいてくる。

「この状況を見て、よくそんなことが言えるな」

　とにかく、必死にしがみついて、振り落とされないようにするのが精一杯だった。とてもではないが、魔法を使う余裕などない。

「つーか、あんなアクロバティックな飛び方をする必要はなかったんじゃないか？　野木さん、ワルキューレに言ってやってくれよ」

　すると、またワルキューレがギロリと睨みつけてきた。それを見た清香が不思議そうな表情をする。

「ワルキューレ、なんか不機嫌そうね。佐嶋、なにかやらかしたの？」

「いや、別に……」

　言いい淀よどんでいると、戦乙女の表情がさらに怖くなる。

　ごまかすと手に持った剣でぶった切られそうだったので、駿介は仕方なく自白した。

「ちょっと、勢い余って、胸にしがみついちゃっただけだよ」

「シュンスケ、貴様、ついに魔力体にまで手を出したのか……？」

「出してない！　ちょっと場所を間違えただけで、抱きつかなきゃ俺が死んでたよ！」

「抱きつくこと前提だったのか……。さぞかし、楽しい時間だったろうな」

「俺のこの状況を見てよくそんなことが言えるな!?　必死すぎて堪能する暇もなかったし、そもそも鎧よろいの感触しかしなかったって！」

「堪能しようとしたり、感触を確かめようとはしたんだな？」

「違うって！　そんなの言葉のアヤだって！」

『あー、あなたたち、そろそろ不毛な争いはやめにしない？』

　珍しく、サリィが止めに入る。

『駿介少年のセクハラ癖はいまに始まったことじゃないでしょ？　責めるだけムダよ』

「誤解に基もとづく濡ぬれ衣ぎぬを着せられた!?」

『それより、私は魔力体の反応のほうが気になるわね』

「俺の冤えん罪ざいも気にしてくれ！」

『胸を触られて怒りの感情を見せる。これはただの魔力体にできる芸当じゃないわ』

「そうなの？」

『水や炎が怒ったり笑ったりしないのと同じことよ。魔力体が人の形をとって、しかも人間が触れることもできて、さらに感情まで表現してみせる。ハッキリ言って異常よ』

「確かにな」

　マリカは頷く。

「ここまで来ると、魔人認定されて、死罪もあり得るな」

「そ、そこまでなの!?」

「あまり、この魔法は人目のあるところで使わないほうが良さそうだな」

「え、でも……」

　清花はそっと周囲の様子を窺った。しまったと、駿介も気がついた。

　もうすでに、ワルキューレは村人たちの目に触れてしまっているのだ。

　村の人たちは、ずっと遠巻きにして駿介たちのやりとりを見守っていた。彼らからしてみれば、見たことも聞いたこともないような魔法を使って、なにごとか企たくらんでいる集団にしか見えないだろう。

　彼らは家族や友人同士で身を寄せ合い、不安そうな表情でこちらを見つめていた。

　駿介は気持ちが落ち込むのを感じた。少しずつ心を開いてくれたように感じたのだが、ここにきて、最初に戻ってしまったようだ。

「ど、どうするの？」

　清花が不安げな声を出す。

　村の人たちに敵意を向けられるくらいなら、さっさと立ち去ってしまいたい。けれど、それでは彼らを見捨てていくことになる。

　息詰まるような静寂の中、マリカがスッと、村人たちの前へ進み出た。

「みんな、聞いてくれ」

　凜りんとした声が、響き渡る。

「自由剣士の名において誓う。彼らは危険な存在ではない。確かに規制から外れた魔法を使ってはいるが、それはレドンを倒すために不可欠なものだ。どうか、レドンを倒すまで、黙って見守っていてほしい」

　村人はざわめいた。

　マリカが頭を下げたことへの動どう揺ようもあったのだろう。みな落ち着かない様子で、何事かを囁ささやき合う。

　やがて、一人の老人が歩み出た。

「そ、村長……」

　村人が呟つぶやく。どうやら、村の代表として、村長がマリカの問いかけに答えるらしい。

「マリカ殿、わかっております」

「えっ？」

　村長の意外な言葉に、マリカだけでなく、駿介たちも耳を疑う。

「確かに、彼らは規制から外れた魔法を使う。いつその矛先がわしらに向けられるか、気が気ではなかった。しかし、彼らは我々に危害を加えようとはしなかった。それどころか、怖がらせないようにと、気を遣ってくれた」

　レドンと戦っている最中の会話を聞いていたらしい。

「なんの見返りもないのに、ゴブリンを退治してくれた。いまもまた、レドンを倒そうとしてくださっている。身の危険も、顧かえりみずに。そんなあなたがたを信頼できず、誰を頼れましょう」

　村長の言葉に、マリカはなにも言えずにいた。駿介たちも、口を挟めなかった。

「お、お願いします！」

　村人の輪の中から、一人の女の子が声を張り上げた。

「レドンをやっつけてください！」

　彼女の声をきっかけに、村人たちは次々に口を開く。

　まだ少しぎこちないけれども……、村の人たちが、駿介たちを頼ってくれた。

　ただそれだけのことなのに、駿介は嬉うれしくてたまらなかった。

「ですから、我々のことは気になさらず、レドンを倒すことに集中してくだされ」

　村長の後押しに、マリカは「はい！」と力強く頷いた。

　そういえば、マリカにはずっと村人たちと駿介たちの間に入ってもらっていたのだ。彼女の取りなしと気遣いがなければ、とっくの昔に村を追い出されていたか、教会に突き出されていたかもしれない。

「ありがとう」

　戻ってきたマリカに、駿介は素直な感謝を述べる。

「なんだ、急に」

「マリカがいなかったら、ホント、どうなっていたかわからないよ」

　同じ気持ちなのか、菜々子たちも「うんうん」と頷く。

「感謝の言葉なら後にしてくれ。いまは、レドンに集中しよう」

　そうだ。早急に対応を考えなければいけない。

　すぐに作戦会議が再開される。

「村の人たちに気を遣う必要はなくなったが、あまりハデな魔法をムダ撃ちするわけにはいかない。なんとか動きを止める方法を見つけたいところだが……」

　結局、制約が足あし枷かせになるわけだ。それに、時間もない。レドンが戻ってくるまでの間に、方針を定めなくてはならないのだ。

「はい」菜々子が手を挙げる。

「一回、ワルキューレを試してみてもいいかな？」

「大丈夫？　佐嶋ですらあの体たらくなんだけど」

「ワルキューレの機き嫌げんを損ねなければいけるんじゃない？」

　ものは試しということで、菜々子はサッと天馬にまたがる。

　ワルキューレは、相変わらずものすごい勢いで離陸するが、菜々子はしっかり腰につかまって、歓かん声せいを上げる余裕もあるようだった。

　その後、盛んに急上昇や急降下、急旋回を繰り返すが、どう見ても駿介のときよりも手加減している。

　やがて、菜々子はワルキューレの肩につかまるだけでバランスがとれるようになり、ついには竹刀を片手に魔法まで使いだした。

　これに、村の人たちは感かん嘆たんの声と歓声を上げる。戒かい律りつから外れた魔法ということを考えなければ、おもしろい見み世せ物ものを眺めているような感覚なのかもしれない。なんにせよ、怖がられることがないというのはありがたかった。

「なんだ、簡単そうにできるじゃない」

「俺のときはもっとひどかったから！　あきらかに海原にムリをさせないように加減してるから！」

　地上に戻ってきた菜々子は、呼吸を乱しながらも満足げだった。

「うん、これならなんとかなりそうだね」

「おかげで俺の評判はがた落ちだけどな」

「落ちるような評判はもうないから大丈夫だよ」

「ちっとも大丈夫じゃねぇ！」

　ワルキューレは、無感情な瞳で駿介たちのやりとりを眺めている。

「それより、これだけじゃまだ厳しいと思うんだ。やっとギリギリ互角くらいに持ち込めただけだからね。もう一個、決め手が欲しいかな」

「もう一個ねぇ……」

「せめて、少しでも動きを止めることができればいいんだけど」

「動きを止める、か……。罠わなに嵌はめることができれば完かん璧ぺきだな」

「罠って？」

「そりゃ、シビレ罠とか、落とし穴とか……」

「空中にどうやってそんなものを設置するのさ」

「そうだよなぁ……」

「でも、発想は悪くないかも」

　萌絵が口を挟む。

「空になにか動きを止められるような罠があればいいんだよね？　しかも、レドンに気づかれないような」

　それが理想だが、果たしてそんなものが存在するだろうか。

　萌絵は駿介から携帯を借りて、なにやら検索をかけている。

「あ、これはいいかも」

　そう言って、あるものを提示する。

　覗のぞき込こんだ駿介たちは、なるほどと唸うなった。マリカも、感心したような声を上げる。

「なるほど、魔法にはこういう使い道もあるのか……」

「ゴブリンが使った魔法がヒントになったんです」

「そういう発想が、わたくしたちにはできないのだがな」

　菜々子はパシンと、自分の手のひらに拳をたたきつけた。

「とにかく、レドンに気づかれなという意味では、効果は期待できそうだね」

「でも、どうやって空に固定するんだ？」

「そこは、私のワルキューレに協力してもらえばいいんじゃない？」

「うん、それならいけそうだね」

「後は海原が引っかからないように注意するだけだな」

「あたしは、そんなドジっ子じゃない！」

　いくつかの議論を経へて、戦い方が決まる。

　だが、準備までは完全に終えることができなかった。遠くの上空に、レドンが姿を現したのだ。
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　自分を吹っ飛ばした連中に対する復讐のためか、単にエサを求めてかはわからないが、レドンは再びやって来た。

　村人たちは、今度は森の中に隠れてもらうことにした。

　見通しのいい場所で戦わざるを得ないという事情と、罠の設置に家か屋おくを利用しなくてはならないという理由のためだ。

　本来なら、配置なども決めておきたいところだった。しかし、その暇はなくなった。だいたいの感覚で、ぶっつけ本番で挑むしかない。

「ワルキューレ、お願い！」

　清花の声に、ワルキューレたちが一斉に飛び立ち、散開する。

　九人のワルキューレのうち、半分は囮おとりだ。

　レドンを牽けん制せいしつつ、意識を彼女たちに集中させ、その間に駿介たちが罠を仕掛ける予定である。もちろん、菜々子はワルキューレに同乗して機会を窺う。

　レドンは駿介たちの姿を確認したのか、一声鳴いて威い嚇かくを始めた。

「そら、もっとこっちに来い！」

　命中させるつもりのない魔法を適当にぶっ放して、注意を引きつける。

　そして、村の上空までおびき寄せたところで、ワルキューレたちが一斉に攻撃を開始した。

　もちろん、これもレドンを所定の場所に導くための囮だ。

　レドンの火炎やウインドカッターを巧たくみに躱かわしつつ、目の前を飛び回っては散っていく。怪鳥の意識は、完全にワルキューレに向けられていた。

　この間に、駿介たちは一定の距離を置いてばらけた。

　それぞれが家屋の陰に隠れながら、魔法を行使する。

「蜘く蛛もの糸よ、巨大な網となって動きを封じろ──スパイダーネット！」

　言葉通り、巨大な蜘蛛の巣が四つ、上空に向かって放たれる。その端を、いつの間にか戦列を離れていた四人のワルキューレが武器で絡め取って、空中で固定させた。だいたいの感覚で使用したため、網の目のように、とはいかない。いくらか隙間もあるので、すり抜けられてしまう可能性もある。

　こうなれば、レドンが引っかかってくれるのを祈るだけ。

「おらおらぁ！　あたしはここだ、かかってこい！」

　菜々子の挑発に乗ったわけではないだろうが、レドンは彼女に狙いを定めて突進してきた。まさに猪ちよ突とつ猛もう進しん。散々ワルキューレに翻弄されて怒り心頭のレドンは、周りがよく見えていなかった。

　目をこらせば、自分の行く手に張りめぐらされた蜘蛛の糸にも気がついただろう。だが、もう遅い。

　菜々子とワルキューレは、蜘蛛の巣の隙間を巧みにかいくぐる。その後を追っていたレドンは、全身でぶつかるように、蜘蛛の巣へと引っかかった。

　粘着性のある蜘蛛の糸は、暴れれば暴れるほど体に絡みつく。

　レドンの懸けん命めいな抵抗は、さらに己の自由を奪う。

「海原、いまだ！」

「任せなさい！」

　駿介の叫びに、菜々子は竹刀を手にとって答える。動きを封じ、村人たちの目を気にしなくてよくなったいま、文字数制限にとらわれることはない。

「心にて、悪しき空間を断つ。すべてを切り裂け、勝利を約束された聖なる剣──菜々子カリバー！」

「そこは普通にエクスカリバーでいいだろ!?」

　思わず突っこんでしまったが、切れ味に問題はなかった。

　一撃でレドンの右の翼を切り落とす。

　同時に、駿介たちはスパイダーネットの効果を解除。支えを失ったレドンの体は地上に向けて落下していく。

　片方だけになった翼ではばたこうとするが、片翼だけでは宙に浮くことすらできない。もちろん、バランスも取れない。

　重力に従い、レドンは凄まじい地響きを立てて、地面に落下した。

　すかさず、駿介たちはスパイダーネットを重ねがけして、動きを封じる。だが、さすがに一〇メートルを越える魔物だった。

　必死のもがきは、蜘蛛の糸を引きちぎり、支点となっていた家屋すら引っこ抜きかねない力を見せつけた。

「マリカ！」

　駿介はトドメを女騎士に委ゆだねた。

　マリカは無言で駆け寄ると、必殺の一撃を浴びせかけた。

「聖なる光の裁きを──ライトニングブレイド！」

　巨光を纏まとった剣が、レドンの首をはね飛ばす。だが、体は暴れたまま抵抗をやめようとしない。

　それでも、次第に動きが緩かん慢まんになり、やがて静かに、まるで眠りにつくかのように動かなくなった。

「か、勝った……？」

　信じられないという表情のマリカだ。

「この人数で、大怪鳥レドンに……」

『あははは、歴史的な快挙ね』

　陽気な笑い声はサリィである。

「最少人数でレドンを討とう伐ばつしたって、記録に残るわ」

「でも、今回はけっこう危なかったね」

　地上に戻ってきた菜々子が、額の汗をぬぐいながら感想を漏らす。

「みんなの知恵と連携がなければ、倒せなかったかも」

　人間相手ならともかく、今回のようにスピードのある魔物を相手にした場合、もっと即効性のある魔法を開発する必要がありそうだった。

　そう考えると、無敵といわれる駿介たちの魔法にも、まだまだ穴は多いのかもしれない。そうした穴を埋めていく作業も、それはそれで楽しそうだったが。

　気がつくと、避難していた村人たちが駿介たちの周りに押し寄せてきた。

　誰もが興奮した様子で、驚きと感謝の言葉を口にしていく。

「ところで、こんなでかい怪物をどうするんだ？　このままにはできないだろうし、埋めるのも一苦労じゃないか？」

　マリカが答えた。

「そんなもったいないことするか。食べるに決まってるだろう」

「食べるのかよ！」

　だが、考えてもみればこの村は食糧難なのだ。魔物とはいえ立派な鳥類（？）。食べずに捨てるなどとんでもないし、むしろ天からの恵めぐみとさえ思っているかもしれない。

「食べて平気なのか？」

「少なくとも、食べたという記録は残っているそうだ」

　すでに食べたヤツがいるのか。

　村人だけでなく、菜々子や萌絵も、興味津々の面持ちでレドンを眺めている。

「このでかい翼は手羽先にできるかな？」などと、自分がぶった切った翼の片割れを覗き込みながら、どうやって食べようかという相談に入っていた。

　そういえばと、駿介は清花の姿を探した。

　さっきから、彼女の姿も見なければ、声も聞いた覚えがなかったのだ。

　清花は、レドンを囲む輪からはなれたところで、一人で座り込んでいた。

　どこか痛めたのかと心配になって駆け寄る。

「野木さん、大丈夫？」

「あ、うん……」

　返事をする声に力がない。

「ごめん、ちょっと、疲れたみたいで……」

　言いかけて、ぐらりと体が傾いた。

　慌てて抱きとめると、清花は弱々しく「ありがとう」と呟いた。

「さすがに、魔力が限界にきたのかな？」

　そういうことか。

　ワルキューレの正体が魔力であるなら、九人分の魔力を同時に消費しているということだ。出現後も清花の指示に従っているということは、もしかしたら、ずっと魔力を消費し続けているのかもしれない。それならば、魔力の枯こ渇かつもずっと早いだろう。

「少し前から、疲れも出てたんじゃないか？　ムリするなよ……」

「うん。でも……、大変だけど、ちょっとだけ心地いいかな？」

「はぁ？」

「楽器や歌のレッスンをしていたときの疲労感に似てるの。確かに疲れてはいるんだけど、充実しているっていうか、とにかく、悪くない感じ」

　それほど自分を追い込んだことのない駿介には理解できない世界の話だった。

　けれど、呼吸を荒くして、体もぐったりする中、表情だけは達成感に輝いている様子を見ると、本当に悪い感じではないことが窺えた。明らかに、昨日までの清花とは変わってきているようだった。
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　その夜は、二日続けての宴会となった。

　本当はすぐにでも出発するつもりだったのだが、村人たちが引き留めたのだ。

「教会の人が来ても、うまくごまかしますから」

　そうまで言われては、断ることもできなかった。

　昨日と違うのは、食事の量が格段に増えたということだ。

　レドンの肉は、やや大味ながらも、鶏肉よりもあっさりとした風味で、意外においしかった。これを炙あぶったり蒸したり煮込んだりすると、実にいい匂いがするので、食事がはかどることこの上なかった。

　なにしろ、量だけはあるので、半分を保存用に回してもまだ余りあるのだ。

　節制生活を余よ儀ぎなくされていた村人たちは、これまでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように食べまくった。負けじと、駿介たちもドカドカと頰張った。

　腹が満たされると、人は次の欲求を満たしたくなる。今夜も清花が広場の中心に呼ばれた。

　今日は、村人が所有していた物だろう、笛のような楽器を演奏するようだ。

　始まった曲は、とてもリズミカルなものだった。

　村人たちは清花のことを一番気に入っているのだろう。みんな立ち上がり、盛んに手拍子を送っていたが、小さな子どもたちが楽しげに踊り出したのを皮切りに、村人全体が思い思いに体を動かし始めた。

　広場はいつしか、清花の音楽に合わせて踊るダンスホールと化していた。軽快な音色に合わせて、大人も子どもも、はしゃぐように踊っている。

　洗練されたわけでも、決まりがあるわけでもないデタラメな踊りだが、当の本人たちは至って楽しそうだった。

　気分が乗ってきたのか、菜々子もその輪に加わる。

「ねえ、萌絵ちんと佐嶋っちも一緒に踊ろうよ」

「私は、見てるだけでいいかな」

「俺も遠えん慮りよしとくよ」

「えーっ？　つまんないなぁ」

　頰を膨ふくらませるが、すぐに嫌らしい笑みを浮かべてきた。

「とか言いながら佐嶋っち、もう一緒に踊る相手が決まってるんじゃないの？」

「誰だよ、そんな奇特なヤツは」

「ほら、あの子」

　指さす先には、一人の女の子が、こちらの様子をチラチラと窺っていた。駿介と目が合うと、顔を真っ赤にして視線をそらしてしまう。

「本当に気づいてなかったの？　ゴブリン退治の後から、けっこう熱い視線を注いでたんだけど」

「いや、全然気づかなかったよ。物珍しくて観察してるだけなんじゃないか？」

「いやいや違うって。あれはどう見ても恋する乙女の表情だよ」

「だけどなぁ、さっきもそうだけど、俺はなんにも活躍してないんだぞ。惚ほれられる要素なんかまったくないんだけど」

「自分たちを助けてくれたパーティーの一人。活躍したかどうかはともかく、それだけで充分なんじゃない？　あとは、単純に佐嶋っちが好みのタイプだったとか」

　それこそあり得ない。自分で言うのもなんだが、ごくごく、平々凡々とした男なのだ。

「それにしても、なーんか、みんな楽しそうだよね」

「長年の懸案事項が解決したわけだからな。はしゃぎたくもなるだろ」

「せっかくだから、佐嶋っちもハメを外してみたら？」

「だから、そういうのはやめてくれって……」

「お堅いなぁ。ま、佐嶋っちが唯一のチャンスを手放すっていうんなら、あたしは止めないけどね」

「唯一って言うな」

「だけどホント、雰ふん囲い気き変わったよね」

　周囲を見ながらポツリとこぼす。確かに、昨日までとはうって変わって、駿介たちをもてなそうとする心がハッキリと窺えた。心から楽しんでいるのがわかった。

「野木ちゃんも、楽しそうだね。なんか表情も明るくなったし」

　やはり、他人から見ても変化がわかるのだろう。どうやら清花は、確実にいい方向へ進んでいるようだった。

「だから余計に、マリリンの影が目立つんだよねぇ……」

　菜々子が言うように、今日もマリカは一人で佇たたずんでいる。

　昨夜、菜々子と清花は納な屋やで寝ると言ってきかないマリカをムリヤリ集会所に連れ込んで、女子会なるものを開催したらしい。らしい、というのは、男子禁制で駿介が納屋に追いやられてしまったからだ。

　そこで、いろいろと話をしたのだが、あまり盛り上がらなかったのだという。

　菜々子だけでなく、清花と萌絵も盛んに話題を振ったのだが、マリカは戸と惑まどった様子で、一言二言を返すだけだったらしい。

　特に、出身地や家族構成を訊いてからは、一度も口を開かなかったのだという。

「なんだか、悲しそうな顔してたし」

　そういえば、マリカはランドベルズの王女ではないかとサリィが言っていた。王宮を抜け出したことといい、家族のことといい、なにがあったのか気になるところだ。

「昨日の爆笑で距離が縮まったかなって思ったけど、そうでもなかったみたい」

　菜々子は残念そうだった。それだけ、マリカのことを気にかけているのだろう。

　駿介も同じ気持ちだった。どれだけ辛つらい過去を過ごしてきたかは、駿介には想像もできない。けれど、自分たちが一緒にいるのに、寂しさを感じさせてしまうのは、納得がいかなかった。

「俺、ちょっと行ってくる」

「えっ？」

「なんか、見てられないんだよ」

「う、うん……」

　駿介は立ち上がったが、なにか言いたげな菜々子に、「どうした？」と目を向ける。

「いやね、その、佐嶋っちはどこまでも佐嶋っちだなって」

「なんだよ、それ」

「困ってる人を放っておけないところがさ。ずっと、変わらないんだなって」

　まるでまぶしいものでも見るような目に、駿介は耐えられなかった。

「そんな、上等なものじゃないよ」

　菜々子の視線から逃げるように、駿介はマリカに向かって歩き出した。




　なんとなく覚悟していたが、菜々子の側を離れると、あの女の子が話しかけてきた。精一杯の勇気を振り絞るようにして、「一緒に踊りませんか？」と口にする。

　即座に断るつもりだった。けれど、断る理由が思いつかない。いや、本当のところの理由ならいくらでもあるのだが、それで彼女が納得するとは思えなかったし、あまりに自分勝手すぎて伝えることができなかったのだ。

　だから、咄嗟にとんでもないことを口走ってしまった。

「ごめん、実は……、先約がいるんだ」

「誰、ですか？」

「えっと……」

　チラリと、マリカに視線を送る。それだけで察してくれたようだった。ショックを受けたような、それでいて腑ふに落ちたような表情になる。

「やっぱり、そうだったんですね」

「えっ？」

「お似合いだなって、思ってたんで……」

　いつ、お似合いになるようなマネをしただろうか。

　誤解も甚はなはだしいが、いまはその誤解に乗っておくことにした。

「あ、なんていうか、ごめんね」

「いえ、いいんです。ありがとうございます。ちゃんと言ってくれて、嬉しいです」

　女の子の素直な心に、罪悪感で胸が痛い。

　こうなったら、彼女の気持ちに応えるためにも、本当にマリカを誘わなければならないだろう。

　意を決して、再びマリカの元へと向かう。

　隣に立つと、マリカはチラリと目を向けたが、すぐに視線を戻して飲み物を口に含んだ。

　駿介に興味がないようでもあり、関わるなと牽制しているようでもある仕草に、少したじろぐ。しかし、やってきてしまった以上は、すごすごと引き下がるわけにもいかなかった。

「なあ、マリカ」

「…………」

「一緒に踊ろう」

「ぶふぅっ!?」

　盛大に吹き出した。

「そんなに驚くことかよ!?」

「驚くに決まってるだろう!?　正気か貴様!?」

「正気まで疑うのかよ!?」

「疑うに決まってるだろう！　よりによって、その、なぜわたくしなんだ!?」

「それは……、成り行きというかなんというか……」

　事情を説明すると、マリカは蔑さげすむような目を向けてきた。

「どうしてそんなウソをついてまで断るんだ」

「受け容れたら、気持ちに応えるってことになるだろ？　そんなこと、できないよ」

「いいではないか。踊るくらい」

「いや、話はそう簡単じゃないんだよ」

　下へ手たに彼女の気持ちに応え、彼女の心に深く踏み込んでしまえば、一緒に行くと言い出しかねない。仮にそうなったとしても、この世界にいる間はひとまず問題ないだろう。

　だが、駿介は異世界人だ。いずれ、元の世界へ戻らなければならない。そうなったとき、村から連れ出しておきながら、彼女を残して行くのはそれこそ無責任というものだ。

「だったら、シュンスケたちの世界へ連れて行けばいいではないか」

「行けるわけないだろ……」

　地球では、戸こ籍せき制度が確立されている。そんな中へ、身元不明の少女を連れて帰ったらどうなるか。下手をしなくとも犯罪者である。

　それが自己保身の身勝手であることはわかっている。けれど、一人の少女の人生を背負えるほどの覚悟が、駿介にはまだないのだった。

「まあ、踊ろうっていうのは冗談として、あの子、最後の思い出に、俺たちのことを目に焼き付けたい、みたいな雰囲気を出してるんだよ。別の方法でもいいから、なんとかしてくれないか？」

「そんなもの、自分で考えろ」

　突き放すように言ってから、不意に、マリカの表情が翳かげる。

「思い出、か……」

　俯うつむき加減のマリカは、目に焼き付けたくなるような思い出など自分にはない。そう語っているようだった。

「そんな顔、するなよ……」

「どんな顔だ？」

「つまらなさそうな顔」

　というより、親に見捨てられた子どものような顔、と言ったほうが近いかもしれない。

　留守番を言いつけられて、一人、家の中で親の帰りを待つ子ども、とも言えるか。

　家の中から祭りの様子を眺めることしかできない、そんな雰囲気だ。

「つまらないわけじゃない」

　言い訳をするように、マリカは呟いた。

「ただ、戸惑ってるだけなんだ」

「戸惑ってる？」

「ずっと一人だったからな。はしゃぎ方も、楽しみ方も、わからないんだ。こういうとき、どんな表情をすればいいのか、わからないんだ」

「笑えばいいんじゃないか？」

　ベタな一言。

　真顔になるマリカに、駿介は言ってしまったことを後悔した。

　けれど、次にマリカは肩をふるわせた。そして、脱力したように俯いて、笑いをこらえる。

「……なにがおかしいんだよ」

「わ、わからん。だが……」

　クツクツと笑いながら、駿介を見上げる。

「本当に、貴様らといると、退屈しないな」

「えっ？」

「貴様らには、驚かされてばかりで、特にシュンスケには、怒ったり、笑わされたり、自分のペースを乱されてばかりだ」

「…………」

「だが、感情を露あらわにするということが、こんなに気持ちいいということを、初めて知った。笑うということが、こんなに楽しいということを、わたくしは知ることができたんだ」

　それは、駿介にとって、なによりの言葉だったかもしれない。

　自分たちといることで、少しでも楽しいと思ってもらえるのなら、寂しさを紛らわすことができるのなら、いくらでも側にいてやりたいと思うのだった。

　静かに笑っていたマリカは、やがて顔を上げると、真顔になって駿介に目を向けてきた。

「こうなれば、とことん付き合ってみるのも一興だな。よかろう、シュンスケ。一緒に踊ってみよう」

「えっ!?」

　駿介はたじろいだ。反射的に、一歩引いてしまう。

「誘っておいて、その態度はなんだ！」

「いや、本気で踊ろうとしてたわけじゃないし、そもそも俺、踊りとかよくわからないし……、絶対に下手だし……」

「それなのにわたくしを誘ったのか!?」

「だから、本当に踊ることになるとは思わなかったんだよ、ごめんって」

「……まあいい。だったらわたくしに任せろ。とりあえず、わたくしの動きに逆らわず、あとは足を踏まないようにしてくれればいい」

「簡単に言うなよ……」

「文句を言うな。ほら、行くぞ」

　手を差し出され、戸惑う。

　てっきり、隣り合ってとか、向かい合ってくらいのつもりでいたのだ。手を繋いでのダンスとなると、ハードルが一気に跳ね上がる。

「どうした、早くしろ」

「わ、わかったよ」

　もはや後には引けないと、マリカの手を取る。剣士らしく硬い、けれども、自分の手の中にすっぽりと収まってしまうほどの、小さな手だった。

　とたんに、曲調が変わる。

　それまでのノリの良いリズムから、しっとりとしたテンポの曲になったのだ。

　子どもたちはそそくさと踊りの輪から外れ、代わりに、夫婦や若いカップルが、互いの手を取り合い、正面から見つめ合うようにしてゆったりと踊り出す。

　あまりのタイミングの良さに、駿介はますます気後れしたが、マリカはかまわない様子で手を繋いだまま歩みを進めた。

「基本は四つのリズムだ。曲の流れに合わせれば、なんとかなる」

「無茶言うなよ……」

　それでも、踊り出すとなんとかなるものだった。

　曲調が穏やかなため、そもそもステップの数が少ないのが幸いした。

　マリカの腕や重心の移動にうまく合わせると、ぶつかったり離れたりすることもなく、それらしい動きになるのだ。

「うまいな、慣れてるのか？」

「小さい頃に基本は教わったが、誰かと一緒に踊るのは初めてだ。それよりシュンスケ、腰に手を回してくれ。体が少し、離れすぎる」

　駿介は戸惑った。

　肩が触れる距離でさえドギマギするのに、腰に手を回すほどの密着状態となれば、平静を保てる自信がなかった。

　しかし、せっかくマリカが自発的に踊ろうとしているのだ。勇気を振り絞って、腰に手を回す。当然、二人は近距離で向かい合うことになる。

　互いの吐息すら届きそうな距離で、駿介はまともにマリカの顔を見ることができなかった。

「おい、なぜこっちを見ない」

「いや……」

「そうか、私の顔など直視したくないというのだな」

「そ、そんなことはないよ！　ただ、その……、は、恥ずかしいからだよ！」

「なぜ恥ずかしがる？」

「だから……！　ま、マリカが、き、綺麗だから……」

「きっ……!?」

　悲鳴のような声に、駿介は思わず顔を上げた。

　すぐ側に、真っ赤になったマリカの顔がある。

　視線がぶつかり、反射的に目をそらそうとするが、なぜかできなかった。

　こうしてみると、マリカは本当に整った顔立ちをしている。金色の髪と相まって、ドレスでも着たらさぞかし映えるだろうなと思う。

「き、貴様、正気か!?」

「な、なにがだよ」

「褒ほめたところで、なにも出ないぞ！」

「俺はただ、ありのままをだな！」

「いいや、信じない！　わたくしは貴様の言うことなど信じないからな！」

「なんでそんな頑かたくななんだよ！」

「なにしろ貴様は覗きの前科があるからな、信用なぞできるか！　はっ!?　まさか貴様、密着しているのをいいことに、よからぬことを考えているのではないだろうな!?」

「よからぬことってなんだよ！　だいたい、ほとんど鎧の感触しかしねぇよ！　色気もなにも感じねぇよ！」

　言い争う内に、踊りも荒くなっていく。足は踏み合うし、体はぶつかりあうしで、散々なできだった。

　けれど、駿介は決して手を離すことはなかった。

　ケンカのように言い合ってはいるけれども、マリカの表情がどことなく楽しそうだったから。

　だから、駿介はとことん付き合った。

　初めて見せた楽しそうな表情を消さないためにも。

　なにより、マリカがそれを望んだから。

　なんだかんだ言いながらも、マリカは駿介の手を振り払わなかった。踊りをやめようとはしなかった。

　まるで、口ゲンカすら楽しむかのように生き生きとしていたから。

　きっと、マリカも、感じているのだろう。

　これが、自分たちにとって、一番適切な距離感なのだと。

　だから、二人は踊り続けた。

　どんなに不恰好でも、どんなにみっともなくても……。

　それで楽しければ、なにも問題はないのだった。
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　翌朝、目を覚ました駿しゆん介すけは、トイレに行こうと納な屋やを出た。

　太陽はすでに山の向こうから顔を出し始めており、薄暗いながらも村の様子がハッキリとわかった。だから、すぐに異変に気がついた。

　村の周りを、武装した大勢の兵士が取り囲んでいるのだ。

　これには村の人たちも慌てているのか、右う往おう左さ往おうしているのが窺うかがえた。

　なにが起こっているのかわからないが、ただならぬ雰ふん囲い気きに、駿介は集会所に行って、女の子たちを遠えん慮りよがちにたたき起こした。

　身み支じ度たくを調えてから再び集会所を出ようとすると、困惑した様子の村長がやってきた。

「教会の方々がお見えなんです」

　そういえば、近いうちにレドンの調査に来ると言っていた。ということは、村を取り囲んでいるのは教会の聖騎士ということになる。

「それで、その、グスマン様がお呼びらしいのですが……」

「俺たちをですか？」

「はい。レドンをやっつけたことは話していません。あなた方のことも、ただの旅の者だと言ってあります」

「あ、ありがとうございます」

　村の人たちは、本当に約束を守ってくれたようだ。駿介たちもとぼけなければいけない。

　ここはマリカに話してもらいたいところだが、彼女の姿はどこにもなかった。昨夜も女性陣と一緒に寝床を共にしたはずなのだが、駿介が起こしに行ったときにはすでに姿はなかったという。

　村人たちに聞いても、今朝は姿を見ていないという。これ以上グスマンを待たせると印象が悪くなりそうだったので、駿介たちはマリカ抜きで赴くことになった。

　案内された天幕の中では、グスマンを中心に、何人かの騎士が武器を持って出迎えた。

「もう一人はどうした？　旅の者は五人だと聞いているが？」

　おそらく、マリカのことだろう。これに関しては、正直に答えるより他にない。

「わ、わかりません。トイレに行っているみたいなんですけど、見つからなくて……」

　駿介の言葉を聞き、表情を変えずにグスマンは傍かたわらに控える騎士に問いかけた。

「陣形は予定通りだな？」

「はい」

「そうか、ならば村のどこかにいるはずだ。引き続き探せ」

　何人かの兵士が出て行くのを見送ってから、グスマンは駿介たちに目を向けた。

「いくつか聞きたいことがある。どうやら昨日もレドンが襲来したようだが、大丈夫だったのか？」

「え、ええ……」

「ふむ、だがおかしいな。その割には、村に被害らしい被害が確認できないが……」

「それは──」

「すぐに、飛んでいっちゃったんです」

　いきなり、萌も絵えが割り込んでくる。

「飛んでいった？　レドンが？」

「はい」

「バカな。ヤツは肉食だ。こんな人里まで来るということは、腹を空かせたヤツに違いない。そいつがなぜ、エサを目の前にして見過ごすのだ」

「わ、私たちには、わかりません」

　グスマンは鋭い視線で駿介たちを一いち瞥べつした。ウソを見抜き、暴こうとする、強烈な視線だった。

「ふむ、まあいいだろう。それではもう一つ聞こう。森が急に切り開かれているが……、あれは、レドンの仕し業わざではないな？」

　ギクリとなる。

「実際に見てみてわかった。レドンはあんな無意味な破壊は行わない。それに、レドンの攻撃は火炎弾が基本だ。あれほど広範囲の森を、綺き麗れいに切り開けるわけがない」

　ここでようやく、どうして萌絵がウソをついたのかがわかった。

　レドンを倒したとなれば、当然、どうやって倒したかが問題になってくる。あの大怪鳥を倒すには、強力な魔法が必要になるだろう。それほど強力な魔法となれば、規制に反した魔法が使われたことは想像に難かたくないはずだ。

　モルカ村の人たちと違って、グスマンは教会の聖騎士だ。バカ正直にレドンを倒しましたなどと白状した日には、その場で拘こう束そくされてしまう。

　駿介の背中に、冷や汗が流れた。

　自分たちを呼び出したということは、怪まれているのだろう。それでも、こうして追い詰めるようなマネをしているのは、決定的な証拠がないからだ。

「そういえば、貴様らが連れてきたゴブリンがおかしなことを言っていたな。自分が負けたのは、見たこともない魔法を使う女がいたせいだ、とな」

　清さや花かの表情が青ざめるのがわかる。だが、駿介にはなんのフォローもできない。

　これはもう、決定的だった。

　グスマンは、駿介たちを異端者として扱っている。なにか一つでもボロを出せば、周りの兵士が一斉に襲いかかってくるだろう。

　しかし、そんな不安をよそに、駿介たちはあっさりと解放された。

　天幕を出て村に戻ると、周りに聖騎士がいないのを確認してから、菜な々な子こが呟つぶやいた。

「疑われてる、よね？」

「疑われてる、な」

「ど、どうするの？」

　目下のところ、一番危ないのは清花だ。ゴブリンに面通しでもされたら、おしまいである。

　村の周囲を見回すと、四方八方を兵士たちが固めている。その雰囲気や陣容は、とてもモンスターから村を守るためだけのようには見えない。どちらかといえば、駿介たちを逃がさないための布陣だ。

　今後の対応を考えるためにも、まずはマリカの助言が必要だった。そのためには、まず彼女を探さなくてはならない。

　集会所へ戻ると、マリカはあっさりと見つかった。

　しかし、すでに旅支度を調え、いまにも出て行こうとしていた。

「なにをやってるんだよ、マリカ」

「この村を、出ようと思う」

「はぁ？　なんでいきなり」

「グスマンは、シュンスケたちを疑っているのだろう？　ならば、その疑いの目をわたくしだけに向けさせればいい」

「だからなんで！」

「シュンスケたちは、元の世界へ戻る方法を見つけなければならないのだろう？　ここで教会に目をつけられたら、のちのち苦労することになるはずだ。そうならないためにも、ゴブリンを退治したのも、レドンを倒したのも、森を削り取ったのも、全部わたくしがやったことにしてしまえばいい」

「バカ言うなよ！　責任は俺たちにあるだろ!?　なんでマリカが全部背負わなきゃいけないんだよ！」

「責任なら、むしろわたくしのほうにある。なにしろ、奴やつらの目的は、このわたくしなのだからな」

　えっ？　と菜々子たちが声を上げる。けれど、駿介だけは、その理由に心当たりがあった。

　マリカがランドベルズの王女であることを告げると、菜々子たちは一様に驚いた表情になって、マリカの顔を凝視した。

「大精霊様から、聞いたのか？」

「まぁな」

「なら、話は早い。わたくしが狙われる理由も、それで充分だろう？」

「いや、おかしいだろ。あいつらは教会の連中なんだろ？　なんで教会がマリカを探してるんだよ。普通は国が担当する役目だろ？」

　マリカは答えない。顔を背けて、じっと黙りこむ。

　代わりに口を開いたのは、萌絵だった。

「もしかして、異端者として追われているんですか？」

　何気ないような問いかけだったが、核心を突いていたらしい。マリカの口元が歯を嚙かみしめるようにゆがむ。

「ど、どういうことだ？」

「マリカさんは、お城を抜け出すときに、王宮と街の一部を破壊したんだよね。堅けん牢ろうなお城を壊すくらいの大きな魔法を使ったってことだから……」

　正確なところはわからない。ただ、規制に従った魔法ではなしえないことくらいは、想像がつく。

　マリカは一つ息を吐いて告白した。

「半分、正解だ」

「半分？」

「教会から追われているのは事実だ。しかし、その理由は異端者だからではない。逆に、異端者という濡ぬれ衣ぎぬを着せられたのだ」

　マリカによると、彼女の兄姉は六人おり、王位継承権からいえば、よほどのことがない限り、玉座に着くことはあり得ない位置だった。

　兄姉はみな優秀で、そのことでマリカは劣等感を抱くこともあった。しかし、自分も王族の端くれとして、なにか役に立とうと、兄姉たちとは違った視線で王政に参加しようとしたらしい。

「政治というのは大局的なものの見方をする。実際、父親である国王も、兄や姉も、そうした国政の舵かじ取とりを行い、学んでいた」

　だから、マリカはもっと小さな視点で、国の行く末を見守ろうとしたのだという。

　公務と称して頻ひん繁ぱんに城下に出て、一般市民と交流を持ち、庶民の視点から国の状況を観察して、問題点を洗い出そうとしたのだ。

「だが、それがまずかった。わたくしをランドベルズ初の女王に、などという機運ができあがり、それが兄上たちの耳に入ってしまったのだ」

　マリカと交流する中で、王都の住人はマリカに惹ひかれていったのかもしれない。愚ぐ直ちよくで、まっすぐな心根に親しみを覚える者が大勢いたのだろう。

　当然、王位継承に優先権のある兄姉たちがおもしろかろうはずもない。それどころか、自分たちの立場が危うくなるのではと、マリカを牽制し始めたのだ。

「城下に出るのを禁じたり、嫌がらせをする程度ならどうということはないのだが……。本気でわたくしに王位を奪われるのではと危き惧ぐした兄が、わたくしの命を狙ったのだ」

「実の兄姉がか!?」

「王族にはよくあることだ。もっとも、自分の身に降りかかってくるとは思わなかったがな。それで、身の危険を感じたわたくしは、王宮から逃げ出したのだ」

「じ、じゃあ、濡れ衣っていうのは？」

「王宮と王都の城壁を破壊したということになっているが、真まっ赤かなウソだ。わたくしを異端者に仕立て上げることで国民を失望させ、同時に教会を使ってわたくしを探し出すよう仕向けるためだろうな。もっとも、兄としては、教会がわたくしを捕らえて公的に裁くよりも、密ひそかに殺してしまいたいのだろうが」

「味方は、いないのか？」

「いない。兄姉すべての心しん証しようを確かめたわけではないが、少なくとも、わたくしをかばおうとする者はいなかった」

「両親は？　特に王様の発言力は強いんじゃないか？」

「……父上にとっても、わたくしは目障りだったのだろう」

「なんで!?」

「わたくしの母親は、外国の人間なのだ。それも、いまは滅亡した国の、名もない貴族の娘だったらしい。父上としても、愛もなければ意味もない相手だったわけだ。そんな相手との間に生まれた子どもだから、さしたる愛あい着ちやくもなかったんだろう」

「は、母親は、どうしたんだ？」

「私が五歳の時に、故郷へ帰ったらしい。それが自分の意志だったのかどうかは、わからんがな」

「…………」

「まあ、そういうわけだから、元から追われる身なのだ。わたくしがこの村を抜け出せば、ヤツらはシュンスケたちのことなど放って追いかけてくるだろう。その隙すきに村を出てもいいし、ほとぼりが冷めるまで滞在していてもいい」

「だから、どうしてそう一人になろうとするんだよ！」

「では、どうすればいいんだ」

「俺も一緒に行く」

「バカを言うな」

「ここでマリカを一人で行かせたら、必ず後悔することになると思う。もう、後悔したくないんだ」

「あたしも佐さ嶋じまっちに賛成」菜々子が声を上げる。「マリリンとは一夜をともにした仲だからね。放っておけないよ。それに、弱きを助け、強きを挫くじく！　これぞ燃える王道展開だよ！」

「まったく、仕方ないわね」清花も、髪を払って賛さん同どうした。「マリカは私の歌を聴いて感動してくれたものね。大切な聴ちよう衆しゆうを失うわけにはいかないわ」

「マリカさん」萌絵が、真しん摯しな瞳ひとみをマリカに向ける。「もっと、私たちを頼ってください」

「みんな……」

　それぞれの決意を聞いて、心に響くものがあったらしい。胸に手を当ててしばらくなにかをこらえていたマリカだったが、やがて決然とした面持ちで顔を上げた。

「……ありがとう。わたくしも、覚悟を決めた」

　その言葉に、みんなの気持ちが一つになったことを実感する。

「それで、どうやって脱出しようか」

「正面突破しかないだろう。できれば、グスマンを倒してしまいたいな。指揮官さえどうにかしてしまえば、統制が利かなくなるはずだ」

　方針が決まれば、あとは実行に移すだけだ。

　そのまま旅立つことになるので、身の回りを片付け、出発の準備をする。

　わずか五日程度の滞在だったが、印象に残る毎日の連続だった。もうこの村に戻ってくることはないと思うと、一いち抹まつの寂しさを感じるのだった。

　駿介が感かん慨がいに浸ひたっていると、背後でマリカがなにやら呟いた。

　よく聞こうと思って振り向いた瞬間──。

　強烈な睡魔が、駿介を襲った。

　立っていられなくなり、膝をつき、手をついて、ついには体全体が伏してしまう。

　視界の隅すみでは、菜々子たちも同じように倒れていく姿が見えた。

　なんだ？　いったい、どうしたというんだ？

　駿介は目をこじ開けようと、まぶたに力を入れた。しかし、そんな努力をあざ笑うかのように、睡魔は意識を闇の底へと引きずり込んでいく。

　視界が閉ざされる寸前、駿介は見た。

　悲しげな表情で、こちらを見つめるマリカの姿を──。
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「──っち！　起きて、佐嶋っち！」

　誰かの声と、頰ほおをたたかれる衝撃で、駿介は目を覚ました。

　寝ぼけ眼まなこで目の前にいる菜々子を見ると、彼女は切羽詰まった様相で、駿介の体を揺さぶっている。

「海かい原ばら……。どうしたんだ？」

「どうした？　じゃないよ！」

　怒鳴られて、何があったのか思い出す。

「ま、マリカは!?　マリカはどうした!?」

　菜々子は無言で首を振った。だが、その意味が駿介にはわからない。

「いなく、なっちゃった……」

「いなくなった？　どういうことだよ!?」

「私たちを眠らせた後、村の人たちにお礼を言って、一人で……、グスマンのところに、歩いて行ったって……」

「な、なんで……？」

「わかんない」

「わかんないって……、マリカは、自分が捕まったらどうなるかわかってるんだよな!?　一緒に行くって、みんなで決めたよな!?　なのにどうして！」

「……理由は全部、マリカさんが口にしていたんじゃないかな」

　ぽつりと、萌絵が呟く。

「私たちを巻き込めない。本当に、ただそれだけだったんだよ」

「巻き込めないって……、俺たちは自分で決めたことなんだぞ!?　どうしてマリカが責任を感じるんだよ！」

「優しいから」

　その一言は、何よりも雄ゆう弁べんにマリカの人となりを表していた。

　そう、マリカは優しいのだ。

　国や教会から追われている彼女の立場からすれば、一カ所に長く滞在するのは危険を伴うはずだ。にもかかわらず、モルカ村には駿介たちが来る前から滞在していた。

　ゴブリンの被害にあえぐ村の人たちを放っておけなかったからだ。

　街へ足を運ぶのも、相当なリスクがあったはずだ。それでも、彼女は一緒についてきてくれた。いろいろと忠告もしてくれた。

　レドンが襲来したときもそうだ。マリカはすでに出発するつもりでいた。けれど、レドンがやってきたことにより、再び足止めされることになってしまった。

　心を鬼にすれば、レドンなど放っておいて、さっさと村を出ることもできたはずだ。けれど、マリカはそうしなかった。一日かけて、レドンと戦った。村の人たちを、放ってはおけなかったから。

　いまから振りかえれば、いろいろと納得できることがある。

　駿介たちに警戒心を見せていたのも、教会が送り込んだ刺客ではないかと疑っていたからだ。

　寝床を一緒にしなかったのも、駿介たちの素す性じようを疑い、身を守るための手段だったのだろう。

　街へ入らず、ローブのフードを目深にかぶっていたのも、正体を見破られたくなかったからだろう。もしかしたら、駿介たちと同じように、「東方の神官」とでも名乗ってやり過ごしたのかもしれない。

　ずっと一人だったというマリカの言葉がよみがえる。

　宴うたげの輪から外れ、一人で佇たたずむ姿が脳裏に浮かぶ。

　楽しむということを知らず、ひたすら孤独に、そして不器用に生きてきた少女。

　そんなマリカがいっときだけ見せた笑顔。

　その表情が、いまになって目に焼きついて離れなくなる。

　少しだけ、ほんの少しだけだが、マリカと駿介たちの間に、友情のようなものが生まれた気がしたのに。なのに、どうして……。

「ふざけんな！」

　駿介は床を殴りつけた。なにに対する怒りなのかはわからなかったが、こみ上げてくる衝動を抑えられなかった。

　おそらく、マリカはすべてを背負っていったのだろう。菜々子が切り開いてしまった森のことも、レドンを倒したことも。すべて、自分がやったと証言するはずだ。

　今後、駿介たちが自由に動けるように。

　教会から目をつけられることもなく、元の世界へ戻る手がかりを探せるように。

　けれど、こんな決意と優しさはいらなかった。

　こんなに後味の悪い結末など、誰も望んでいなかった。

　だからだろうか。清花は醒さめた目で駿介を見下ろしていた。

「あんたは、そうやって地面に八つ当たりするだけなの？」

「え……？」

「いないんだったら、会いに行けばいいじゃない」

「そういうことだよ」

　菜々子はいたずらっぽい笑みを浮かべて清花の肩を持つ。

「文句があるなら、本人に直接言えばいいじゃん」

　そうだった。こんなところで嘆なげいている場合ではない。誰かに八つ当たりをしたところで、問題は解決しないのだ。

　萌絵はほほえんだ。

「マリカさんの優しさに、私たちは助けられてきた。だけど、今回ばかりは、その優しさは間違っていたと思う」

　駿介は力強く頷うなずく。

「今度は、俺たちがマリカを助ける番だな！」

　全員で意識を共有する。こうなれば、やることは一つしかない。

　幸いにも、マリカが連れ去られてから、まだ三〇分ほどしか経たっていない。

　急げば、どこかで追いつけるはずだった。

『まったく、お人好しな連中ばかり集まったわね、あなたたちは』

　サリィが呆あきれたような声をだす。

　携帯の画面を見ると、意地の悪そうな表情でこちらを見ていた。

　だから、言ってやった。

「お人好しだからこそ、できることがあるはずなんだ」

『ふふ、それがいつか、仇あだにならなきゃいいけどね。でも、まぁ……』

　サリィはバチリと、ウインクを決めてみせた。

『あなたたちみたいな大バカヤロウ、嫌いじゃないわよ』
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　マリカが連れて行かれた場所は、地方の要よう衝しようとして建設された砦とりでだった。つまり、国の施設だ。

　教会は本来、国との直接的な関わり合いを持たない。マリカを異端者として追っているのは事実だが、情報の共有以外で国と連携をとるということはまずないはずだった。

　にもかかわらず、自分がここに連れてこられたのは、ひとえにグスマンの存在があるのだろう。

　彼は、教会だけでなく、王宮にも顔が利く。兄たちとしては、マリカが教会に捕らえられて、公式に裁かれるよりも、手っ取り早く始末したかったのだろう。そこで白しら羽はの矢やが立ったのが、グスマンというわけだ。

　グスマンの立場なら、教会を通して国中を自由に動き回ることができる。いち早く、マリカの存在をかぎつけ、対処することができるのだ。

　駿介の口からグスマンの名を聞いたとき、イヤな予感がしたのだが、それが見事に的中してしまったわけだ。

　砦の地ち下か牢ろうに幽ゆう閉へいされたマリカは、剣を奪われ、一人、孤独に座り込むことしかできなかった。

　これで、よかったのだ。

　もう何度も、繰り返し自分に言い聞かせてきた言葉だ。

　駿介たちと別れてから、いったいどれだけ口の中で呟き続けただろう。

　そう、これで、よかったのだ。これ以上、自分の都合で駿介たちを巻き込めなかった。元の世界へ戻る道を、自分が原因で閉ざすわけにはいかなかった。

　自分一人の犠ぎ牲せいで済むのなら、安いものだ。

「ずいぶんと冷静だな」

　急に声をかけられ、マリカはギョッとした。

　気がつけば、グスマンが牢の前に立っていた。

「グスマン……」

「ほう、この期に及んでまだ反抗的な目をしている。よほど気が強いと見えるな。だが……」

　いきなり伸びてきた腕を、マリカは躱かわすことができなかった。

　胸ぐらをつかまれて、互いの顔が鉄格子越しに触れあう寸前まで引き寄せられた。

「マリカ様よ、おまえは自分の立場がわかっているのか？　本来なら、いますぐこの場で殺してもいいんだが、フェルナー様がどうしても連れてこいと言うのでな」

　フェルナーは一番上の兄だ。王位継承に関して、もっとも危機感を抱く立場である。

「ここで兄上の名前が出てくるということは、貴様は兄上に雇われているのだな？　近この衛え騎士を辞めて聖騎士になったのも、兄上の指示だったのか？」

「察しがいいな。その通りだ。鞍くら替がえはいろいろと風当たりも強く、偏へん見けんもあってなかなか大変だったよ。もっとも、仕事さえきっちりしていれば、庶民が勝手に担ぎ上げて守ってくれたがな。おかげでいまは、なかなかいい思いをさせてもらっているよ」

「聖騎士が、地に落ちたものだな」

「俺は元から聖騎士などという地位に興味はないからな。なんとでも言うがよい」

「貴様に巻き込まれた教会はいい迷惑だな」

「今回の件に関しては、教会はなにも知らない。俺が個人で動いていることだからな」

　ということは、モルカ村を囲んでいたのは、聖騎士のふりをしたフェルナーの私兵か。移動時間を考えると、王都から呼び寄せたのでは間に合わない。つまり、あれだけの兵士が、秘密裏に、国中を動き回るグスマンの後を追っていたことになる。それだけの手間暇をかけるフェルナーの執念深さに、マリカは身震いする思いがした。

「そのお陰で、貴様は大衆の前で裁かれることもなく、北の地に送られることもないわけだが……。もしかしたら、教会の連中に捕まっていたほうがマシだったかもな」

　グスマンの視線が、マリカの胸元に落ちた。

　引き寄せられた際に、服の留め具が外れたのだろう。

　白く豊かな胸の谷間が露あらわになっていた。

「フェルナー様は、生きてさえいれば手足を切り落としてもかまわないとおっしゃっていた。五体満足である必要はないわけだ。ならば、俺もせいぜい楽しませてもらうことにするさ」

　さらに引き寄せられ、グスマンの厚い唇が迫る。それを避けようと顔を背けるが、太い指がマリカの顎あごをつかんで正面を向かせようとする。

　咄とつ嗟さに、マリカは唾つばを吐いていた。

　それを真正面から受け止めたグスマンは、マリカを突き飛ばした。

　尻しり餅もちをついたマリカは、キッとグスマンを睨にらみつける。

「てめぇ、やってくれたな……！」

「貴様ごときに、私をどうこうさせはしない！」

「ふん」

　鼻で笑って、グスマンは吐きかけられた唾を指でぬぐい、そのまま口に入れた。

「これがマリカ様のお味か」

「……へ、変態！」

「なにを言う、これでも俺なんかはまともな方だぜ？　俺の知り合いには小便や大便を口にすることで興奮する奴らもいるからな」












　にたにたと笑って、マリカの反応を楽しむつもりだったのだろう。

　しかし、マリカは感情を見せなかった。ただ一つ、怒りの感情だけを向けたままで。

　これがカンに障ったらしい。

　嗜し虐ぎやく的てきな感情を口元に浮かべて、グスマンは言った。

「気が変わったぞ。俺はその強情なツラが絶望でゆがむ様が見たくなった」

　瞳の中に、狂気の色が見て取れる。

「今夜を楽しみにしてるんだな。せいぜい、神に祈って待ちわびるがいい」

　下劣な言葉を残して、グスマンは去って行った。

　一気に、緊張の糸が切れる。

　その場にへたり込んだマリカは、改めて、己の境きよう遇ぐうを思い知らされた。

　わかっていたはずなのに。自分で選んだ道のはずなのに。

　なのにどうして、こんなに惨みじめで、辛つらいのだろう。

　マリカは、物心ついたときから一人だった。

　母親からは引き離され、父親は雲上人だった。その父親にしても、笑いかけてもらったり、優しくされたりした記憶はない。それどころか、常にいないものとして扱われていたように思う。

　兄姉たちは、最初からマリカに冷たかった。一人だけ出自が異なるせいで、疎うとまれていた。

　だから、少しでも受け容れてもらいたくて、マリカは自分にできることをした。役に立とうとして、結局、それが仇になった。

　味方は誰もいなかった。王位継承から遠い上に、兄姉から疎まれているとあっては、誰も近寄ってこないのも当然だった。

　中には、大衆の人気を利用して王おう位い簒さん奪だつをそそのかす者もいた。「バカな」と一言で切って捨てたが、それが兄たちの差し金で、少しでもその気を見せていたら反逆罪で処刑された可能性に思い当たり、戦せん慄りつした。自分の立場の危うさに、初めて気がついた。

　だから、マリカは無理を言って剣を習った。いざというときに、自分の身を守るために。自分一人の力で、生き残るために。

　マリカに味方はいなかった。心を許せる友人もいなかった。誰にも頼ることができなかった。

　いつ訪れるかわからない命の危険に怯おびえるたび、マリカは願わずにはいられなかったのだ。

　仲間が欲しい、と。

　心を許しあい、信頼の置ける仲間が欲しいと。

　仲間がいれば、生き残れる確率がグンと跳ね上がる。

　仲間が一人いるだけで、安心して眠りにつくことができる。

　仲間が欲しい。

　共に手を取り合って、生きるべき道を切り開いていく仲間が。

　自分の命を預けられるだけの、大切な存在が。

　そう願いながらも、今日までマリカは仲間を得ることができなかった。

　誰かに頼ることなく、単身で城を抜け出し、生き抜いてきた。

　唯一の生きる糧かては、自分の母親だった。

　母親が故郷へ戻ったのは、マリカがまだ五歳のときだった。だから、顔もよく覚えていない。けれど、胸に抱かれたときの温もりや安心感は、いまも思い出すことができる。

　だから、マリカは母親を探そうと決めた。

　たった一人の肉親を、たった一つのより所を求めて、世界中をさまよい歩いた。

　そんなある日、母親がランドベルズに戻ったという情報を耳にした。

　罠わなである可能性は否定できなかった。けれど、確かめずにはいられなかった。

　そうしてランドベルズに戻ってみれば、これだ。

　でも、ゴブリンやレドンの被害に遭った人々を、見捨てていくことなどできなかった。

　母には胸を張って会いたかったからだ。

　後ろめたい思いを抱えず、自信と誇りを持って、正面から向き合いたかった。

　そして、一言でいいから言ってほしいのだ。

「頑張ったね」と。

　それだけで、マリカが生きてきた価値があるというものだ。

　だから、マリカは戦った。己の矜きよう持じを貫き通した。

　なんの後悔もない。なにも、失うものはない。

　そう、なにも、ないはずなのに……。

　これまでに感じたことのない寂せき寥りよう感かんと、凍こごえるような寒さが襲ってきた。

　寂しさには慣れているはずなのに。どんな寒さにも耐えてきたはずなのに。

　いまのマリカには、どちらも耐えられなかった。受け止めきれなかった。

　これほどまでに、一人であることを実感させられたのは、生まれて初めてだった。

　そう、一人なのだ。自分はいま、どうしようもなく、一人きりなのだ。

「イヤだ……」

　思わず、声が漏れる。誇りだとか矜持だとかは関係ない。そんなもので、自分の孤独や乾きは癒いやせないのだと、いまさらながらに気づく。

「一人は、イヤだ……」

　そして、生まれて初めての弱音に、自分は変わってしまったのだと悟った。

　一人で生きてきた毎日は、孤独が当たり前だった。楽しいことなんてなに一つなかった。そんな毎日を過ごすのは簡単だった。ただ感情を閉じ込め、押し殺していればいいのだ。なのに……。

　そんなマリカの感情を、彼らは、こじ開けようとした。

　孤独を忘れさせ、楽しいという感情を思い出させてくれた。

　異世界からやってきたという彼らは、慣れない場所で、いきなり放り込まれた異界で、自分たちの生きる道を見つけようとしていた。そのことに誇りを持ち、生き生きとしていた。

　不安もあるだろうに、どこか楽しそうでもあった。いつしか、彼らの間に絆きずなのようなものが見て取れるようになっていた。

　最初から仲が良かったわけではない。どちらかといえば、ぎくしゃくしたような、少し距離のある関係だったはずだ。

　それがいつのまにか、互いの距離を詰め、心を許し合うような関係になっていた。

　彼らは本音をぶつけ合うことで、お互いのことを知り、言葉を交わすことで、距離を縮めていったのだろう。

　しかし、彼らの輪にマリカは入れなかった。入り方がわからなかったし、いつの間にか入っていたときも、どういう会話をすればいいのかがわからなかった。

　だから、積極的に絡むこともなかったし、疎そ外がい感かんを感じるのが怖くて、そっと身を引いていた。

　けれど、彼は、そんなマリカにも手を差し伸べてくれたのだ。

「踊ろう」と、マリカを誘い出してくれた。

　彼らは、教えてくれたのだ。

　楽しいという感情を。自分は、孤独ではないのだということを。

　だからいま、こんなにも寂しくて、凍えそうなのだ。

　少年の手を取った、自分の手のひらをそっと見つめる。

　あのときに感じたぬくもりは、人の体温以上の暖かさを伴っていた。その暖かさがなんなのか、いまのマリカにはわかる。わかるからこそ、辛かった。悲しかった。

　待ち受ける運命に、胸が張り裂けそうになる。

　心が挫けて、崩れ落ちるように膝をつく。うずくまる。

（助けて！）

　来るはずのない助けを求めて、マリカは心の中で叫んだ。自ら手放した絆をたぐり寄せるように、何度も何度も。

　けれど、どんなに叫んでも、救いの手は差し伸べられない。

　差し伸べられるはずはないのだ。

　なかったのに……。

　突然、砦が激しく揺れた。

　うずくまる体勢すら維持できないほどの、激しい揺れだった。

「な、なに……!?」

　地震にしては、揺れが短い。

　さらに、爆発音や人々の怒声や悲鳴が聞こえてくる。

　……まさか。

　そんなことがあるはずがなかった。

　……いや、けれど。

　もしかしたら、それはマリカが待ち望んだものだったかもしれない。

　半信半疑のマリカだったが、答えは明確な形を伴って目の前に現れた。

　凄すさまじい爆発音や衝撃とともに、佐嶋駿介が転がり落ちてきた。その後ろから、淡々とした表情のワルキューレが一人、落ち着いた足取りで降りてくる。

「ぐぁぁぁぁ、ったく、ムチャするなよ！　俺はおまえと違って生身の人間なんだぞ!?　鉄の扉なんかに激突したら、下へ手たすりゃ死ぬんだぞ!?　わかってるか!?」

　駿介の文句にも、ワルキューレは動じない。

「しかも三度目だぞ、三度目！　運が悪けりゃ三回死んでるんだぞ!?」

　どんな怒声にも、ワルキューレは反応しない。

「まったく、まだあのときのことを根に持ってるのかよ……。って、あっ」

　ここでようやく、マリカに気づいたらしい。

　恐ろしくばつの悪そうな表情で、小さく手を挙げてくる。

「や、やあ、元気か？」

　筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいほどの、微妙な再会だった。

「……どうして、ここに？」

「いや、ワルキューレに乗ってあちこち探し回ってたんだけど、こいつ、人のこと考えないでいろんなとこに突っ込んでくから大変だったよ」

「そうではなくて……！」

「まあ、なんとか見つかってよかったよ。早いとこ、みんなと合流しないとな」

「み、みんな？　まさか……」

「ああ、全員いるぜ」

「ば、バカな……」

「バカなとは失礼な」

「いや、だって、どうして……」

「どうしてもこうしても、助けに来たんだよ」

「助けに……？　いや、だから、どうして！」

「仲間を助けるのに、理由なんかいらないだろ」

　それは、自分が求めていた言葉だった。

　ずっとずっと、心の底から欲していた存在だった。

　不思議な温かさが、胸一杯に広がっていく。

「とりあえず、ちょっと下がっててくれないか。こいつをぶっ壊すからさ」

　言われるがままに、マリカは後ずさって壁に背を預けた。

　駿介は、小さなナイフを鉄格子に手を当てて、魔法を発動させる。

「えーっと、音の波よ、激しく震えてすべてを断て──バイブレーションカッター」

　すると、甲高い音と共に、あっけないほど簡単に、鉄格子が切断された。

「な、なんだ、その技は!?」

「んー、これは説明しにくいな。まあ、のこぎりの超強力バージョンと思ってもらえればいいよ」

「のこぎりで鉄格子が一瞬で切れるか！」

　本当に、駿介たちには驚かされてばかりだ。

　マリカの体が通れるくらいの隙間を作って、駿介は手を差し伸べてきた。

　自分を変えてくれた、大きな手。

　自分を違う世界へと導いてくれる、不思議な手。

　そんな、来るはずのない救いの手が、目の前にあった。

　震える手をゆっくり伸ばすと、駿介はその手を力強くつかんだ。そして、マリカの体を、心を、優しく引き上げた。

「ほら、これ、着ろよ」

　なぜか明後日の方へ視線を向けながら、誰かからはぎ取ったらしいマントをマリカの肩にかける。

　どうしたのかと思ったが、どうやらマリカの大きく開かれた胸元が原因らしい。

　慌てて胸元を押さえ、マントで体を隠すと、妙なおかしさがこみ上げてきた。

　こんな敵地のど真ん中で、こいつはどうしてこんなところに気を回すのか。

　けれど、それが嬉うれしくて、ひどく頼もしい。

　決して、恰かつ好こうのいい助けられかたではなかったけれど……。

　それが、なんだか駿介らしくて、自分たちにはそれくらいがお似合いなようで、妙に嬉しかった。





　　　　　４






「星々の瞬またたきよ、炎の流星となり地に降り注げ──星せい光こう破は壊かい弾だん！」

　菜々子の必殺技が炸さく裂れつする。居並ぶ兵士たちの頭上に、突如として現れた炎の石が降り注ぎ、打ちのめしていく。

　いまの技は、直訳すれば「スターライトブレイク……ショット」だろうか。もうなにも言うまいと駿介は心に決めた。

　マリカを助けに来た時点で、駿介たちは国や教会から追われることを覚悟してきた。もはや、魔法に制限をかける必要などなかったから、文字数にも見た目にもこだわることなく、思うがままに力をふるった。

「ブリュンヒルデ、ジークルーネは佐嶋とマリカを先導して！　オルトリンデとロスヴァイセは後方を！　残り五人は散開して索さく敵てきに当たって！」

　清花はついに、ワルキューレに名前をつけて判別し始めた。名前があることは知っていたが、ここまで来るとただの魔力体ではなくなってきそうだ。

　二人の魔法は、強力なだけでなく、迎え撃つ相手にとって脅威であり驚きよう愕がくすべきものだったらしい。

「ほ、星が！　星が落ちてくるぞ！」

「あっちは人だ！　バカな！　あれが魔法だと!?」

　中には、戦うのも忘れて、降り注ぐ隕いん石せきとワルキューレに見とれる者もいた。規制に縛られた人間にとって、どれもこれもが異様な光景だったに違いない。

　この二人が撃ち漏らした敵を、萌絵がライフルショットで潰つぶしていく。

　マリカも、敵の剣を拾って行く手を塞ふさぐ相手を斬り伏せる。

「よし、もうすぐ出口だ」

　どうにか、一階の広間までたどり着いた。

　外に出てしまいさえすればこっちのものだ。

　だが、そううまくは行かなかった。

　見覚えのある大男が、出入り口の前で立ち塞がっていたのだ。

「グスマン！」

「これ以上、好きにはさせぬぞ！」

　グスマンが自分の身長ほどもある剣を振りかぶった。

「くらえ、大地を割り、岩をも砕く剛ごう力りきの剣──グランドバスターソード！」

「まずい、二十文字以内の魔法としては最強の魔法だ！」

　マリカの忠告が飛ぶと同時に、凄まじい剣圧が、石畳を破壊しながら肉薄する。

「ワルキューレ！」

　清花の叫びと同時に、八人のワルキューレが殺到し、駿介たちの前で壁となる。

　ぐしゃり、という音を立てて、ワルキューレの姿はかき消えた。

「そ、そんな!?」

「奇妙な技を使いおってからに。今度こそ、貴様らの番だ！」

　グスマンが剣を構える。とっさに駿介も呪じゆ文もんの詠えい唱しようにかかる。

「氷の刃やいばよ、敵を貫け──アイスニぉわぁぁぁぁぁ!?」

　詠唱が終わらないうちに、グスマンが一気に肉薄してきた。

　剣が一いつ閃せんされ、駿介は慌てて回避する。だが、おかげで魔法が発動できなかった。

「ひ、卑怯だぞ！」

「卑怯なものか！　これがこの世界での常じよう套とう手段だ！」

　確かにその通りだ。

　この世界の魔法には大きな制約がある。途中で詠唱の途切れた魔法は発動できない。つまり、相手の口さえ封じてしまえば、魔法を怖れることはないのだ。

「炎よ吹き荒わわわわ！」

「鋼鉄の弾丸よ、すべて撃ち抜きゃぁぁぁ!?」

　菜々子と萌絵の魔法も、兵士たちの攻撃で遮さえぎられてしまう。残った一人のワルキューレは、清花を守るので手一杯だ。

　想像以上に、厳しい状況だった。

　駿介たちの魔法は封じられ、気がつけば四方は敵に囲まれている。

　おまけに、脱出口も固められてしまっているため、逃げ出すこともできない。

「その人数で俺に挑んだ度胸だけは認めてやろう。だが、どうやら場数の違いが出たようだな」

　悔しいが、グスマンの言うとおりだ。

　兵士の一人一人は、ゴブリンとは比べものにならないほどの手て練だれ揃ぞろいだった。なによりも、組織だった行動ができており、隙がない。

　試しに早口で呪文を詠唱してみるが、やはり途中で横やりが入ってしまう。

　戦うことも、逃げ出すこともできない。絶体絶命のピンチだった。

「おかしな魔法を使いおってからに……。異端者共め、いまこの場で、この俺が裁いてやろう！」

　再び、グランドバスターソードの凄まじい剣圧が襲いかかる。

　最初に狙われたのは、たまたま正面にいた駿介だった。

　まずい。範囲が広すぎて避けきれない……！

　思わず目を閉じた駿介だったが、次にやってきた衝撃は、思ったよりも柔らかかった。

　それでも、体は吹っ飛び、一瞬だけ宙を舞った後、背中から地面にたたきつけられる。

　息が詰まるが、呼吸ができなくなるほどではない。駿介は目を開いた。

　目の前に、マリカが倒れていた。

　全身がボロボロになって、血だまりに沈む、少女の姿があった。

「ま、マリカ……？」

　何があったのか、すぐに察する。

　マリカが、駿介をかばったのだ。

　グスマンの一撃をまともに浴びたのだろう。細かくくだけ散った剣の破片が、まるで雪の結晶のように、マリカに降り積もっている。細かく肩が上下しているところを見ると、息はある。けれど、すぐに起き上がれないほどの重傷を負っているのは間違いなかった。

「ば、バカヤロウ……。なに、やってんだよ……」

　震える声で問いかけると、マリカはわずかに顔を上げて、こちらに向き直った。

「ふ、ふふ……。貴様がそうしたように、仲間を助けるのは、当然だろう……？」

　笑みすら浮かべるマリカに、駿介の心はかき乱された。

　仲間を助けるのは当然？　もちろんだ。しかし、それは状況にもよるのではないか。

　この状況で、もっとも助ける価値がないのは駿介だ。マリカのように戦い慣れているわけでもないし、菜々子のような必殺技を持っているわけでもない。清花のように得意技を駆使できるわけでもなければ、萌絵のように新しい魔法を考えつくわけでもない。この場で一番役立たずな駿介を、なぜ、マリカはかばうのか。

「貴様が、自分にどんな評価を与えようが、関係ない……」

　まるで駿介の胸中を見透かすかのように、マリカは言った。

「貴様への評価は、わたくしが決めることだ……」

　言葉を発するのも苦しそうだった。けれど、これだけは伝えねばという意思はハッキリと読み取れた。

「わたくしは、貴様なら、他の誰でもない、シュンスケなら、どんな危機も乗り越えられると信じている」

　その自信はどこから来るのか。言葉にはしなかったが、マリカには伝わったようだ。

「自信などない。ただ、すべてを託せると、わたくしが判断しただけだ。なにしろ、貴様はわたくしを変えてくれたからな。この苦境もきっと、どうにかしてくれるだろうと、信じているんだ」

　体に力を入れ、ムリヤリ体を起こそうとする。どんなに傷ついても、何度でも立ち上がってやる。そんな気迫が、駿介には感じられた。

「私が貴様を守る理由など、それで充分だ」

　そんなバカな。駿介は否定したかった。

　そんな期待に応えられるほど、自分は立派な人間ではないはずだ。なのにどうして、マリカは信じてくれるのか。

　立ち上がろうとしたマリカは、途中で力尽きたように倒れてしまう。やはり、相当なダメージを受けているらしい。

「マリカさん！」

　萌絵が駆け寄ってきて、マリカに回復魔法を施ほどこす。

「佐嶋くんも！　早く！」

　言われるがままに、駿介も起き上がって回復魔法を使う。だが、傷を癒やすのには時間がかかる。傷が深ければ深いほど、長い神しん言ごんが必要になる。もちろん、そんな隙をグスマンが逃すはずがない。

「邪魔者はどいてもらおうか」

　狙いが駿介と萌絵に定められる。このままでは、グスマンの攻撃をまともに食らってしまう。

　どうする？　どうすればいい？

「させるかぁぁぁぁ！」

　絶叫と共に、剣圧に向かっていったのは菜々子だった。竹刀しないを振るって対抗しようとするが、魔法のかかっていない道具では太た刀ち打うちできるはずがなかった。一瞬にして竹刀は粉々に砕け散り、菜々子も軽々と吹っ飛んだ。

　地面にたたきつけられ、「ぐあっ」と悲鳴を上げるが、すぐに体を起こして、グスマンに強い視線を向ける。

「か、海原……」

「あ、あたしのことはいいから、佐嶋っちは目の前のことに集中して！」

「だ、だけど……」

「だけどもへったくれもないでしょ！　早くしなさい！」

　清花がワルキューレを従えて、駿介たちの壁となる。グスマンの攻撃が飛んでくるが、避けることもせずに、ワルキューレは体で受け止めて吹き飛んだ。しかし、魔法体は痛みを感じないのか、すぐに態勢を立て直し、再び駿介の前に立ちふさがる。

「ごめんなさいね、ブリュンヒルデ。これは、あなたにしかできない役目だから……」

　清花の呟きに、ワルキューレはこくりと頷く。

　そんなやりとりを横目に見ながら、駿介は懸けん命めいに回復魔法を詠唱しようとした。けれど、気が逸はやり、うまく口が回らない。

「佐嶋くん、落ち着いて！」

　萌絵が声をかけてくれるが、気持ちばかりが先走って、体が追いついていかない。戦うことも、誰かを守ることもできず、回復すら満足にできない。それどころか、女の子に守ってもらうばかりなのだ。駿介は焦しよう燥そうに駆られた。

　これでは同じじゃないか。

　三年前の、あの日に感じた悔しさと一緒じゃないか。

「こんちくしょう……」

　菜々子が近くに落ちていた剣を拾い上げて、グスマンと向き合う。

「ほう、貴様は少しできるようだな」

　剣士としての素質を見抜いたのか、グスマンは慎しん重ちように菜々子の動きを見守っている。ほんの少しだが、間ができた。この隙に、マリカを回復をしなければ……。

「佐嶋くん、落ち着いて」

　再び、萌絵が声をかけてくる。今度は、静かに言い聞かせる調子で。

「だ、だけど、俺……」

「佐嶋っちならできる！」

　菜々子が、グスマンと対たい峙じしながら背中越しに語りかけてくる。

「あたしがヒーローに憧れたのは、佐嶋っちのおかげなんだよ。でも、それは佐嶋っちの、勇敢な行動がきっかけじゃない。佐嶋っちのかっこよさに後押しされたわけじゃないんだ。もういいかげん、わかってもいいんじゃない？　あたしは、佐嶋っちのかっこ悪さに、勇気をもらったんだ！」

「私も同じよ」

　清花も、周りの兵士を牽けん制せいしながら口を開く。

「あんたのかっこつけた行為にじゃない。むしろ、かっこ悪い行為にこそ、私は目を覚まされた。自分を貫き通すその強さを知りたくなった。憧れた」

「大丈夫。佐嶋くんならできる」

　最後に、萌絵が駿介の肩にそっと手を置く。

「私は、私たちは知ってるから。どんなにみっともなくても、どんなにかっこ悪くても、佐嶋くんならできるって」

　ズキリと、胸の奥が痛む。

　かっこ悪くても……。それがなにを意味するのか、駿介にはわかった。それは、駿介が忘れ去ろうとした傷だった。汚点だった。

　捨て去りたい黒歴史。三年前の中学二年。邪気眼系の中二病だった頃。

　皇こう帝てい邪じや神しん王おうという架空の存在を作り出し、それになりきっていた自分。

　学校にマントを着て登校し、「下等な俗物どもが」などと口にする駿介を、クラスメイトたちはある者は蔑さげすみ、ある者は奇妙な生き物を見る目で、遠巻きに眺めていた。

　そしてある日、町中で一人の女の子が男連中に絡まれているのを見た。「愚かな……」と呟きながら、駿介は止めに入った。意い気き揚よう々ようと割り込んで、そして、こてんぱんにやっつけられた。

　駿介が目を覚ましたのは、まさにその瞬間だった。

　愚かなのは自分だ。自分は皇帝邪神王なんかじゃない。女の子一人も助けられない、ただの人間だった。

　人は羞しゆう恥ち心しんで死を選べるのだと、初めて実感した。

　だから駿介は、自分の中二病を完全に封印したのだ。高校は同じ中学の生徒がほとんど通わないような、遠くの学校を選んだ。そうまでして、なかったことにしようとした過去なのに。

　中学時代の、クラスメイトたちの反応が思い返される。

　嘲笑、蔑み、哀れみ、憐れん憫びん。

　駿介を笑って、気持ち悪がって、遠巻きに見守って、こそこそとなにか囁ささやきあって……。

　そんな毎日を、ずっと目と耳を塞いでやり過ごした。もう二度と、同じ目には遭いたくなかった。そんな恐怖を、ずっと抱いてきた。それはいまも変わらない。けれど。

　それでも、彼女たちは勇気づけられたと言ってくれた。嫌悪感を表すのでもなく、冷めた目で遠巻きに見守るのでもなく、三年もの間、自分を探してくれた。感謝を伝えようとしてくれた。

　あの、みっともなくて、かっこ悪い自分の姿を目にしても、なお。

　それだけではない。彼女たちは自分たちの、あまり人に知られたくない一面を、駿介に教えてくれた。それは、お互いの過去を知ることで、対等の関係であろうとしたからではないか？

　どんな自分をさらけ出しても、彼女たちはきっと、態度を変えない。それだけ、駿介のことを信頼しているのだ。その信頼を感じ取った上で、それでも過去に捕らわれ続けるのは、彼女たちの信頼を裏切るのも同然だ。そんなことはできない。絶対に、してはいけない。

　恥ずかしがっている場合ではない。怖がっている場合でもない。

　思い出してみろ。自分がなぜ、皇帝邪神王などという存在を作り出してまで、女の子を救おうとしたのか。

　駿介は考えた。この場を乗り切るための最善の方法を。自らの過去を掘り起こし、逆転への切り札を探り出す。忌まわしい過去が、この世界では強力な武器になるのだ。

　萌絵がずっと回復魔法を施していたのが功こうを奏そうしたのか、真っ青だったマリカの頰に赤みが差し始める。出血も、あらかた止まったようだ。

「しゅ、シュンスケ……？」

　駿介の決意を感じ取ったのか、マリカが呻きながら声をかけてくる。

「マリカは見ていてくれ。俺が、なんとかしてみせる」

　その、なんとかする方法を考えるのだ。

　この絶体絶命の状況から、一発で逆転できる最高の神言魔法を。

『ようやく、決心がついたみたいね』

　どこからか、サリィの声がする。しかしおかしい。携帯はポケットに入れてあるはずなのに、声がまったく違うところから聞こえてくるのだ。もしかしたら、先ほど吹っ飛ばされたときに、ポケットからこぼれて、どこか見えないところに落ちてしまったのかもしれない。

　けれど、その声はグスマンたちの注意を引いた。不審げに、「何者だ」と誰何の声を上げながら、周囲に視線を走らせる。

『あとはあなた次第。さあ、見せてみなさい。神言魔法が切り開く、新たな世界を！』

　時間を稼いでいてくれる。そう感じた駿介は、感謝の気持ちをムリヤリ抑え込んで、魔法の錬れん成せいに集中した。

　この世界に来てから仕入れた知識を総動員して、仲間たちの言葉を吟味して、過去の自分が積み上げた数々の所行を駆使して、逆転の切り札を組み立てる。

　敵味方入り乱れたこの状況で、誰にも邪魔されることなく、勝利へと導く必殺の方法。

　これは、みんなが与えてくれた魔法なのだ。

　信頼と、絆と、友情が生み出した逆転への軌き跡せき。

　それをいま、駿介は口にする。




「──愚かなる人間共よ」




「はっ!?」

　その場にいた全員が絶句した。

「性しよう懲こりもなく、我が力を求めるか」

「あ、あの、佐嶋っち……？」

「我が名は皇帝邪神王！　混こん沌とんの世に顕けん現げんせし破壊と殺さつ戮りくの化身なり！」

「ちょっ!?」

「ええっ!?」

「な、なによ、それぇ!?」

　女性陣の絶叫には耳を貸さず、駿介はさらに続ける。

「我、皇帝邪神王の名において命ずる。世の理ことわりよ、我が前に跪ひざまずけ。世界の調和よ、我が前にひれ伏せ。偉大なる王が、破壊と殺戮の力を欲しているのだ。さあ、愚かで矮わい小しような人間どもよ、我が絶大にして絶後、唯一無二の極きよく点てんをその目に焼き付けるがいい。己が無力と隔絶された力量の差を痛感するがいい」

「正気か、貴様っ!?」

「グスマンよ。我に刃を向けた報むくい、身をもって受けてもらうぞ」

　神言の詠唱が始まると思ったのだろう。グスマンは剣を構えて攻撃の態勢に入ろうとする。だが、もう遅い！




「凍てつく大地に舞う氷結の縛鎖ダイヤモンドダスト」




　その瞬間、屋内だというのに、雪が舞いだした。

「むっ？」

「な、なんだ、これは!?」

　だがそれは雪ではない。細氷──いわゆるダイヤモンドダストだ。

　氷の結晶は兵士たちに絡みつき、結合し、動きを奪っていく。

「う、うわぁぁぁ！」

「う、動けない！　どういうことだ！」

「あ、足が、足がぁぁぁぁぁ！」

「な、なによ、これ!?」

「ちょっと佐嶋っち！　あたしらも動けなくなってるんだけど!?」

　効果範囲はこのフロア全体。

　当然、味方である菜々子やマリカ、そして自分にもダイヤモンドダストの効果は及んでしまう。

　菜々子の叫びを無視して、駿介は自分に「体よ熱を帯びろ──ホッカイロ」という、ちょっと情けない魔法を使って、氷の結晶を溶かす。

　そんな中、グスマンだけは冷静に異常な光景を観察していた。

「これが、魔法!?　バカな！」

　キッと、駿介を睨みつけてくる。

「神言の詠唱など、聞こえなかったぞ!?」

　解説してやりたいところだったが、それはできない。

　最初のヒントは、清花と萌絵の神言魔法だった。

　清花のワルキューレは、発動後も命令を与えることができた。萌絵のリップサービスも、最初に呪文があって、そこから神言の詠唱が始まった。

　それはつまり、神言の詠唱が後になっても、魔法は普通に発動するということに気がついたのだ。

　そこから推し進めて考えると、発動する魔法のイメージさえきちんとできていれば、神言は必要でないことがわかった。

　そして次のヒントになったのが、萌絵との会話、そしてレドンとの戦いだった。

　レドン戦では、素早い相手に苦戦した。魔法の弱点──詠唱に時間がかかる──を、克こく服ふくする必要があった。

　考えた末に、萌絵との会話が思い起こされたのだ。

　萌絵は、この世界の言語体系に疑問を抱いていた。自分たちはいま、どんな言葉を話しているのか。そしてフレアルードは、どんな言葉を持っているのか。

　答えは、駿介にもわからない。ただ、自分たちが知っている言語や言葉を使えるのなら、日本語特有のある表記も使えるのではないかと思ったのだ。

　長く言葉を連ねながらも、たった一言でそのすべてを表現することができる技、それが──。

　ふりがなだった。

　魔法に必要なのは、発現する現象のイメージと言葉。であれば、発現するイメージと同時に、長い文章もイメージしておけば、神言の詠唱を省はぶけるのではないか。

　とはいえ、弱点もある。

　いくらイメージでカバーできるとはいえ、神言魔法の基本は神に言葉を伝えるというところにある。実際に伝える言葉が少ない分、威力には期待できない。

　だから駿介は、事前に神言を詠唱することで、無詠唱魔法ふりがなの威力を飛躍的に高めたのだ。

　神言は、神に伝える言葉。ならば、これから使う魔法がどれだけ凄すごいかを、あらかじめ伝えておけばいい。そう。

　駿介が人じん智ちを越えた存在、皇帝邪神王になりきることで、その力量を事前に伝えていたのだ。

　つまり、駿介が皇帝邪神王になりきったその瞬間、最初の台詞せりふを発したときから、神言の詠唱が始まっていたことになるのだ。

「グスマン、貴様は人間風情にしては力のあるほうだろう。だが、相手が悪かった」

　駿介はニヤリと笑う。

「世は皇帝邪神王。破壊と殺戮──そして新世界を創造する者なり。これが、最後だ」

　会話をも伴った、長い長い神言の詠唱。魔力的に考えて、おそらくは、この一度しか発動できない究極の一撃。

　それがいま、最後の呪文に集約する。




「悪しき罪人たちをソ焼き尽くすド地獄の業火ム!!」















「ぐ、ぐぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　灼しやく熱ねつの炎が、グスマンの体を包み、焼き焦がす──。

　グスマンだけではない。その場にいた兵士たち全員に、裁きの業ごう火かが吹き荒れる。

　駿介はがっくりと膝をついた。案の定、魔力を使い果たしたらしい。

　兵士たちが荒れ狂う炎にのたうち回る中、グスマンだけは倒れなかった。

　まっすぐ見据えたまま、狂気をはらんだ目で、駿介を睨みつけている。

　効いてない……？

　そんなことがあるだろうか。いや、なにか特殊な防御魔法でもかけてあれば、あるいは……。

　だがそれは、杞き憂ゆうに終わった。

　スッと、目が閉じられ、意識が失われると同時に……。

　グスマンは、ゆっくりと炎の中に倒れていった。

　それを見届けて、駿介は「炎よ消えよ」と魔法を打ち消した。これ以上の追い打ちは、命まで奪いかねない。

　グスマンと兵士たちの息を確認し、駿介はホッと息をついた。

「勝った、だと……？」

　誰ともなしに、マリカが呟く。

　勝ったという実感よりも、驚きのほうが先に来ているのだろう。菜々子たちも、目の前の光景を唖あ然ぜんとした表情で見つめている。

「え、えっと……」

「あの、佐嶋っち？」

　呼びかけられ、駿介はにっこりとほほえんで──

「うわぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　絶叫した。

　叫んで、頭を抱えて、うずくまって、のたうち回った。

「は、恥ずかしい！　恥ずかしいよぉ！　消えてなくなりたいよぉ！」

「ちょ、ちょっと、佐嶋!?」

「なに!?　なんなの!?」

「なにが皇帝邪神王だよ！　なにがソドムだよ！　かっこつけるのにもほどがあうわぁぁぁぁぁぁぁ！　死にたい！　いますぐ消えてなくなりたいぃぃぃぃぃぃ!!」

「佐嶋くん、やっと開き直ったんじゃ……」

「この様子は……」

「まったく、できてないみたいね……」

　燃え尽きた兵士たちに、大男。そして、地面を転げ回る一人の少年。

　異様すぎる光景の中、戦いは終しゆう焉えんを迎えた。





　　　　　５






　ワルキューレの力を借りて、駿介たちは砦の中にいた兵士たちを全員外へ放り出した。

　自分たちの退路を確保する意味でも、どうしてもやっておかなくてはならないことがあるのだ。

　グスマンを含めた全員を後ろ手に縛り上げてから、菜々子たちは砦の前に立つ。

「んじゃ、ま、盛大にやりますか」

　事前に取り決めてあったとおり、女の子三人で同時に魔法を行使する。

「「「大宇宙と星々の連なりが生み出した重力よ、一点の塊かたまりとなりてその鎚つちを大地に振り下ろせ──グラビトンハンマー！」」」

　それは、一撃だった。

　まるで見えない巨人に踏み潰されたかのように、重厚な砦が、重力の塊によって、あっという間に押し潰されたのだ。

　これも、レドンとの戦いを参考に生み出された技の一つだった。

　これがあれば、大怪鳥といえども一撃だっただろう。

　砦の最後を見守った後、菜々子たちはその場に崩れ落ちるように腰を下ろした。

「うはぁ！　疲れたぁ！」

　壮絶な戦いを繰り広げた後に、三〇文字を超える神言を詠唱したのだ。魔力も底をついたようだ。今後は、文字数の制限と共に、魔力の消費についても考えていかなければならないだろう。

　砦が押し潰される光景に、マリカとサリィは同時に首を振った。

「この際だから何度でも言ってやるが、信じられん。とても信じられないことをしてくれる……」

『私もこの際だから何度でも言ってあげるわ。あなたたちはどれだけ常識を外れれば気が済むのよ……』

「へへん、あたしたちにかかれば、こんなもんよ」

　なぜか、菜々子が胸を張って答える。

　勝利の立役者である駿介は、もじもじしながら、身を縮こまらせるだけだった。

「…………わかった、もういい。今後はその一言で片付けることにしよう」

　マリカは呆れたように首を振った。

「ところで佐嶋っち、そんなに恥ずかしいわけ？　さっきの魔法、あたしは超かっこよかったと思うんだけど」

「かっこよくない！　超かっこわるい！」

「いやいや、謙けん遜そんしなさんなって」

「まあ、なにを恥ずかしいと感じるかは、人によって違うからねぇ」

「せっかくかっこよく決めたのに、締まらないわね」

　清花は呆れたようにため息をつく。たぶん、駿介の苦悩は、誰にも理解されないのだろう。この世界では、特に。

「でも、そんな技があるなら、教えてくれてもよかったじゃない」

「いや、だってあの場で思いついた技だし……」

「あの場で!?　あんな短い時間で!?」

「やっぱ佐嶋っち、そっち方面の才能があるよ」

「どっち方面の才能だよ！　ま、まあ、なんにしろ、みんなのおかげではあるかな。いろんなやりとりがヒントになったから、なんとか形になったわけだし」

　ここでようやく、みんなに種明かしをすることができた。

　女性陣は揃いも揃って、感心と呆れとをごちゃ混ぜにしたような顔になった。

　そんな中、萌絵がクスクスと笑い出した。

「なんだか、おかしいよね。この世界の魔法って、本当に何でもありなんだなって」

「それは俺も思った。まさかふりがなまで使えるとは思わなかったよ」

「きっと、まだまだ私たちの知らない使い方があるのかもしれないね」

「ふん、調子に、乗るなよ」

　和わ気き藹あい々あいとした雰囲気に、グスマンの低い声が冷や水を浴びせる。

　地面に転がされて身動きが取れないという屈くつ辱じよく的てきな状況にもかかわらず、彼の目には凶暴な光が宿っていた。

「俺たちを生かしておくつもりらしいが、甘いな。おまえたちはこの俺に、屈辱を与えた。生まれて初めての屈辱だ。俺は絶対におまえたちを許さない。地の果てまでも追いかけて、その首をねじ切ってやる」

　駿介たちは顔を見合わせた。

「うーん、できれば生かしておく代わりに、ちょっと手心加えてくれるとありがたいんだけどなぁ。うっふん、ダメかなぁん」

　急に色仕掛けを始める菜々子に駿介は絶句したが、グスマンには通用しなかった。

「ふん、色香で惑わそうというのなら、もっと成長してからにするんだな」

「誰が貧乳だ！　殺す！　やっぱこいつ今すぐ殺す！」

「おお、落ち着け！　落ち着けって！　誰も胸のことなんて言ってないだろ！」

「いいや、言った！　こいつ、あたしの胸を見て鼻で笑いやがった！」

　菜々子を羽交い締めにして押しとどめていると、なにを思ったか、萌絵がグスマンの側そばに膝をついてしゃがみ込んだ。

「あの、私たちが遠くに行くまでの間だけでもいいんです。フェルナーさんに報告したり、後を追ったりするのを、控えてくれませんか」

「バカな。手心を加える理由がない」

「そうですか……。それじゃあ」

　スッと体を折って、顔をグスマンの耳元に近づける。

「あっ」と駿介は思わず声を上げてしまった。

　まさか、あれをやるつもりか……？

　萌絵が何事かを囁いた瞬間──

　グスマンの体が、電撃を浴びたように跳ねた。

　かと思えば全身を硬直させ、下半身だけが別の生き物のようにガクガクと震えている。

　ついには、獣の咆ほう吼こうのような声を上げて、グスマンは果てた。

　上気した頰で、萌絵は顔を離す。

「どう、ですか？　考えてくれませんか？」

「で、できる、はずが……」

「わかりました」

　ではもう一度、と言わんばかりに、再び耳元で囁く。

　再び、電流が走ったように体が跳ね上がるグスマン。

「どう、ですか？」

「だ、ダメ……、ま、まだ……」

「足りないんですね、わかりました」

　三度、電流。

「ねぇ、佐嶋っち。あれ、なにやってんの？」

　菜々子が訊きいてくるのも当然だ。

　萌絵の技を知らなければ、出来の悪いコントを見ているような状況なのだ。

　とはいえ、内緒にしてくれと言われている手前、説明するわけにもいかない。

　結局、「さ、さあ……」と無難にはぐらかすしかなかった。

　グスマンはついに、泡を吹き、白目を剝いてエビ反りになっていた。

　快感も、度が過ぎれば凶器になり得るということか。

「どう、ですか？」

「は、はい……、従います……。言うことをききます……。だから、これ以上は……、お願い……、やめて……」

　あの大男が、少女のようにさめざめと泣いて懇こん願がんしている。なんだかとてつもなく恐ろしい光景だった。その大男を泣かせているのが小柄な少女なのだから、余計に怖い。

「はぁ、はぁ、よかったね、みんな。約束してくれたよ」

　萌絵は、それはそれはいい笑顔で報告してくれた。とりあえず、最初の「はぁ、はぁ」という息づかいは聞かなかったことにしよう。

「萌絵、ずいぶんと生き生きした表情してるわね」

　内緒にしてくれと言われているが、あの様子では、バレるのも時間の問題ではなかろうか。

「ねぇねぇ萌絵ちん、グスマンのおっさんだけじゃ心配だからさ、全員に口止めしたほうがいいんじゃない」

「あ、うん。そうだね。じゃあ、ちょっと行ってくる」

　トテトテと歩いて行って、正気を保っている人間に片っ端からいかがわしい言葉を吹き込んでいく。

　その様子を見て、菜々子はしみじみと呟いた。

「何をしてるか知らないけど、なんていうか、人は見かけによらないね」

「そう、だな」

　しばらくして、やり遂げた表情で萌絵が戻ってきた。

「ふぅ……、終わったよ」

「お、お疲れさん」

　駿介は、なんとなく察してしまった。

　女の子の中で、もっとも敵に回してはいけないのは、彼女なのではないか、と。




　こうして、マリカ奪還作戦は、無事に（？）終わりを告げたのだった。













　モルカ村に戻ったマリカは、故郷に帰ってきたかのような懐かしさを覚えた。

　それほど長く滞在していたわけでもないのに、ここが特別に思えるのは、やはり自分の運命が大きく変わった場所だからだろう。

　異世界の少年少女たちと出会ってからは、とても充実した、密度の濃い時間を過ごすことができた。その一点だけでも、彼らには感謝してもしきれるものではなかった。

「さて、これからどうする？」

　旅支度を調えた駿しゆん介すけが訊きいてくる。

　口止めをしたとはいえ、あくまで口約束でしかない。

　ほとぼりが冷めれば、グスマンたちはすぐにでも領主の元か教会へと向かうだろう。そこで事情を暴ばく露ろされれば、駿介たちはすぐに追われる立場になる。

　となれば、国内にとどまるのは好ましくないだろう。

「そうだな、まずは近くの街に寄って、長旅の準備をしよう。その後はどこか別の国に行くのが最善だろうな」

「そっか、じゃあ、まずは街だな」

　マリカは戸と惑まどった。

「お、おい、シュンスケ。本当に、一緒に行くのか？」

「行くに決まってるだろ？　俺たちはこの世界のことをなにも知らないんだ。マリカがいてくれないと困るよ」

「いや、しかし、私と一緒だと、また大変なことになるぞ？」

「あのなぁ、それを言うなら俺たちも同じ立場だろ？　人相書きが出回ってもおかしくないことをやらかしたんだから」

　もしかしたら、マリカよりも凶悪犯扱いされているかもしれない。なにしろ、国の要よう衝しようである砦とりでを一つ、完全にぶっ壊してしまったのだから。

「そ、それは、そうだが……」

「だったら、別々に行動する必要なんかない。マリカは俺たちを案内してくれる、俺たちはマリカを守る。な？　一緒にいるほうが絶対に得だって」

　裏表を感じさせない率直な物言いに、マリカの胸は熱くなる。

　一緒に行こうと誘ってくれたことだけではない。

　自分が王族であると知っても、駿介の態度がなにも変わらなかったことが嬉うれしかった。

　腹を探り合う必要のない、本音をぶつけ合える人たち。

　駿介だけではない。

　菜な々な子こも、清さや花かも、萌も絵えも、みんな、忌き憚たんのない言葉をかけてくれる。

　マリカが、幼い頃からずっと欲しかったもの。

　欲しいと願いながらも、ずっと手に入らなかったもの。

　それが、いま、目の前にある。四人もいてくれる。

「それ」をもう一度実感したくて、マリカは訊いてみた。

「本当に、いいのか？」

「なんだよ、急にしおらしくなって。何度も言ってるだろ？　いいに決まってる。だって……」

　夢にまで見た、その一言。

　長い旅も、どんな困難も、それと共にあれば、挫くじけずにいられるはずだ。

　だから……。

　マリカは、しっかりと、その言葉を胸に刻み込んだ。

「俺たちは、『仲間』なんだから」







　旅立ちは、やや汗ばむくらいの陽気の中行われた。

　駿介たちは、旅たび装しよう束ぞくとして、村人たちの手によって改造された神官ローブを身につけている。

　菜々子のリクエスト通り、マントのように羽織り、清花が納得いく程度にはおしゃれな装飾が施された一品だ。顔を隠すために必要なフードは、着脱式になっている。

　村の人たちは総出で見送ってくれた。

　温かく見送ってくれる彼らに、駿介たちは何度も振り返っては、手を振り続けた。

　風が吹き抜ける。

　にじんだ汗に、そよ風が気持ちいい。

『行く先は風の吹くままに、か。ふふっ、私たちにふさわしい旅立ちね』

「それもまた、運命、なのかな」

　サリィの言葉に、萌絵が続ける。

「私たちがこの世界に呼ばれたことが偶然でなければ、マリカさんに出会ったことも、サリィさんが一緒にいることも、偶然じゃないんだと思う」

　だとすれば、すべては必然。もしくは、何者かの意志によるものだ。では、その「何者か」とは？

「異世界から人を招喚できるとなると、神様くらいしかいないんじゃないか？」

「そうだね。その辺、サリィさんの記憶があればよかったんだけど……」

『ま、そういうのを探っていくっていうのも、楽しいんじゃない？』

　逆に、すべてが偶然だとしたら、どれだけの偶然が重なったのだろう。

　とにかく、まだまだ不明な点が多いのだ。これからの旅は、サリィが言うように、駿介たちが招喚された謎を解き明かしていく旅にもなるのだろう。

　おそらく、世界中から追われる身となった自分たちの存在が、フレアルードにどんな影響をもたらすのかわからない。

　ただ、世界がどう変わろうと、どんな真実が待っていようと、恐れるものはないはずだった。

　仲間がいるから……。

　だから……。

　風のように、自由気ままに……。

　それこそが、自分たちが進むべき道なのだ。







　こうして、駿介たちの冒険の旅は始まったのだった。









あとがき






　いやあ、自分の趣味や好きなことが人から認められたり、役に立ったりするのって、いいですよね。自分も小学生の頃から小説家になりたくて、こうして実際に本を出版することができて、本当に幸せです。

　と言いつつ、自分の黒歴史を紐ひも解といて、恥ずかしさで死にそうな目にも遭ったりしましたが……。

　今回も、様々な方の手により、本作を完成させることができました。まずはイラストの武む藤とう此くり史ひとさん。いただいたイラストは印刷して枕元に置いて、朝昼晩と堪たん能のうさせていただいてます。本当にありがとうございます。次に、恩師のＨ先生。まだなんとかやっていけそうです。そして担当の宿しゆく谷たにさん。いろいろとご迷惑をおかけしました。次はもっとすんなりいけるように頑張ります。そのほか、本作に携わってくださったすべての方と読者の皆様に感謝しつつ、今回はこの辺で。次回もよろしくお願いします。





二〇一六年一二月末日　佐さ藤とう 了りよう






＊作中で使用した「ワルキューレ」（リヒャルト・ワーグナー）の歌詞は、インターネットなどを参考に一部表記を変更して使用させていただきました。
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